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君きみの居いた昨日きのう、僕ぼくの見みる明日あした５




─Graduation Ceremony─
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　田舎いなかの四季は鮮あざやかに移ろう。

　変化そのものは決して早くない。大きくもない。

　だが、一年を通して変わらぬ灰はい色いろか、さもなくばせわしなく変化する極ごく彩さい色しきに彩いろどられた都会とは異なり……田舎の風景は黙もく々もくと、しかし着実にその様相は変へん遷せんしていく。日々をその内で過ごす者は、むしろ些さ細さいな変化の積み重ねに気付かず──ある日、突とつ然ぜんに四季の移り変わりを意識するのだ。

　昨日に続く今日。今日に続く明日。

　そんな時間の中で淡たん々たんと全すべては変わっていく。

　木々は、梢こずえに纏まとう葉の彩りを変えて。

　陽の光は、その強さと傾かたむきを変えて。

　動物達の毛皮も、その厚さを変えて。

　風さえもが、その匂においと色を変えて。

　要素のそれぞれが、自ら小さな変化を繰くり返して、結果的に風景を全く別の姿に変えてしまう。誰だれが命じた訳でも、誰に望まれた訳でもなく……諸もろ々もろのものが、こぞってそこに新たな風景を描えがき出し続けるのだ。

　偶ぐう然ぜんと必然が描き出す『完成』無き絵画。

　それはまさしく、生命の有り様そのものではあった。

　とはいえ……

「…………う……」

　季節は今──秋。

　生命に溢あふれた夏から、仮かり初そめの死に向かう季節である。それがあくまで仮初めのものであると──その先に新たな生命の季節が待っていると知りつつも、誰もが豊かな実りの向こうにある、一つの『終わり』を意識せざるを得ない時期でもあった。

　そんな中──

「…………うう……」

　ずしゃり。ずしゃり。ずしゃり。ずしゃり。ずしゃり。

　重い──一歩毎ごとに、舗ほ装そうも無い田舎道に深々と足あし跡あとを刻むかの様ような重さで、足音を響ひびかせながら黙もく々もくと進んでいく人ひと影かげが在あった。

　人影だろう。多分。

　断言を躊躇ためらわせるのは……その輪りん郭かくがあまりにも常識離ばなれしていたからだ。

　先まず、身の丈たけは軽々と二メートルを超こす。

　これだけでもある意味で尋じん常じようでないが──恐らく体重に至っては、百キロどころか二百キロにも達しようかという体たい軀くなのである。単に背だけが高いのではなく……何もかもが全体的に大きいのだ。

　肩かた幅はばも。胸板も。太ふと腿ももも。胴どう体たいも。首筋も。顔面も。

　姿を構成する要素の何もかもが、全体的に常人の倍近い。

　しかも全体的に、それらが全て寸すん詰ずまりなのである。

　単純な長さで言えば、その四し肢しは常人よりも長い。だが全体の均衡バランスを考えるとその手足は太く短いのだ。首もしかり。猪い首くびというか──肩の上に、首の部分を省略して、そのまま丸く大きな顔が乗っかっているかの様な感じだ。

　肥ひ満まん体たいという訳ではない。

　ただ──丸い。

　元より大きなその骨こつ格かくの上へ、不必要な位に筋肉がつきまくった結果として、不自然な程に膨ふくれあがったその輪りん郭かくが、何ど処こか球体を思わせるのである。一いつ般ぱん的てきな印象イメージでは相撲すもう取とりが近いが──彼等の体型を更さらに上下左右から無理矢理に押おし潰つぶした様な感じであった。

　しかも……

「……ううー…………」

　着ているのが黒い革レザーのスーツなものだから、異様さが更に強調される。

　下から肉に押し上げられて、ぱっつんぱっつんに突つっ張っているそれは、衣い装しようというよりある種の皮ひ膚ふの様にさえ見える。

　でもってスーツの下は黄色のシャツ。

　こんな格好で目立たない筈はずが無い。

　もっとも……その人物が歩くのは、人通りも少ない田舎道である。都会のど真ん中ともなれば、それなりに好こう奇きの視し線せんを浴びもするだろうが……此こ処こではたまに擦すれ違ちがう村人が、その異様な風ふう体ていを束つかの間ま、怪け訝げんそうに眺ながめる程度の事だった。

「…………うう……？」

　唸うなる様な声を漏もらしながら、その人物は──ふと立ち止まり虚こ空くうを振ふり返る。

　その顔立ちも、やたらに特とく徴ちよう的ではあった。

　鼻といい、頰ほおといい、唇くちびるといい、やはり団だん子ごを幾いくつもくっつけて作ったかの様な、全体的に丸い、その諸々の造ぞう作さの中で──その両眼だけが、まるで刃は物もので斬きりつけたかの様に鋭するどく、細い。

　しかも髪かみはモヒカンで──とどめに金色に染そめていたりする。

　年ねん齢れいはよく分からない。

　男だというのは間違いなかろうが、あまりにも容よう姿しを構成する諸々が規格外に過ぎて、他の者と比べにくいのである。

　常識外れもここまでくれば、もう『怪かい人じん』の域であった。

「…………アグニエシカ……の……におい…………」

　ふと呟つぶやく様に怪人が言って鼻をひくつかせる。

　その頭上に──

「──見つけたか。虎とら丸まる」

　ばさりと音を立てて舞い降りたのは、一羽の鳥であった。

　フクロウである。

　夜や行こう性せいの筈のこの鳥が、どうして昼間にこうも堂どう々どうと飛んでいるのか──いや、それ以前にオウムや九きゆう官かん鳥ちようでもあるまいに、どうして鳥が人語を喋しやべるのか、奇き妙みように思う者も居るだろう。

　だが今現在──『虎丸』と呼ばれた怪人の周まわりには、他に人目は無く、驚おどろく者も問い質ただす者も居ない。そして虎丸はそれを当然と認識しているのか、やはり驚く様子は無い。

「……匂におい……する……」

「ふむ。確かにこの辺あたりには何か、霊れい的てきな偏へん差さを感じるが……」

　フクロウは首を傾かしげて言った。

「……こ……こわす……れいしょう…………」

　言って虎丸が片手を掲かかげる。

　次の瞬しゆん間かん、その右手の周りには、ぱりぱりと音を立てながら青白い電でん光こうが這はい回り──

「ま──待て、待て待て待て待てッ！　虎丸！　早まるなッ！」

　慌あわてて広げた翼つばさで虎丸の顔を叩たたきながら、フクロウが言った。

「落ち着け、落ち着け虎丸！　それ──ロンドン橋落ちた、London Bridge is falling down,落ちた、Falling down,落ちた、falling down,ロンドン London Bridge is falling down,橋落ちた、Falling down,ロンドン橋落ちた、falling down,落ちた、London Bridge is falling down,落ちた、Falling down,綺麗なお嬢さんfalling down, My fair lady──」

「…………」

　力無く右手を降ろす虎丸。

　どうやらこの童どう謡よう──『マザーグース』の『ロンドン橋落ちた』を聞くとこの男は、とりあえず落ち着くらしい。一体どういう育ち方をしたらそうなるのかは全くの謎なぞだが、とにもかくにも、掌てのひらの上を這っていた電光は、幻まぼろしの如ごとく消しよう滅めつしていた。

「……お前が迂う闊かつに力を使えば、辺りの霊れい場じようは滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまうと、何度も何度も何度も注意したろうが？　我われ等らの目的はあくまでも霊れい障しようの排はい除じよであり、霊的均きん衡こうの回復だ。お前が不均衡を造つくってしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだろう」

　ぶるりと身を震ふるわせながらフクロウは言った。

「また神かみ隠かくしを大量発生させる積つもりか？」

「…………ごめん……」

　虎丸が呟つぶやく。

　ただしあまり申し訳なさそうな表情や口調ではない。

　何というか……その台詞せりふには誠せい意いは勿もち論ろん、感情も理性も欠落しているかの様な……責める言葉に対して、機械的に謝しや罪ざいの言葉を口にしているだけの様な、ひどく空からっぽな感じがあった。

「術じゆつ式しきは私が用意する。お前はそこに霊力を注そそぎ込めば良い」

「う……うん……」

「だがその前に精せい密みつな調査もしておこう。どうせあの半はん端ぱ娘むすめは初仕事もろくに出来ず、逃にげ出したに決まっているが──万が一、アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野のが何らかの霊障に取り込まれたとなると、事は複ふく雑ざつだ。人間を、それも霊能者を取り込む程の結界を伴ともなう霊障となると、慎重に対処せねば、何が起こるか分からない」
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「……れいしょう……こわす……」

「だから早まるなッ！　最終的に壊こわすのは変わりないが、先ずは周囲への影えい響きようが無い様に下準備をしてから──だ。いいな？」

「……う……うん……」

「私は辺りを回って霊的偏へん差さの鳥ちよう瞰かん図ずを作る。術式を組み立てるのはそれからだな。虎丸はとりあえず此こ処こで休んでおけ」

「……わかった……」

　虎丸が頷うなずくのを確認して、フクロウは空中に舞まい上がった。

　小さな相あい棒ぼうが遥はるか上空に飛び去るのを、ぼんやりと細い眼で眺ながめながら──虎丸は、ぴっちぴちの服のポケットから、一枚のシート状のものを取り出した。

　ビニール包ほう装そうされた青あお海の苔りである。

　包装を破ってぺりぺりと青海苔を食べながら……虎丸は呟く。

「…………いいてんきだぁ…………」

　怪人の上には、どこまでもどこまでも高く秋晴れの空が広がっていた。




　　　　●




　多くの秘め事は暗黒と静せい寂じやくの帷とばりの向こう側にて行われる。

　他人の眼を憚はばかり。他人の耳を恐れ。

　深く──密ひそやかに。

　当事者以外には誰にも知られぬ様に。

　だが……

「──……！」

　刃物の如き光が安あん寧ねいの闇やみを切り裂さいていく。

　まるで断だん罪ざいの刃やいばの如く、暴力的な程の白さで夜の領域に差し込まれたそれは、右へ左へと容よう赦しやなく走り、暗黒の奥おくに潜ひそみ守られていたものをさらけ出す。

　その様子はまさしく問答無用。

　仔し細さいなど問わず、闇の帷を押おし開き、如い何かなる秘密も許さぬといった勢いで振ふり回される光の帯は、ただひたすらに暴力的であり……倒とう錯さく的てきですらあった。

　哀あわれな犠牲者の肺ふ腑はいを抉えぐり出す、凶きよう器きの如くに。

　同時に──

「……そっち……！」

「……逃にげた……！」

　飛び交う台詞せりふ。入り乱れる足音。

　ただ喧けん噪そうと呼ぶにはあまりに殺気だったそれらが、静せい謐ひつな空気を搔かき乱す。しかもそれらは収まる事も無く、むしろ次第に激はげしさを増まして辺りに満ちていく。息いき遣づかいや鼓こ動どうの音さえ聴き取る事が出来るかの様だった静寂は、荒あら々あらしく蹂じゆう躙りんされ、粉ふん砕さいされ、そして喪そう失しつされる。

　そう──

「……回り込んで……！」

「……未だこちらには……！」

「……違う……あっち……！」

　暗闇は払はらわれるのが定め。

　静寂は破られるのが定め。

　穏おだやかな時間は決して長く続きはしない。

　慌あわただしく緊きん張ちように満ちた空気の中を、幾いくつもの影が走る。

　だが追う側には明らかな余よ裕ゆうがあった。人数と、装そう備びと、更には地の利でも優まさるという自覚があるのだろう。決して追つい跡せきの手を緩ゆるめる様子は無いが……その動きには、自信あるが故ゆえの安定振りが窺うかがえる。

　大抵の場合に狩かりとはそういうものだ。

　それは追われる側にとってはひどく唐とう突とつで──そして一方的である。

「……はあっ……はあっ……」

　少女の手を引き──息せき切って走りながら長なが居い優ゆう樹きは背後を振り返った。

　暗闇の中を跳はねる人影が在ある。

　まるで街がい灯とうの周りを飛び回る羽は虫むしの如く、一瞬で光の中を横切り、一瞬で闇の中に沈しずみ、断続的に──光と影の端は境ざかいで文字通りに垣かい間ま見みえる姿。

　それは確かに人の形をしてはいた。

　だが……明らかにその脚きやく力りよくは人間のそれではない。五メートルをたったの一歩で踏とう破はし、時には壁かべを走りさえして獲え物ものに追い縋すがる──そんな様な真ま似ねは、人間には到とう底てい不可能だった。そしてそれはつまり、人間の足では引き離す事が出来ないという意味でもある。

　駄だ目めだ。逃げ切れない。

　優樹の上に絶望感がのしかかってくる。

　そんな彼と、彼の連れの少女を追い立て、更に光が地を舐なめ、闇を寸すん断だんする。

　しかも……足音と灯とう火かの数は次第に増えている。

　辛かろうじて紛まぎれる事が出来た闇の断片すら次第に駆く逐ちくされていき──数秒前までは手探りの如く右へ左へと揺ゆれていた光の輪は、今や確実な動きで優樹と少女を追つい尾びしてくる。

　確実に包ほう囲いは完成しつつあった。

　いや。それどころか──




　…………ドンッ！




　響いたのは銃じゆう声せいであった。

　同時に傍かたわらを──一メートルと離れていない空間を、何かが、目にも留とまらぬ速さですり抜ぬけていく感覚を優樹の肌はだは感じ取っていた。威い嚇かく射しや撃げきなのか。あるいは必ひつ中ちゆうを期したものがたまたま外れただけか。発はつ砲ぽうした者の意図がいずれにせよ、銃は銃──命中すればただでは済すむまい。

　だが優樹には抗あらがうのは勿もち論ろん、防ふせぐ手段さえも無い。

　可能なのは少女の手を引いてただ走る事だけだ。

　だがしかし、それも──
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「──！」

　立ち塞ふさがる壁に優樹は息を吞のんだ。

　追い詰つめられた。

　正面は勿論……左右も壁であった。文字通りの袋ふくろ小こう路じ。追われ追われてひたすら逃げ回ってきたが、これ以上はもう何ど処こへも行けそうにない。可能なのは、せいぜい、壁に背を預あずけて、追つい跡せき者しやを睨にらみ据すえる事くらいだった。

「優樹……」

　連れの少女が名を呼んでくる。

　その声にはある種の諦てい観かんと覚かく悟ごが滲にじんでいた。だが優樹は首を振って彼女の白く細い手をぎゅっと握にぎりしめた。

「駄だ目めだ」

　それだけは。

「でも私──」

「駄目だ」

　強ごう引いんに繰り返して、優樹は少女の続く台詞を封ふうじる。

　まるで嬲なぶるかの様に、辺りを舐なめ回していた白光が、揃そろって優樹達に向けられる。容よう赦しや無く集中する光に眼を細めながら、彼は逆ぎやつ光こうの中に歩み出る人影を見つめた。

「──もう逃げられません」

　淡たん々たんと追跡者の一人はそう宣言した。

　少女である。

　逆光のせいで詳しよう細さいは見て取れないが──輪りん郭かくに滲にじむ色から、その相手が青い髪かみをしている事は分かる。そして大半を黒に塗ぬり潰つぶされた姿の中で、硝子ガラス玉だまの様に冷たい光を湛たたえる一対の紅あかい瞳ひとみの事も。

　優樹は──無論その少女の姿に見覚えが在あった。

「……ネレイド……君まで……」

　超ちよう人じん的てきな運動能力や銃声から想像はついていた。

　だが実際に相手が追跡者としての立場を明確にして目の前に現れれば、やはり信じたくないという気持ちが沸わき上がってくる。

　ネレイド。

　非人間的な運動能力も当然──彼女は人間ではない。

　代理戦争用に造られた人型自動機械。それが彼女である。純じゆん然ぜんたる戦せん闘とう用ように特とつ化かした機体ではないが……いざ戦闘状態に入れば当然の如ごとく人間に数倍する筋力と反射神経を発はつ揮きする。普ふ通つうの人間など全く太た刀ち打うち出来ない相手だった。

　まして彼女の白く細い腕うでには、愛用の散さん弾だん銃じゆうが提さげられている。

　フランキＳＰＡＳ１２。

　狩しゆ猟りようではなく暴ぼう徒と鎮ちん圧あつを──つまりは対人使用を目的として造つくられた戦闘用の自動式散弾銃だ。見るからにゴツく威い圧あつ的てきなその外がい観かんは、その本来の破は壊かい力りよくを発はつ揮きせずとも、見る者を十二分に威い嚇かくする。

　しかも──

「……追い詰つめた……！」

「……こっちよ……！」

　更さらに幾いくつもの足音と声が近付いてくる。

　包ほう囲いが──完全に閉しまる。

　逃げ場はもう無い。

「秘密とはいつか必ず白はく日じつの下もとにさらけ出されるものです」

　擬ぎ人じん機き械かいの少女は淡々とした口調で言った。

　万ばん事じ休きゆうす。

　優樹は唇くちびるを嚙かんだ。

　こんな状じよう況きようで──逃げ回るだけしか出来ない無力な自分が恨うらめしい。

　だが……

「──ってよく考えたら」

　ネレイドを睨にらみ据すえながら優樹は言った。

　いきなり部屋に踏ふみ込んで来られたので、驚きよう愕がくと、それから羞しゆう恥ちから、つい反射的に逃げ出してしまった訳だが──

「なんで僕ぼく等らが追い掛けられないといけないんだよ⁉」

「逃げるからです」

　と擬人機械の少女は至し極ごく当とう然ぜんといった口調でそう宣のたまわった。まるで『どうして山に登るのか』と問われて『そこに山があるからだ』と答える登山家の様に。

　そして彼女の言葉を裏打ちするかの如く──

「追い詰めたわよ！」

　勝ち誇ほこる声と共に駆かけ寄ってくる人影が幾つか。

　いずれもそれは少女達で……手には皆みな、懐かい中ちゆう電でん灯とうとそしてどういう積もりか、棍こん棒ぼうを持っている。その様子はまるで犯はん罪ざい者しやを追う警官か、さもなくば脱だつ獄ごく囚しゆうを追う看かん守しゆといった雰ふん囲い気きである。

　追跡者の少女達は半円を描えがいて優樹とその連れの少女を取り囲かこんだ。

「だからなんなんだよ一体⁉」

「ふふふ」

　追跡者の少女の一人──春はる香かという名の少女が、にんまりと笑いながら言った。

　何ど処こか猫ねこを思わせる悪戯いたずらっぽい笑えみがよく似に合あう。くるくるとよく動く大きな瞳ひとみと、変化に富んだその表情のせいか、いかにも明めい朗ろう闊かつ達たつといった雰囲気をいつも身にまとっている少女であった。

「逃げるのはやましいところがある証しよう拠こよ！」

　びしぃ──と音がしそうな仕し草ぐさで優樹を指差す春香。

　でもって……

「深しん夜や！　男女！　二人っきり！　ここまで状況証拠が揃そろえば有罪は確実！」

　続けて糾きゆう弾だんするかの様に叫ぶのは、夏なつ輝きという名の少女である。

　少年の様なショートの髪かみ型がたをしているのと、やや言動が男っぽいので少々ガサツな印象があるものの──元々の顔立ちが可愛かわいらしいので、十分に魅み力りよく的てきだ。いやむしろ弾はじけるかの如き生命感に満みち溢れたその姿は、爽さわやかな魅力がある。

「しかも逃とう亡ぼう──これはもう現行犯といっても過か言ごんではないわね」

　夏輝の隣となりでは秋あき菜なという名の少女がうんうんと腕を組んで頷うなずいている。

　前髪を上げておでこを広く見せているせいか──理知的な印象の強い容よう貌ぼうだ。口元のホクロと相あいまって、その姿は何処か先の二人に比べると大人おとなびた雰囲気を漂ただよわせていた。

「どこの宗しゆう教きよう裁さい判ばんだよそれは⁉　──っていうか普通、いきなりそんなもん持った人間が扉とびら蹴け破やぶって入ってきたら、逃げるだろ⁉」

「だって緊きん急きゆうだし」

　と悪びれもせず春香が言う。

「早くしないと優樹君とアグニが、きっといかがわしい行こう為いに及およんでしまうもの！」

「優樹君……不ふ潔けつです」

　上うわ目め遣づかいにそう言ってくるのは冬ふゆ美みという名の少女。

　長い髪を三つ編あみにしているせいか、どこか伏ふし目で、いつも何かに臆おくするかの様な物もの腰ごしのせいか……他の三人よりは随ずい分ぶんと大人しい印象が強い。ただしおどおどしながらも結局は他の三人と一いつ緒しよの行動をとっていたりするので、ある意味、余よ計けいにたちが悪いとも言えるが。

　春香。夏輝。秋菜。冬美。

　性格は四者四様ながら、どこか似通った面おも影かげのあるこの少女達は、まとめて〈四季少女達シーズン・シスターズ〉と呼ばれている。姉し妹まいではないが、彼女等は大抵ひとまとまりで行動しているからである。

　まあそれはさておき。

「な……なにが、いかがわしい行為だよ！　しないよ、そんなこと！」

「ねえねえ。優樹。そんなことってどんなこと？」

　と──尋たずねてくるのは四季少女達の更に横に立つ女の子だった。

　この場に居る面子めんつの中で、最も幼おさない外見をしている彼女の名前は──紅葉もみじという。

　ただの紅葉。四季少女達と同じく姓せいは無い。

　それは彼女が人間ではないからだ。

　亜あ麻ま色いろの髪をしたその小こ柄がらな──せいぜい中学生といった体たい軀くには、狐きつねの様な尻尾しつぽと、やはり狐を思わせる先せん端たんの少し黒い獣けもの耳みみが付ふ属ぞくしていた。勿論それが単なるパーティ・グッズやコスプレの類たぐいでないのは、ぴょんこぴょんこと生々しく動いている事からも明らかである。

　彼女は狐の変へん化げなのだ。

「どんなこと？　ねえどんなこと？」

　無む邪じや気きな笑顔で尋たずねてくる紅葉。

　彼女の場合は冗じよう談だんでもカマトトでもなくて、本気で聞いているから、むしろ優樹の羞しゆう恥ち心しんを悪意無く抉えぐってきたりする。

　でもって──

「ふふふ。それはね──口で言えない位にすごい事なのよ？」

　と秋菜。四季少女達の中では最も斜はすに構かまえた言動の多い彼女は、どこか悪女然ぜんとした妖よう艶えんな微び笑しようがよく似合う。きっとファウストを地じ獄ごくに落としたメフィストフェレスもこんな笑みを浮かべていたに違いない。

　純じゆん真しん無む垢くな紅葉は当然、首を傾かしげて──

「そうなの？」

「図にするとこう──」

「描かくなッ！」

　棍こん棒ぼうで地面に図ず解かいを描き始めた秋菜に怒ど鳴なる優樹。

　でもって……

「私達、もう優樹君とアグニが、高校生にあるまじき、青少年の教育上好ましくない様な、いかがわしい行為に及んでしまうんじゃないかと楽し──もとい、心配で心配で。だからつい──ね？」

「部屋の扉を蹴破って乱入を？」

　ジト眼めで少女達を見み据すえる優樹。

「ほら。男の子が、女の子を自分の部屋に連れ込むと、女親がジュースとお菓か子し持って乱入したりするようなもん？」

「でないと若い性の暴走がね？」

「あんな事やこんな事を……」

「ええっ？　そ、そんな事するのっ⁉　みたいな」

「いやっ！　優樹君の変へん態たいッ！」

「ふふふ。そんな事をいってもほら──」

「──みたいな感じでね？」

　と──言葉とは裏うら腹はらに期待に輝かがやく眼で優樹と連れの少女を見つめる四季少女達。

　その時──

「…………」

　ぶるりと少女の方が身を震ふるわせる。

　頭の左右でくくった長い赤毛が身体からだの震えと共に揺ゆれた。

「だ──駄目だよ！　アグニ！」

　慌あわてて傍かたわらを振り返る優樹。

　だが少女に応じる様子は無い。

　代わりに彼女はしばし小刻みにその身を震わせて──

「……いいいいいかげんにしろおおおおおおおおおッ‼」

　──怒ど号ごうと共に発生した爆ばく発はつが、優樹を含ふくめて一同を薙なぎ倒たおした。




　　　　●




　鈴すず乃の宮みや学がく園えん。

　それはかつて第二次世界大戦の空くう襲しゆうによって焼け落ちた学まなび舎やである。

　数多くの人々が死に数多くの建物が焼けたその戦争において、それはひどく有り触ふれた出来事に過ぎなかった。疎そ開かいしてきた女学生達と共に、その校舎は米べい軍ぐん爆ばく撃げき機きの焼しよう夷い弾だんによって跡あと形かたもなく焼失してしまった。

　そう。それは本当に当時としては珍めずらしくもない出来事だった。

　だから何が他と違ったのかは分からない。

　ただ……鈴乃宮学園には無念が在った。

　時に幾つかの偶ぐう然ぜんや必然が重なった結果として器き物ぶつにも魂たましいが宿ると言われる。

　学校として造られながらも生徒を一人として迎むかえ入れる事無く、それどころか眼の前で護まもり育はぐくむべき生徒達が焼け死んでいくのを見せられた鈴乃宮学園は──その魂こん魄ぱくとも言うべきものは、深い深い悲しみと苦しみを抱かかえてこの世界に留とどまった。

　世にも珍しい『学校の幽ゆう霊れい』として。

　死して後、滅ほろんだ後も、無念を抱かかえて現げん世せに留まるのが幽霊である。

　ならばその望みは無念を晴らす事に他ならない。時に憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬに狂くるって本来の望みを忘れ周囲を呪のろうだけになる様な悪あく霊りようも存在するが──多くの幽霊にとっては本願の成じよう就じゆこそが解かい放ほうの道である。

　故ゆえに鈴乃宮学園──その幽霊は自らの無念を晴らそうと活動を始めた。

　現世とはわずかに位い相そうのずれた空間に自みずからの分身を創つくり上げ。

　その空間に様々な者共を引きずり込んで。

　そして彼等と共に自らが実現出来なかった『学園』の風景を創り上げる事。

　鈴乃宮学園。

　それは哀かなしく優しい噓うそで出来た世界だった。




　　　　●




　……まあそういう訳で。

「何考えてんのよっ‼」

　ばん！　と教きよう卓たくを叩たたきながら怒ど鳴なる少女が一人。

　いつもの──鈴乃宮学園の教室。

　何ど処こか古ふる臭くさい印象の木もく造ぞう校こう舎しやの一室である。

　黒板があって。棚たながあって。机つくえと椅い子すがあって。掲けい示じ板ばんがあって。教きよう壇だんがあって。

　何処の教室にでもあるものは全すべてあるが──それ以外のものは何も無い部屋。

　純じゆん然ぜんたる『教室』のイメージ。

　そしてその教室の黒板を背にして、教壇の上に立ち憤ふん慨がいしている者は、先程、長居優樹と共に逃げ回っていた少女であった。

　アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野の。

　長い赤毛を頭の左右で括くくった少女である。

　気の強さが玉に瑕きずではあるものの、混ハ血ー児フ特とく有ゆうの隙すきの無い容よう貌ぼうがとても可愛かわいらしい。

　東とう欧おう系けい白はく人じんの華はなやかさと共に、黄おう色しよく人じん種しゆのきめ細こまかな肌はだと繊せん細さいな目鼻立ちが矛む盾じゆん無く同居している。街を歩けば、擦すれ違ちがう者達が例外なく振り返るかの様な──文もん句く無しの美少女である。

　ただし彼女は、ただ可愛いだけの少女ではない。

　その外見からは想像がつかないが、彼女は文もん部ぶ科か学がく省しよう陰おん陽みよう課かという非公開機関に所しよ属ぞくする陰陽師じであり、学校関係の霊れい障しようを祓はらう特務派遣員エージエント──正しくはその見習い──という肩かた書がきを持っているのだ。

　アグニエシカは古くプラハ魔ま術じゆつの流れを汲くむ魔女の家系グラバルティック家と、平安時代の大陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいの血脈を受け継つぐとされる阿倍野家……共に魔力霊力に秀ひいでた遺い伝でん的てき資し質しつをその身に備そなえる少女なのである。

　あくまで──資質だけは。

　いかに優すぐれた力を天から授さずかっていようと使いこなせねば意味が無い。

　生来の欠点なのかそれとも育ちに難なんが在あったのか……とにかくアグニエシカは己おのれの霊力の制せい御ぎよに色々と問題を抱えている。溢あふれんばかりのその霊力魔力を持て余している場合が殆ほとんどで……未だ未成年という事もあって、陰陽課においては見習いの地位に甘あまんじているのだ。

　でもって。

　初の単独任務でとある霊障の調査にやってきた彼女は、その大元である鈴乃宮学園の中に引きずり込まれてしまい、出る事が出来なくなった。戦後六十年余り……ずっと無む念ねん未み練れんを堆たい積せきさせて鈴乃宮学園が創り上げてしまった強大な結けつ界かいに、半人前の彼女では全く太た刀ち打うちが出来なかったのである。

　まあそういうわけで。

　彼女は仕方なく穏おん当とうな方法で……即すなわち『学園ごっこ』に付き合う事で、鈴乃宮学園の未練を晴らして成じよう仏ぶつさせてやろうと、この架か空くうの学園世界において学生を演じている。更さらに言えば成り行きで風紀委員なんぞを務つとめている。

　だが…………

「あんた達にはプライバシーって概がい念ねんが無いの⁉」

　とアグニエシカが怒鳴って見回すのはいつもの面子めんつである。

　先程、散さん弾だん銃じゆう片手に──ちなみに装そう塡てんされていたのは暴ぼう徒と鎮ちん圧あつに使われる非ひ致ち死し性せいゴム弾だんだが──優樹達を追い回していたネレイドを含ふくめ、九名の少年少女が、いつもの教室で思い思いの席に座すわって、怒いかり狂くるうアグニエシカを眺ながめている。

　これに保健医の本ほん町まち小さ竹さ乃のを加えた総勢十一名がこの鈴乃宮学園の関係者全員であった。

　ちなみにその大半が顔が煤すすけていたり、髪の一部が縮ちぢれていたり、あちこちに絆ばん創そう膏こうを貼はっていたりするのは、先程のアグニエシカの爆発に巻き込まれた結果である。

　前述の様に──アグニエシカは陰陽師である。

　半人前で自分の霊力をきちんと制せい御ぎよ出来ないという欠点を持っているが、その霊力量そのものは半はん端ぱではない。そして彼女が我われを忘れて暴走すると、その霊力は周りのものを吹ふっ飛ばす爆発力として顕けん現げんする。

　これぞ通つう称しよう──〈ヒステリック・ブラスト〉。

　まあ毎度毎度いらん事をしては彼女に吹っ飛ばされている鈴乃宮学園の一同は、そろそろ彼女の霊力爆発にも慣なれっこになりつつあるが。

「そういう訳じゃないけどぉ」

　机の上に肘ひじをついて何ど処こか意地の悪い声を上げるのは──春香だ。

「なぁんかずるいわよねーアグニったらさ」

「なにがずるいのよっ⁉」

　ばんばんとアグニエシカが教きよう卓たくを叩たたくものの、春香は怯ひるんだ様子も無く、むしろにんまり笑いながら続けた。

「ついこの間までは、風紀委員だ何だって言って、風紀の乱れを取り締しまりまくってたのにさ、優樹君とくっついた途と端たんに、自分が乱す側に回ってんだもん」

「ぐっ…………」

　真まっ赤かになって言葉に詰まるアグニエシカ。

　そう。

　苦く節せつ──というか屈くつ折せつというか──十七年。

　アグニエシカには初めて彼氏が出来た。

　元々霊能力を暴走させる事が多い彼女は、義務教育期間中から『バケモノ』だの何だの言われて差別や虐いじめを受ける事が多く、一つの学校に三ヶ月以上通った事が無い。

　何かと転校を繰くり返していた彼女には、周囲と馴な染じむ余よ裕ゆうは無かった。また混ハ血ー児フ特有のやたらと目立つ容姿も、彼女と周囲に距きよ離りを置いてしまう結果になった。

　当然──彼氏はおろか、親しい友達を作る事など出来なかったし、少し親しくなった者達でも、アグニエシカの尋じん常じようならざる能力を知ると、皆離れていった。

　そうこうする内に、彼女は他人を力で『屈くつ服ぷくさせるか』『屈服させられるか』の判断基準でしか見なくなっていった。他に彼女は他者との関わり合い方を覚える事が出来なかったのだ。

　しかし……

　彼女はこの鈴乃宮学園に来て初めて、自分の狭せまい価値観では分類不可能な相手を知った。

　友達。

　辞書の上にしかその存在を認められない、架か空くうの概がい念ねんだったそれを、彼女は此こ処こで初めて現実のものとして認識し──得た。同時に、いびつな育ちによって抑おさえ付けられていた年とし頃ごろの少女本来の感性も、此処に来て初めて花開いたのだ。

　他人を──男の子を好きになるという気持ち。

　勿もち論ろん、自分のそんな気持ちに動どう揺ようし躊ちゆう躇ちよして、何かと的まと外はずれな行動に出る事も多かったが……すったもんだの挙あげ句にようやく自分の気持ちに素直になれたアグニエシカは、先日、その相手の少年に告白をした。

　好きです──と。

　駄だ目めで元々、そんな気持ちの告白の後……しかし両想いであった事が判明し、めでたくアグニエシカは相手の少年と彼氏彼女の関係になったのである。

　まあ……そういう訳で。

　元々が遅おそい春──という訳でもないが、とにかく、その前の冬が長く厳きびしかっただけに、舞まい上がっちゃうのはある意味で仕方がない。

　仕方の無い事なのだが……

「ちょおっと目を離すとさ──優樹君といちゃいちゃいちゃいちゃ……」

「べ……別にそ……そんなっ……！」

　真っ赤になって反論しようとするも、言葉が出てこないアグニエシカ。

　代わりに──

「いや、ちょっと待って」

　と手を挙げて春香の台詞せりふを制するのはその話題の『優樹君』こと長居優樹である。

　話題の焦しよう点てんとなるにはいささか凡ぼん庸ような感じの少年ではあった。殊こと更さらに美形という訳でもなく、背が高い訳でも筋肉質な訳でもない。ごくごく平均的な少年だ。外見の特とく徴ちようといえば左手首に巻まいている御お守まもりと、首に掛かけているヘッドフォン型のメモリー・オーディオ位のものだが、これとて彼の肉体に属ぞくするものではない。

　逆に言えば──外見的な意味では、目立った欠点も無い少年ではあるが。

「なんだかそれだと、僕とアグニが四六時中、変な事してるみたいじゃないか」

「してるじゃねーか」

　と言うのはやはり四季少女の一人……夏輝である。

「さっきだって二人で部屋にこもって何やってたんだかなー」

「──夜に優樹君の部屋で二人っきり」

　秋菜が半はん眼がんで優樹をアグニエシカを眺める。

「キスは済すんでる訳だから……次は、ねえ？」

「してないよっ！」

　優樹も顔を真っ赤にして立ち上がる。がたん、と彼の後ろで椅い子すが音を立てた。

「えー？　本当に？」

　と春香。他の四季少女達も噓うそや誤ご魔ま化かしは許さない──といった視線を優樹とアグニエシカに向けてくる。

「本当に本当に何も……なあんにもしてないのぉ？」

　と尋たずねる春香。

　快活という意味では最も夏輝に近い少女だが──一本気で生き真ま面じ目めな夏輝に比べると、悪戯いたずら子こ猫ねこの様な表情が目立つ。実際、何かと話をややこしくするのは四季少女の中では彼女が最も多い。

「いや……だから……」

「本当にぃ？　本当にまったく、なんにも、天てん地ち神しん明めいに誓ちかって？」

「…………」

「本当にぃ？」

「…………いやその……………………」

　困こん惑わくした様子で互たがいに目め配くばせする優樹とアグニエシカ。

　でもって……

「……手を握にぎったりは…………」

　ここで素直に白状する処ところがまあ、彼等らしいと言えばらしい。

「ほらやっぱり‼」

　と勝ち誇ほこった様に春香が言う。

　彼女はびしりと音がする程の仕草で優樹を指差した。

「男女七歳さいにして席を同じゅうせずッ！　夜に同じ部屋で手を繫つなぐなど言ごん語ご道どう断だん！」

「──って、いつの時代の発想だよ⁉」

　喚わめく優樹。

　まあ手を繫いだだけで『言語道断』とか言われちゃったら、今時の高校生としては立つ瀬せが在るまい。

　だが──

「しょうがないでしょ、元々戦中の人なんだからあたしらっ！」

　と春香は開き直った。

　四季少女。

　何処か似に通かよった空気を持つ四人の少女達。

　彼女達はいずれも、いわゆる美少女だ。

　まだ何ど処こかに幼おさない部分を引きずってはいるが、四人ともかなりの器き量りよう好よしなのは間ま違ちがいない。何も知らない成人男性が見れば『五年後が楽しみ』と無責任に評価したりするかもしれない。

　ただし──彼女等に『五年後』は無い。

　正確に言えば五年後も十年後も恐らく百年後も四季少女達シーズン・シスターズにとっては同じ事だ。既すでに六十年以上前に彼女等の時間は止まっている。

　春香は幽霊だ。

　そして夏輝、秋菜、冬美──他の三人の四季少女達も。

　更に正確に言えば、彼女達は六十数年前にアメリカ軍の空くう爆ばくで死んだ女学生達の霊れい魂こんを、寄せ集めて造つくられた合ごう成せい精せい霊れい──言ってしまえば霊的な『フランケンシュタインの怪かい物ぶつ』なのである。

　お陰かげでちょっとしたショックで、仮かり組ぐみ中のプラモデルよろしくばらんばらんに五体がばらけてしまう。もっとも……本人達はそんな体を気にするどころか、むしろ便利に活用していたりもするが。『背中が痒かゆい時なんか、左手外して孫まごの手代わりにできるから便利だぜ？』とは夏輝の弁である。

　それはさておき。

『男女七歳さいにして席を同じうせず』という道どう徳とく律りつは元々中国の古書『礼らい記き』に見られる一節である。この場合の『席』とは座席の事ではなく、寝ね床どこの意味に近く、要するに『同じ布ふ団とんで一いつ緒しよに寝ねてはいけない』という意味だ。

　第二次世界大戦辺あたりまでは、当然の如ごとく誰だれもに知られていた儒じゆ教きよう系けいの道徳律である。特に日本ではこれが拡大解釈され、たとえ夫婦といえども男女が人前で手を繫つないだりする事も恥はずべき事とされていた。

　まあこれはその後、流入しまくったアメリカ文化や、各種技術の発達による情報の氾はん濫らんで、優樹の言葉通り廃すたれてしまった感は否いなめないが──確かに戦中の少女達を基もとに造られている四季少女達にとっては、旧ふるすぎる発想という訳でもあるまい。

「とにかく、やっぱり学園の風紀は守られなければいけないと思うわけよ！」

　と──拳こぶしを握にぎりしめて春香が力説する。

「だからっていきなり踏ふみ込んでくるなっ‼」

　優樹は喚わめいた。

　──要するに。

　先程のどたばたは、夜──鈴乃宮学園の寮りようの部屋で二人っきりになっていた優樹とアグニエシカの処に、四季少女達を筆ひつ頭とうに鈴乃宮学園の面々がいきなりテロ現場に突とつ入にゆうする特とく殊しゆ部ぶ隊たいよろしく踏み込んできた結果である。

　付き合い始めて日が浅い二人。

　でもって二人だけの部屋。

　しかも時刻は夜。

　そうなるとまあ……色々と他人には見せられないというか、見られたり聞かれたりすると大たい層そう恥はずかしい感じの言葉やら行動やらも、出てきたりする訳で。

　そんな処にいきなり踏み込んで来られた優樹とアグニエシカは、慌あわてて逃にげ出す事となり……その結果、面おも白しろがった四季少女達や、彼女等に乗せられたネレイドや紅葉が、優樹達を追い詰つめたのである。

「──そりゃあ、優樹君とアグニが恋こい人びと同士ってのはめでたいわよ？」

　と──秋菜が取りなす様に言う。

「でもね、だからっていって何でも許されるって訳じゃないと思うのよねー」

「いや、だからそんな問題になるような事は何もしてないだろ⁉」

　と優樹。

　彼としては、それこそ問題になるような事を実際にしていたのならともかく、ただ同じ部屋で手を繫いでいただけで、此こ処こまで言われるのも不本意だろう。

　だが──

「そんなの自じ己こ申しん告こくじゃ分からないしね」

　と秋菜。

「そうだよそうだよ。大体やましい処が無かったら逃げたりしないよね？」

　春香も同調し腕うでを組んで頷うなずく。ただしどちらも不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうを責せめているというより、むしろ期待している様な表情であったが。

「ほら、『手を繫ぐ』ってのも何かの隠いん語ごなのかも」

「ってことは、やっぱりあんな事やこんな事を……」

「じゃあそんな事もしちゃったりなんかして」

「うっわー。優樹君って結構大だい胆たん」

「アグニもなんだかんだ言って──」

「ずるいずるいずーるーいー」

　とかなんとか。

　春香に至っては駄だ々だっ子の様に地じ団だん駄だを踏んでいたり。

「勝手に妄もう想そうを既き成せい事じ実じつ化かするなっ‼」

　優樹は怒ど鳴なってから教きよう壇だん近くの席に座すわっていた少女を振ふり返る。

「詩し月づきも！　何か言ってやってくれよ！」

「…………」

「詩月！　………………詩月？」

「……んん……ん？」

　怪け訝げんの色を帯おびた優樹の声に──教室の隅すみっこで、ぼーっとした様子で虚こ空くうを眺ながめていた少女が、ようやく反応した。

「あ。優樹」

　詩月と呼ばれた少女は、ぱちくりと眼を瞬まばたかせながら首を傾かしげて優樹の方を見る。

　いかにも『女学生』という言葉が似に合あいそうな、何処か古めかしい空気をまとった姿の少女である。全体としては地じ味みな雰ふん囲い気きだが、清せい楚そな姿がとても愛らしい。彼女の周囲だけがまるでモノクロームの写真の様な──何処か落ち着いた空気が漂ただよっていた。

　鈴すず乃の宮みや詩月。

　彼女もまた幽霊である。

　ただし春香達とは──出しゆつ自じが違う。

　彼女は人間ではない。人間であった事さえ無い。

　鈴乃宮学園の無念が擬ぎ人じん化かして人の姿をとったもの──それが詩月であった。

　女学生の姿をしてはいるものの、この校長も理事長も居ない鈴乃宮学園においては、一応ながら『責任者』的な立場に居る存在でもある。だからこそ優樹も四季少女の暴走によって混迷するこの状況を、何とかまとめて欲しくて声を掛かけた訳だが──

「『あ、優樹』──じゃなくて」

「ごめん。えっとなんだっけ」

　まるで今し方夢から醒さめたかの様に、何度も瞬きして目元に漂ただよう曖あい昧まいさを追い払はらってから、詩月は改めて首を傾げた。

「優樹がアグニちゃんと部屋でえっちな事してたんだっけ？」

「してないっ！」

　喚く優樹。

「してないのに分かってくれないんだよ、春さん達が」

　と指差す先では、四季少女達が──まあ元々物静かで恥ずかしがり屋の冬美は大人おとなしく顔を真まっ赤かにしているだけだが──妙みような連れん帯たい感かんを発はつ揮きして頷うなずき合っている。

「だってねー」

「信用できないじゃんねー」

「若い性の暴走がねー」

「青い果実がねー」

　……等々。

「じゃあ春ちゃん達は、具体的にどうすればいいと思うの？」

　苦笑して詩月は尋たずねる。

　すると──

「そう──そこで！」

　待ってましたと言わんばかりに春香は主張した。

「これからは、キスとかその先とかは、こうこそこそ隠かくれてしないで、もっとオープンな方向で行くべきだと思うの！」

　拳を握りしめて力説する春香。

「なっ……⁉」

　愕がく然ぜんと凍こおり付くのは優樹とアグニエシカのみである。

　四季少女達は無論、他の面々もあまり異論は無いようで──むしろ名めい案あんとばかりに盛もり上がっていたりする。

「おお！　それはいいわね！」

「情報開示は時代の要よう請せいにも合がつ致ちするわね」

「非常に興味深い提案です」

「そう、そういう訳で！」

　ばん！　と両手で改めて机つくえを叩たたいてから春香は言った。

「これから優樹君とアグニは、キスとかする時は申しん告こく制せいにして、皆みんなにその様子を公開する事で公共性を──」

「あほかッ‼」

　さすがに耐たえかねた様子でアグニエシカが喚く。

「何が公共性よ⁉　なんで私と優樹があんたらの見せ物にならないといけないのよっ⁉　大体、何が『男女七歳にして席を同じうせず』よ⁉　人前で堂々とする方がはるかに──その、なんていうか、ええと、は、破は廉れん恥ちじゃないのよ⁉」

「いやいや」

　ちちちち──と立てた指先を振ふりながら春香が言った。

「やはり余よ人じんの眼が無いと若い性の暴走が──」

「しつこいッ！　大体暴走してるのはあんたらよっ‼」

「えー？　じゃあ本当に、未だキスより先はしてないの？」

　秋菜の言葉に……一同の視し線せんが恋人達に集中する。

「そ……それは」

　真っ赤になって言葉に詰つまるアグニエシカ。

　それをどうとったか……少女達は腕うでを組んで口々に言った。

「もう告白して一ヶ月じゃん」

「実は優樹君、性的に何か問題でも？」

「あるいは童どう貞ていを貫つらぬきたいとか？」

「実は、実は男の子が好きとか？」

「……なんでそうなる…………」

　がっくりと項垂うなだれて、呻うめく様に言う優樹。

　まとわりつく無責任な意見を振り払う様に、彼は右手を大きく振って叫さけんだ。

「みんな、変な雑誌とかに毒どくされすぎ！　大体……僕とアグニがどういう付き合い方したっていいだろ⁉　早い遅おそいとかの問題じゃないよ！」

　まあ元々押おしが弱いというか、気が弱いというか、四季少女のペースに乗せられて振り回される事の多い優樹としては、精せい一いつ杯ぱいの気力を振り絞しぼっての発言であったろう。

　だが──

「まあ」

　口に手を当てて意地悪く笑いながら春香が言った。

「聞きました？　あの優樹君とは思えない強気の発言」

「ええもう。ちょーっと彼女が出来た途と端たんに、男はこれだから」

「そのうち、『俺の女』とか言い出すわよ、きっと」

「やーねえ」

「……どこのおばさんだよ……」

　頰ほおに手の甲を当てたりなんかして、井い戸ど端ばた会かい議ぎ開かい催さい中の主婦よろしく言葉を交わす四季少女達に、優樹はげっそりした表情を向ける。

　そんな中……

「じゃあさ、じゃあさ」

　ぴょこんと手を挙あげて紅葉が言った。

　同時にぴょこんと狐きつねの耳と尻尾しつぽも元気よく跳はねる。

　人間が大好きで、人間になりたくて、けれど未いまだに中ちゆう途と半はん端ぱにしか化ける事の出来ない妖よう狐こ──それが紅葉である。

　ちなみに彼女が人間に化けきる事が出来ないのは、変化の能力が足りないのではなく、化けきってしまうと妖狐としての自分が忘れ去られてしまう為ためであるらしい。つまり完全なる人間への変化は、紅葉にとってそれまでの自分が消しよう滅めつしかねない諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。だからこそ今一つ最後の一線を踏み出せなくなっている様だった。

　まあそれはともかく。

「未だアグニちゃんと、紅葉は互ご角かくだねっ！」

「──は？」

　心なしか得意げに宣のたまう紅葉に──一同が困こん惑わくの視線を向ける。

「それ、どういう意味？」

　問うアグニエシカに、狐少女はにこにこと、まるで悪びれた様子も無く……

「キスだったら、紅葉も優樹としたもん」

　爆ばく弾だん発言をかました。

　……………

　束つかの間ま──地じ獄ごくの様な静せい寂じやくが教室にわだかまる。

　でもって。

「なにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──ッ‼」

　と──絶ぜつ叫きようするのは春香と夏輝である。

「うっわ、何い時つの間に⁉」

「アグニがいるのに⁉　うわ、優樹君ってさいてー！」

「興味深い話です」

「わー。優樹ってそういう人だったんだー」

「優樹君、それは、それは不ふ潔けつだと想います！」

「それでそれで、キスはどんなの？　ソフト？　ディープ？　フレンチ？　舌した入れた？」

　瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうする教室の空気。

　そんな中──

「き……キスって、僕が、紅葉と？」

　動どう揺ようしまくって尋ねる優樹。

　対して──

「うん」

　こっくりと頷く紅葉の表情は無む邪じや気きそのものだ。

「でも僕に覚えは──」

　優樹の額を汗あせが一筋滑すべり落ちる。

　本当に優樹自身には紅葉と口付けした記き憶おくが無いのだ。

　しかし……

「あー、やだやだ。男ってみんなそう言うのよねー」

「好きなだけ弄もてあそんでおいて、飽あきたらぽい？」

「違うったら！」

　慌てて振り返って叫び──そして優樹は凍こおり付いた。

　アグニエシカである。

　先日晴れて相そう思し相そう愛あい、優樹とは皆が公認の恋人同士になった赤毛の少女は……顔を真っ赤にした状態で優樹を睨にらみ付けていた。唇くちびるは硬かたく引き結ばれ、その下には『うめぼし』が出来ていたりもする。

　ついでに言うと……目め尻じりには涙なみだなんかも浮うかんでいたりして。

「…………」

　思わず逃にげ腰ごしになる優樹。

　何しろアグニエシカは前述の様に我われを忘れて怒おこると霊れい力りよくが暴ぼう走そうし、それは爆ばく発はつ現象となって辺あたりを吹ふっ飛ばすのだ。

　はっきり言って彼女との痴ち話わ喧げん嘩かは生死に関わる。

　だが──

「──紅葉ちゃん。そのキスしたってどういう状じよう況きようで？」

　と場の空気とはまるで無む縁えんな感じで、穏おだやかに尋たずねる声。

　声の主ぬしは、綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつに真しん紅くのリボンを結んだ容姿が、まるで人形の様に愛らしい人物──扇おうぎ町まち聖ひじりであった。

　単純に容よう姿しという意味では、美少女揃ぞろいのこの鈴乃宮学園でも一、二を争あらそうだろう。元々外国人の血が入っている聖は、その容姿の整い方に全く隙すきというものが無く、白人の艶あでやかさと、黄色人種のきめ細こまかな肌はだや顔立ちの繊せん細さいさが、矛む盾じゆん無なく同居している。

　混ハ血ー児フという意味ではアグニエシカと同じだが、聖にはアグニエシカに無いものが──おしとやかさや、たおやかさといった、一いつ般ぱん的てきに言う処ところの、女性的魅み力りよくが、これでもかこれでもかええいこれでもか！　という位に満まん載さいされていた。

　ただし。

　聖には唯ゆい一いつにして最大の欠点が一つある。

　それは彼が男だという事であった。

「優樹君は覚えが無いって言ってますけど」

「んんー。前にね。優樹が寝ている時に」

　あっけらかんとした口調で紅葉はそう言った。

　どうやら優樹が知らない内に、勝手に紅葉がキスをしていたらしい。

　まあ不ふ可か抗こう力りよくという事で若じやつ干かん、安あん堵どを覚える優樹であるが──

「ああ……成る程。でも紅葉ちゃん──」

　諭さとす様に聖は言った。

「それはあまり良くない事ですよ？」

「どうして？」

　問う紅葉はあくまで無む邪じや気きである。

　まあ無邪気なまま、しかもこの幼おさなさを多分に引きずる容姿で『交こう尾びしよっ！』とか『子作りしよっ！』とか唐とう突とつに言ってくるので、その分、タチが悪いというか──発言の破は壊かい力りよくがでかい訳だが。

「キスは、好きあった相手とするものですから」

「…………」

　紅葉はきょとんとした表情で首を傾かしげる。

　彼女は──そして優樹の方を振り返って尋たずねた。

「紅葉、優樹の事が好きだよ？　優樹は、紅葉の事、嫌きらい？」

　上うわ目め遣づかいに。

　何か──何ど処こか否定の言葉に怯おびえる様な、わずかな不安をその無邪気な表情に混ぜて。

　これがまた、男の保ほ護ご欲よくを直ちよく撃げきしちゃったりなんかする訳で。

「あ……いやあの……」

　表情を引きつらせて固まる優樹。

　──駄だ目めだ。

　彼は絶望的に考える。

　何というか……何と答えても修しゆ羅ら場ばになりそうな気がする。

『嫌い』と答えれば、元々アグニエシカが来る以前から優樹に懐なつきまくっていた紅葉はひどく落ち込むだろうし、だからといって『好き』と答えれば、背後で何やら『ゴゴゴゴゴ』とか幻げん聴ちようっぽい音を背負って優樹の方を睨んでいるアグニエシカが黙だまっていまい。

　しかも……

「……って事は」

　ぽん、春香が手を打った。

「優樹君の唇を奪うばったら、彼女になる権利とか獲かく得とく出来る理り屈くつ？」

「どういう理屈だよそれっ⁉」

　と──悲ひ鳴めいじみた声で訴うつたえるも、やはり無視される優樹。

　でもって。

「…………」

「…………」

「…………」

　ゆらり……と少女達が、まるで同じ糸に引っ張られた操あやつり人形の様に、揃そろって立ち上がった。若干一名少年も含ふくまれているが、まあそれはさておき。

　身の危険というか貞てい操そうの危険というか……まあ漠ばく然ぜんとながらもそういう危機感を覚えつつ優樹は後じさった。

「ちょ──皆、ちょっと、ちょっと、待っ──」

「……だってさぁ？」

　夏輝が言った。

「彼氏彼女になったのに、未まだキスより先に行ってない訳だよな？」

「そ……それはそうだけど、でも」

「でもって、キスしたのはアグニだけじゃなくて、紅葉もしてるんだよな？」

「…………そういう事……みたいだけど……」

　紅葉が噓うそをつくとも考えにくい。

　というか、良くも悪くも、そんな底の深い性格を紅葉はしていない。また紅葉の性格からすれば、本当に犬や猫が飼い主にじゃれついたり、飼い主の手や頰ほおを舐なめたりする様な──割と軽い親愛の感覚で、優樹にキスしかねない。

「だったら」

　じりじりと優樹に近寄りながら夏輝が言った。

「私らもしてもいいよな？」

「良くないっ！　っていうか意味不明だよ‼」

　まるで獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの如ごとく、近付いてくる少女達の放つ──何というか迫はく力りよくというか圧あつ迫ぱく感かんというか、そういうものに圧おされて教室の壁かべ際ぎわに追い詰つめられていく優樹。

　春香。夏輝。秋菜。聖。ネレイド。でもって『じゃあ紅葉ももう一回するー！』と、今一つ事態を理解していない様子の紅葉も一いつ緒しよである。さすがに気の弱いおっとり型の冬美は、おろおろしながら事態の成り行きを見守っているだけであるが。

「……？」

　ふと優樹の顔に怪け訝げんの表情が過よぎる。

　こういう状況だといつも率そつ先せんして加わっている筈はずの人物が一人欠けつ落らくしている。

　詩月だ。

　見れば彼女は何処か曖あい昧まいな笑顔を浮かべたまま、他の少女達に比べると一歩引いた位置から事の次第を眺ながめている。その様子は何処か気け怠だるげで……あまり詩月には似に合あわないものではあった。

「…………」

　疲つかれているのだろうか──そんな事を優樹は思う。

　もっとも詩月もまた人間ではない。生物ですらない。彼女に普ふ通つうの人間と同じ様な疲ひ労ろうの感覚があるのかどうかは疑問であった。

　まあそれはさておき。

「…………待ちなさい」

　ずい、と優樹の前に、踏ふみ切きりの遮しや断だん機きの如く突つき出される腕うでが一本。

　にじり寄る少女達の行く手を遮さえぎる形で存在するそれは──

「優樹の唇を奪いたいんなら……」

　何やらかなり煮に詰つまった感じの表情を浮かべるアグニエシカに繫つながっていた。

　ぐるぐる渦うず巻まきでも描かき込まれているよーな、何処か危険な感じに据すわりまくった眼で同級生の少女達を睨にらみ据すえるアグニエシカ。

　素早く迸ほとばしった左手が、制服のポケットから十数枚の呪じゆ符ふを摑つかみ出す。流れる様な──まるで熟じゆく練れんカードディーラーの様な手さばきで、それを扇おうぎの如くびらりと並ならべて構えると、彼女は獰どう猛もうに光る眼で少女達を見据えた。
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「この私を倒たおしてからにしなさいっ‼」

　まあ普通はここまで据わった眼で睨み据えられると、怯ひるんだりなんかする訳だが。

　良くも悪くも此こ処こは鈴乃宮学園──普通ではなかった。全然。

「上等──ッ‼」

「私らがいつもバラけてるだけだと思ったら大間違いよ！」

「とうとう秘ひ技ぎロケットパンチを使う時が来たのね……」

「了りよう解かいしました、戦せん闘とうモードに移行します」

「紅葉も、紅葉も倒す～！」

　まあ若じやつ干かん一名、何か勘かん違ちがいしているっぽい者は居るが。

　でもって──

「──優樹殿どの。とりあえず避ひ難なんした方がよろしいかと存じますが」

　いつの間にか優樹の肩かたの上に乗っかっていた小さな影かげが言った。

　シマリスである。

　三百六十度何処からどう見ても文句の付けようが無い位に完かん璧ぺきな、ネズミ目リス科シマリス属ぞくの小動物である。ただし普通、シマリスはオウムや九きゆう官かん鳥ちようの様に人じん語ごを喋しやべったりはしないし、その意味を把は握あくした上で会話とかしたりする筈は無いのだが。

　ヒムリール。

　シマリスの姿をしているが、それはあくまで仮かりの姿──アグニエシカの師し匠しようから、アグニエシカに一時的に貸し出されている使い魔まである。

「あ……いやでも」

「では優樹殿」

　シマリスは齧げつ歯し類るいとは思えない位に聡さとい口調で言った。

「貴方あなたが出ていって、何か事態が好転するとでも？」

「…………」

　勿もち論ろん、しない。

　それどころか、どう考えても一いつ触しよく即そく発はつ──火事場に爆薬を投げ込む様なものである。

　しかも元々がアグニエシカも春香達も紅葉もネレイドも、何というか夢む中ちゆうになると周りが見えなくなる悪あく癖へきが在ある。教室の空気は、既すでに優樹の取り合いというより、女同士の意地だか何なんだか分からないものを懸かけた、異次元の戦場のそれと化しつつあった。

「……ちょっと、隣となりの教室行ってようか」

「賢けん明めいな判断です」

　頷うなずくシマリスを頭に乗っけて、諦あきらめ顔の優樹は壱年壱組の教室を出て行く。

　そして──

「だあああああああああああああああああああああああああッ‼」

　少女達の叫びと共に乱れ飛ぶ──呪じゆ符ふとか、銃じゆう弾だんとか、ノートとか、黒板消しとか、手首とか、生首とか、火の玉とか。

「…………」

　びしりと亀き裂れつの入った教室の硝子ガラスを見て、優樹は長々と溜ため息をついた。

　と…………まあ、そんなこんなで。

　概おおむね鈴乃宮学園はいつも通りではあった。

　この時までは。
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　遠えん雷らいの様な轟ごう音おんが何処かから伝わってくる。

　ついでに微かすかな震しん動どうもだ。机の上に置かれた湯飲みの中で、冷めた玄げん米まい茶ちやが幾いく重えにもささやかな波は紋もんを描えがいていた。

「…………」

　普通ならば『何事か？』と身を強こわ張ばらせる様な事態であるが──この鈴乃宮学園では別段、珍めずらしい事ではない。というか半なかば風ふう物ぶつ詩しと化している感さえある。

　だから保健教きよう諭ゆの本ほん町まち小さ竹さ乃のも、その事については特に注意を払はらわなかった。

　染そめも巻まきもしない長い黒くろ髪かみ。化け粧しようっ気けに乏とぼしい肌はだ。何処か野や暮ぼったい眼鏡めがね。そして職務を示すかの様な、染しみ一つ無い白衣。お洒落しやれといえば黒髪に付けた髪かみ留どめ位のもの。

　容姿を構成する部品だけを見ていけば、生き真ま面じ目めな堅かた物ぶつの印象が自然に出来上がるが、一歩引いた処から見ると、そつなく整ととのった目鼻立ちと、容姿全体を包む何処かのんびりした空気が、妙みように癒いやし系けいの雰ふん囲い気きを醸かもし出す──それが小竹乃である。

「相も変わらず──……」

　ふと思い出した様にそう呟つぶやいて、しかし小竹乃はそこで躊躇ためらう様に口をつぐんだ。

　代わりに彼女は机の上の本立ての間から、一冊さつの日誌を取り出してぱらぱらとページをめくる。意外に細かく書き込まれたその日誌の一番最初は、実に数年前──千日以上前の日付になっている。もっとも夢む幻げんの狭はざ間ま、現げん世せと切り離はなされた閉へい鎖さ空くう間かんたるこの鈴乃宮学園において、現実世界の日付がどれだけ当てになるかは、全くの謎なぞなのだが。

「…………」

　ぱらぱらとページをめくり続け、真っ白なページに至った処で手を止める。

　小竹乃は顔を上げ──自らの根ね城じろとしている保健室の窓から、外を眺めた。

　ごくごくありきたりの校庭と。

　その向こう側に広がる迷めい路ろの様な無人の『街』と。

　そして──更にその向こう側に広がる、広大な、文字通りに無辺の『虚きよ無む』。

　延えん々えんと、材質不明の白い平面が広がるだけのそこへと小竹乃は束つかの間ま、静かな視線を注そそいでいたが──

「恐おそらく詩月さんに自覚は無いんでしょうけど……」

　溜ため息混じりにそう呟く。

「……やはり潮しお時どきという事かもしれませんね」

　新たに書き込まれる事無く、ぱたんと閉とじられる日誌。

　改めて長々とついた小竹乃の溜ため息を──しかし知る者は本人の他には居なかった。
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　服の袖そでをめくって、肘ひじの生なま傷きずにぺたりと絆ばん創そう膏こうを貼はる。

「──まったく」

　顔をしかめ、鞄かばんの中から手鏡を取り出して顔と髪かみ型がたを確認。幸い、特に生傷も髪の乱れも無いので、教室でのドタバタの後始末はそこで終しゆう了りようした。

　手鏡と絆創膏の束たばを、無む造ぞう作さに大きな旅行鞄の中へと放り込むと──アグニエシカはそこでようやく安あん堵どの溜め息をついた。

「いっつもいっつも余計なチョッカイ出してきて──」

　鈴乃宮学園──学生寮りよう。

　アグニエシカの部屋である。

　先のドタバタで懲こりていないのか、それとも改あらためる気など無いのか……優樹の姿も部屋の中には在あった。彼は壁かべ際ぎわに座すわりながら苦笑を浮かべてアグニエシカを見つめている。

　時刻は当然に深夜。窓の外の空は暗黒の色を湛たたえて静まりかえっている。

　春香達に見つかればまた『二人っきりでイチャイチャ』とか何とか難なん癖くせをつけられかねない状況なのだが……厳げん密みつに言えばヒムリールが優樹の頭の上に乗っているので『二人っきり』ではない。まあこれは先程も同じであったのだが。

「まあ……みんな悪気は無いんだと思うけどね」

「悪気でやられたらたまんないわよっ！」

　優樹の言葉に怒ど鳴なるアグニエシカ。

　一いつ瞬しゆん、首を竦すくめる様にしてアグニエシカの喚わめきを受け止めた優樹であったが──ふと何か思い付いた様子で、彼は口調を優しいものに切り替かえて言った。

「というか……多分、みんななりに気を遣つかってるっていうか……」

「気を遣ってる？　あれが？」

「多分……わざとやってるんだと想うけどね」

　手持ち無ぶ沙さ汰たを慰なぐさめるかの様に、優樹は愛用のカメラ──ペンタックスＳＰのレンズををいじりながら言った。フィルムは入っていない。基本動作に電力を使用しない、機械式カメラの純じゆん然ぜんたる作動感が好きだという優樹は、たまに意味もなくこうやってペンタックスＳＰをいじっている。

「どういう事？」

「前に言われた事があるんだけどさ」

　かしゃりとカメラ特有の作動音をたててシャッターが落ちる。

　優樹は視線を手元に落としながら呟く様に言った。

「皆に──特に詩月や春香さん達にとっては、僕達は『明日へ行く人』なんだって」

「…………」

　はっとした表情を浮かべるアグニエシカ。

　明日。未来。

　本来ひどく凡ぼん庸ようである筈はずの、その言葉の意味は──この鈴乃宮学園においては、ひどく重く、そしてどこまでも切せつない。

　幽ゆう霊れいとは即すなわち永遠の今日に佇たたずむ者の事だ。

　詩月。四季少女達。そして小竹乃。

　彼女等に未来は無い。奪うばわれてしまってもう無い。

　彼女等の未来は此処で行き止まりで──成長する事も変化する事も無い。ただ同じ姿で、同じ心で、変わる事の無い今に立ち止まっているだけだ。

　それがどんな感覚なのか──生きている優樹には分からない。アグニエシカですら、知識として知ってはいても実感をした事は無い。

　苦しいのか。寂さびしいのか。悲しいのか。痛いのか。辛つらいのか。

　ただ多くの場合に……それは決して良い事ではないとされている。

　死して後もなおこの世に留とどまるという不自然を自らに強制しているのだから。

「いつかのネレイドの騒さわぎの時にもちょっと話が出たけど……さ」

　少し頰ほおを赤らめて優樹が言った。

「例たとえば、さ。僕ぼくとアグニエシカが……その……なんて言うか、結ばれて」

　視線をカメラに注そそいだままなのは、やはり未まだ彼にも照てれが在るのだろう。

「え？　え？」

　アグニエシカも慌あわてたように頰を赤らめる。

　さすがに、ここで優樹の言う『結ばれる』の意味が分からない程、アグニエシカもお子様ではない。脳のう裏りを瞬間的に諸もろ々もろの想像が駆かけ抜ぬけて、アグニエシカの血圧は一気に上昇していた。

「た、例えばの話だよ、例えば」

　慌てて言い重かさねる優樹。

　真っ赤になって──何故かその場に正座なんかしたりしながらアグニエシカは頷うなずいた。

「あ……う、うん」

「それで──その、結けつ婚こんして、子供が出来て……っていうのが、一番分かり易やすい『未来への繫がり方』だろ。勿論、それが人間としての幸せの全すべてではないけれど……」

　生き物として生まれてきた以上、自分の子し孫そんを残したいと思うのは本能だ。

　まして……人間は何事にも意味を求める生き物だ。

　それは知性の呪じゆ縛ばくと言っても良い。

　無意味なものなど何も無いと思いたがる。世界の全てには一つ一つきちんと意味があるのだと──自分が生まれてきた事にもきちんと人間の論理で理解出来る意味が、伴ともなっているのだと思いたがる。

　しかし死によって人間が自らの積み上げてきた意味は絶対的に揮き発はつする。

　これに抗こうするには──何かを遺のこすしかない。

　自らの存在理由を託たくした何かを。

　時にそれは自己表現を主題とした芸術作品であったり、単に仕事の実績であったり、あるいは慈じ善ぜん事じ業ぎようであったりもする。

　自分の、自分だけが行った、自分にしか出来なかった──だからこそ自分の存在を全面肯こう定ていして意味づけしてくれる何か。自分が此の世に無ければ決して遺し得なかった結果。自分が亡なき後も遺り、連れん綿めんと自らの存在を語り継つぎ得る存在。

　それらの中でも特に、子孫というのは、非常に分かり易やすく納なつ得とくし易い……それだけにとても一いつ般ぱん的てきな『意味』ではあった。何しろ自分の遺い伝でん子しを半分受け継いでいるのだ。それはまさしく『継がれていく意味』であり『繫がれていく命』そのものだ。

　そして……

「だから何て言うか──」

　頰を搔かきながら優樹は言った。

「みんな……他人の色いろ恋こい沙ざ汰たには敏びん感かんになるっていうか、是ぜが非ひでも先に推おし進めたいとか想うんだろうね」

　それは詩月や四季少女達には決して望のぞみ得ないものだ。

　彼女達の身体からだが後こう継けい者しやとしての生命を育はぐくむ事はもう──無い。

　胎はらは勿もち論ろん、身体そのものがもう無いのだから。

「…………うーん」

　腕を組んで考え込むアグニエシカ。

「だから何て言うか、あれでも応おう援えんしてるっていうか、焚たき付けてくれてるんだと想う」

　自分達が関わった相手に意味を託たくす。

　優樹やアグニエシカに関わる事で──二人に、そしてあるいは二人の間に出来るかもしれない子供達に、ほんの僅わずかでも自分達の影えい響きようを遺していく。それが幽霊である彼女等の望み得る全てと言っても過か言ごんではない。

　だから──

「でも……だ……だからってあんな……」

　アグニエシカはそこで言葉に詰まる。

　先に推し進める。

　それは、つまり──優樹とアグニエシカが、何というか、その、まあ、時と場合によっては子供が出来ちゃう様な行こう為いをする事を意味する訳で。

（そりゃ優樹の事は──好きだけど）

　まあでも、だからといって即そく、そーゆー事を躊躇ためらいも無く出来るかというと、そうではない訳で。事故でちょっと見られちゃったりは既すでにしているが、優樹の前で肌はだを晒さらすなどと──考えただけでも、のぼせて血を噴ふいてしまいそうだ。

　アグニエシカ・グラバルティック・阿倍野。

　今時珍めずらしい──純情少女なのである。

「──思うに」

　ヒムリールがちょこんと優樹の頭の上に乗っかりながら言った。

「自分の気持ちを確かめて告白に至るまで、随ずい分ぶんとかかった我わが主あるじなので、更にその次のステップに進むのも、放っておくと十年くらいかかるのでは──と危き惧ぐされているのでしょう」

「かかるかっ！」

　一気に酔よいが醒さめた様な気分で怒鳴るアグニエシカ。

　だが──

「ほう？　では具体的にどのくらいで？　何カ年計画で？」

　リスの姿をした使い魔は意地悪く尋たずねてきた。

「い……いや、それはその」

「まずはどんな段取りで？」

「だ……段取りとか……そういうのじゃなくて……でも……」

「優樹殿の誕たん生じよう日びなどに？　あるいは告白の記念日などに？」

「いや……だから……何て言うか……」

　俯うつむいて真っ赤になるアグニエシカ。

　まあ──そもそも恋れん愛あい感情を異性に抱いだく事そのものが、彼女にはほぼ初めての経験だ。そういう意味では今時の小学生や中学生と、彼女の感覚は大差無い。いや、早そう熟じゆくな子はもう中学生辺あたりで経験しちゃったりする訳だから、彼等よりもアグニエシカの感覚の方が幼おさないかもしれない。

　告白は勿論……キスだけでも彼女にとっては人生が変わる位の大おお事ごとだったのだ。

「いつかその……自然に……」

「甘あまい。甘いですな」

　とヒムリール。

　使い魔はちちちちち、と小さな指を振って言った。

「その様な事では、明日やろう、明日やろうと、原げん稿こう執しつ筆ぴつを先さき延のばしにするライトノベル作家と変わりませんよ」

「──何の喩たとえよ」

　半はん眼がんで使い魔を睨にらむアグニエシカ。

　まるで自分が睨まれているかの様で、思わず優樹は身を竦すくめるが──彼の頭の上に乗るリス型使い魔は、まるで怯ひるんだ様子も無く続けた。

「そもそも未だに口キ吻スするだけで大おお騒さわぎなのですから、先は長いと言わざるを得ません。元々が、自然の摂せつ理りに逆さからうかの如ごとき無理がある話なのです。それだけに、きちんと計画を立てて、一つずつ確実に積み上げていかなければ、計画は未完のまま頓とん挫ざしかねません」

「私の恋愛はバベルの塔とうかっ！」

　喚いてヒムリールに摑つかみかかるアグニエシカ。

　だが元々身軽極まりないリスの身体な上に、人間並なみの知能を持つヒムリールである。あっさりと近付いてくるアグニエシカの手の軌き道どうを見きってこれを避よけ、ひょいと壁際の机の上に飛び移る。

　結果──

「──あ」

「うわっ⁉」

　──不自然なまま伸のびきった体勢では身体を支えきれず、倒たおれ込んだアグニエシカは、そのまま反射的な動作で優樹に抱だき付く事になった。

「……！」

　互たがいの体温と息いき遣づかいが──そこはかとない身体の匂においさえ間近に感じられる。

　一いつ瞬しゆん、アグニエシカと優樹はその状態のまま固まっていたが……

「ご──ごめっ！」

　優樹を突つき放し、弾はじかれた様にして元の位置に戻もどるアグニエシカ。

　優樹は優樹で壁を背にしたまま、やや放心した様な表情を浮かべていたが──

「い……いや、その、別に」

　何度か瞬まばたきしてから、優しい苦笑を浮かべた。

「──アグニ」

「な、なにっ？」

　びくりと身を竦すくませながら優樹を振り返るアグニエシカ。

　そんな彼女をやはり優しく笑って見つめながら──優樹は言った。

「……無理する必要ないから」

「──え？」

「それこそ僕等には『明日』があるから。待てるよ。これでも気は長い方なんだ」

　自じ嘲ちようの色を混ぜて笑う優樹。

　まあ彼の場合、待ちすぎ──というか悠ゆう長ちように構かまえすぎて、初恋の人を他人にかっさらわれた経験がある訳だから、少なくとも性急という事はあるまい。あるいは、それは単に臆おく病びようさ故ゆえの消極性が招いた結果かもしれないのだが……少なくとも今の優樹は自分のそんな性格を客観視出来るだけの余よ裕ゆうが在る。

　ただ……

「……………………優樹さ」

　上目遣いにアグニエシカが言う。

「『待つ』って事は……」

「うん？」

「その……やっぱり、したいの？　その……いろいろ」

　あんな事や。こんな事や。

　ええっそんな事まで⁉　……みたいな事とか。

　アグニエシカの脳のう裏りで知識だけがぐるんぐるんと回る。まあ何をどうすれば良いか、位の事は分かっているのだが、どうにもその知識──というか想像の中に自分と優樹を当て嵌はめるのが難むずかしい。というか当て嵌めると恥はずかしさで脳が沸ふつ騰とうしそうになる。

「あ……いや……その……」

　どうもそこら辺は優樹も同じらしい。

　彼も赤面して俯うつむき──黙だまり込む。

　何だかんだ言って優樹も、まともに異性と付き合った経験など無いのだろう。幼おさな馴な染じみのお陰かげで女性慣なれしていないという事は無い様だが……実際に恋愛中の『彼女』の扱あつかいとなると、知識ばかりで実体験は未知の領域の筈はずだ。

「………………………………………ま…………まあ……僕も男だから……」

　色々と煩はん悶もんの表情を浮かべて彼はもじもじしていたが──やがて沈ちん黙もくの後に優樹はぽつりと言った。

「……好きな子とはその…………当然…………」

「…………」

　そして再びわだかまる──耳が痛くなる様な沈黙。

　だが自分の内側では、心臓の鼓こ動どうや唾つばを飲み込む音がやたら大きく響ひびいて、アグニエシカはある種の焦しよう燥そうを感じる。妙な崖がけっぷち感というか……余計な事を言って自分で自分を追い込んでしまったかの様な。

　あんな事を言われてしまっては──自分がまるで優樹に意地悪をしているみたいではないか。

「…………」

　深呼吸を三回。

　顔の火ほ照てりは収まらないが、仕方在あるまい。

　アグニエシカは立ち上がり──

「──アグニ？」

　そのまま優樹の隣となりに来ると、彼と並ならぶ位置にすとんと腰こしを下ろした。

　勢いに任まかせて、そのまま優樹の腕に自分のそれをぎゅっと絡からみ付かせる。

「で……出来るだけ早く覚かく悟ご……じゃなくて決心済すませるから」

　優樹の腕にしがみつく様な格好でアグニエシカは言った。

「だから……」

　額を優樹の肩に押しつける。

　優樹は優しく微び苦く笑しようを浮かべてアグニエシカを見つめながら、促うながした。

「……だから？」

「もう紅葉とキスとかしたら、駄だ目めよ」

「……………………はい」

　ぎりぎりと骨ほねが軋きしむ位の強さで腕を抱だき締しめてくるアグニエシカに、優樹は一筋の冷や汗あせを垂たらしながら頷うなずいた。

「詩し月づきとか。春香とかとも」

「……わ、分かってる。分かってます。はい」

「代わりに……」

　また、すーはーすーはーと二回ばかり深しん呼こ吸きゆう。

　でもって。

「……キスだったら……その……いいから……」

「…………」

　見ればヒムリールは、それなりに気を遣っているのか、こちらに背を向けて窓まどの外を眺ながめている。

　優樹も、何度か呼吸を落ち着けて──おもむろに右手をアグニエシカの頰ほおに添そえる。

　鼓こ動どうが一気に跳はね上がるのを感じながらも、アグニエシカは優樹の右手に従って僅わずかに顔を上げた。先日の告こく白はく以来……優樹とキスはもう何度かしているのだが、どうにも慣れないアグニエシカであった。

　決して嫌いやな訳わけではないのだが、やはり気き恥はずかしさの様ようなものが先に立つ。

　眠ねむるかの様にゆっくりと眼を閉とじるアグニエシカの紅あかい髪かみを、優しく撫なでてから、優樹は触ふれる様に、撫でる様に、唇くちびるを──重ねる。

　今時、中学生でも苦笑しそうな、ぎこちなくも微笑ほほえましい口付け。

　互いの呼吸と体温が溶とけ合う束つかの間。

　そして──

「……そろそろよろしいか」

　窓の外を眺ながめながらヒムリールが尋たずねたのは三分後の事だった。

「い……いいも何も、その」

　やや照てれた様子で身を離はなしながら言う優樹。

　アグニエシカはアグニエシカで真まっ赤かな顔を再び優樹の肩かたに押し付けている。

「ま……何にしても先は長そうですな」

「時間はあるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　苦く笑しよう混じりの声で評ひようするヒムリールにそう言ってから──

「…………」

　──ふと。

　優樹が怪け訝げんの表情を浮かべる。

「優樹殿どの？」

「優樹？」

　彼の表情の変化を感じ取って、ヒムリールとアグニエシカも不ふ思し議ぎそうな声を漏もらした。

「時間……か」

　優樹は何か思い出した様子で呟つぶやく様に呟く。

　彼は苦笑をまた浮かべてアグニエシカに言った。

「そういえばさ……意外と終わらないから、拍ひよう子し抜ぬけしたよね」

「なんの話？」

　とりあえず優樹の腕うでから身を離しつつアグニエシカが尋ねる。

「だから──鈴すず乃の宮みや学園の事」

「ああ……」

　頷くアグニエシカ。

　そう──その危き惧ぐは常に在あったのだ。

　鈴乃宮学園。

　保健医の本町小竹乃によると、此こ処こは『逃にげ出した者が来る場所』であるのだという。

　そしてそれを──いつの間にかアグニエシカ達はまるで自明の事の様に捉とらえていた。

　確かに考えてみれば誰だれもが何かから逃げてはいる。

　例えば優樹は『失恋したという事実』から。

　例えばアグニエシカは『自分が普ふ通つうの少女であるという事実』から。

　例えば紅葉もみじは『自分が妖よう狐こであって人間ではないという事実』から。

　そして例えば──詩月は『自分が学校の本分を果はたせずに焼け落ちたという事実』から。

　逃げた結果として此処に居いる。

　ネレイドにしても聖にしても、小竹乃にしても、そして恐らくは四季少女達ですらもが、何かから逃げている。逃げて、どうしていいのか分からなくて、この世界に迷い込んできた。『此処ではない何ど処こか』──現状の否定を望む気持ちに反応したこの鈴乃宮学園の結けつ界かいは、そうした『逃とう亡ぼう者しや』達を引きずり込み、そして受け入れてきた。

　ならば。

　もしその『逃げるべき理由』を失った者はどうなるのか？

　これは優樹がアグニエシカへの恋こい心ごころを自覚し、アグニエシカが優樹への恋心を自覚した時点から、彼等の間で考こう慮りよすべき問題となっていた。

　もし鈴乃宮学園が『逃げ出した者の場』であるならば。

　逃げる理由が、お互たがいの相そう思し相そう愛あいによって消しよう滅めつした優樹とアグニエシカはこの世界に居る資格を失うのではないか……？

　その場合に……あくまで引き込まれる『選せん択たく基き準じゆん』が『逃げている』事であって、それ以降の滞たい在ざい資し格かくとは関係ないのか。それとも、『理由』が失われれば資格も消え、いつか突とつ然ぜん──あるいはゆっくりと、どうにかして──優樹やアグニエシカは元の世界に復帰する事になるのか。

　もし後者だったとすれば、現実世界でもお互いをすぐに捜さがして再会しようと優樹とアグニエシカは誓ちかい合っていた。

　もっとも現状を見る限り、前者の様にも見える。『逃げている』事はあくまで此処に引き込まれる条件であって、滞在の為ための条件ではない様にも思える。さもなくばもう優樹もアグニエシカも此処には居ない筈はずなのだ。

　だが……

　そうなればもう一つの問題点が浮ふ上じようする。

　優樹達はいつまで此処に居れば良いのか──という問題だ。

　此処から永遠に出る事は出来ないのか？

　それとも出る為には更さらに別の条件が必要なのか？

「やっぱり詩月が成じよう仏ぶつできないと駄だ目めなのかしらね」

　腕うでを組んで言うアグニエシカ。

　そう。元々はそれを目的にして優樹達はこの学園ごっこを始めたのである。

　だが……

「僕にはあまりオカルトの事はよく分からないけどさ」

　優樹がやや表情を暗くして問うてくる。

「僕等が──詩月の成仏を妨さまたげてるって可か能のう性せいは、無い？」

「…………それは」

　有あり得えない事ではない。

　確かにアグニエシカ自身も心の何ど処こかで不安に思っていた。

　詩月。紅葉。四季少女達。ネレイド。聖。小竹乃。

　鈴乃宮学園で共に過ごした仲間達。

　現実世界への復帰は、彼等との永えい劫ごうの別れになってしまうのではないかと。

　優樹もアグニエシカも、確かに取り込まれた当初は、此処から一秒でも早く出ていきたいと願った。だが、どたばたと騒そう々ぞうしくも楽しい日々を繰くり返す中で、二人はそれぞれに色々な事を学び、色々な事を得た。

　それは今、確実に二人の血となり肉となっている。

　そも──優樹とアグニエシカはこの鈴乃宮学園が無ければ出会う事さえ無かっただろう。

　他の者達にしてもそうだ。

　皆みな、奇き妙みような連中ではあるが、二人にとっては掛かけ替がえの無い仲間だし、鈴乃宮学園は間ま違ちがいなく二人にとって掛け替えのない場所になっている。

　だから……

　そこがいつかは去らねばならぬ学まなび舎やだとしても。

　その事をはっきりと覚かく悟ごしていても。

　それでも──この終わらない学園生活を惜おしむ気持ちが、優樹達の胸の中に無い訳ではなかったのだ。

「有り得ない……とは言えないわね」

　今この世界を維い持じしているのは誰だれなのか。

　鈴乃宮学園たる詩月か。

　それとも……

「未み練れんもまた──現実と向かい合う事から逃げる気持ちなんだし」

　もしそうだとしたら、優樹とアグニエシカはまた新たな『理由』を抱かかえ込んでしまった事になる。出て行けないのも当然だろう。

「堂どう々どう巡めぐりよね……」

「何処かで『理由』の連れん鎖さを切らないといけないんだろうけど……」

　そもそもこの世界の法ほう則そくは、詩月本人にもよく分かっていないのだ。

　自分の気持ちを把は握あくしきっている人間は、意外に少ない。まして元々人間でない詩月の場合は、彼女自身にも理解できない部分が多くても当然ではあろう。

　だからこの鈴乃宮学園について、誰も何も確実な事は言えない。

　ただ──

「……ってふと思ったけどさ」

　優樹は言った。

「割と当たり前に僕等『成仏』って言ってるけど……実際にはどうなるの？」

「ああ。それね」

　アグニエシカは頷いた。

「勿もち論ろん、成仏ってのはある種の通つう称しようっていうか──仏教用語の概がい念ねんが一番通りが良いからそう言ってるだけで、実際に仏ほとけ様さまになる訳わけじゃないの」

「まあそりゃそうだろうね」

　と優樹。

「まあ私達、陰おん陽みよう課かの人間もきちんと全すべてを把握してる訳じゃないんだけどね」

　と前置きしてアグニエシカは語り始めた。

「元々霊れい魂こんってのは一定の密みつ度どに一定量の霊れい力りよくが集まって結けつ合ごう、組織化したものを指さす訳だけど。これは大たい抵ていの場合、肉体っていう器うつわに入る事で、成立する訳」

「……う？　……うん」

　いきなり何やら難むずかしそうな説明に、やや怯ひるんだ様子を見せる優樹。

　だがここで止めていては話が進まない。アグニエシカは気にせず進める事にした。

「肉体の死というのはこの器の破は損そんよ。霊魂を水の様なものだとすると──この器が割れて無くなる訳だから、本来、人が死ぬと霊魂ってのは形を失う訳。割れたコップは取り除のぞかれても水は残る。けれどその水にはもうコップの形は残っていない」

「あ……うん」

　この程度なら何とか分かるのだろう。

　優樹は曖あい昧まいにだが頷うなずいてくる。

「で──記き憶おくとか、その堆たい積せきによって形成される人格なんてのは、肉体に依い存ぞんするものなの。脳のう組そ織しきとかに衝しよう撃げきや損そん傷しようを受けると、記憶を失ったり、性格が豹ひよう変へんしたりする事もあるでしょう？　あれはそういう事。基本的に霊魂ってのは記憶や人格を持たない。多少の早い遅おそいは個人差としてあるみたいだけど、肉体の死と共にそれらは拡かく散さんして失われるものなのよ」

「え？　でも──」

　小竹乃などは幽霊だが……生前の記憶を持っている。

　四季少女達は個人の記憶となると微び妙みようだが、それでも自分達が死んだ時の事は覚えている様だし、詩月にしても『肉体』──器である校舎はもう無い。

「そう。それだと本来、幽霊なんて生まれない筈なのよ。だけどここに例外がある」

　アグニエシカが指を一本立てて言った。

「強い感情とか何かの偶ぐう然ぜんによって、霊力の結合性がやたら高くなったりすると、霊力が形を保ったまま残っちゃう事があるの。そうね例えば……コップの喩たとえで言えば、たまたま中身が凍こおっていたなら、コップは割れても、コップそっくりの形はそこに残るよね？」

「あ……うん」

「幽霊って言うのは、まあ、そういうもの」

　生前の『器』の形を綺き麗れいに写し取って残ったもの。

　それが──幽霊。

「脳の細さい胞ぼう構こう造ぞうから神しん経けい電でん流りゆうの流れ方まで、正確に写し取ったまま固まってしまった霊力は、当然、記憶や人格も写し取ってしまう訳。幽霊が生前の姿や人格を遺のこしていたりする理り屈くつはこういう事」

「……コピーって事？」

「まさしくね」

　とアグニエシカは頷く。

「その記憶や人格は決して偽にせ物ものではないけれど──本来のものから写し取られて残っただけの複ふく製せい品ひんよ。本来の記憶や人格を構成していた神経細胞やそこを流れる脳内電流はもう失われていて存在しない。原本オリジナルの無い複写コピーみたいなものね」

「…………」

「逆に言えば……寄せ集めの霊力で作られた春香達なんかは、部品になった女学生全員に、共通する記憶しか持ってないのよ。形が改めて作られてるから」

「あ……そっか」

「で……状じよう況きようにもよるけど」

　アグニエシカは人差し指を立てて言った。

「霊魂は、本来、器が無くなれば緩ゆるやかに拡かく散さんしながら霊力の流れの中に取り込まれていく──これが仏教で言う処の成仏よ」

「…………霊力の、流れ？」

「地球の空気が対流している様に、霊力も対流して循じゆん環かんする。それが巡めぐり巡って新しい生命の中に宿り、新しい存在として確定するの。で、この流れがやっぱり地球規模の巨きよ大だいな霊力の河なのね」

　優樹はただ絶ぜつ句くする。

　具体的なイメージが湧わかないのだろう。実の所、アグニエシカも自分の抱いだいているイメージが正しいかどうかの自信は無い。

　霊力の流れ──いわゆる霊れい脈みやくとか龍りゆう脈みやくとか、魂たましいの河とかレイ・ラインとか言われているもの──に関しては、あまりに規模が大きすぎて、彼女の霊能力では全体像を把は握あくできないのだ。それは例えば距きよ離り一メートルの位置から、石油タンカーの全体像を見ようとする様なものである。

「霊力の流れに取り込まれた霊魂は、形を失いつつも、またまた何処かで器を得て形を持ち命となって生まれてくる。これが──仏教で言う処の、輪りん廻ね。たまたまこの時に、溶けきらずに以前の『形』を保っていた者や、以前の『形』と似にた処に塡はまり込んだ霊魂は、記憶を取り戻もどした様に感じる事があるけれど……これがいわゆる『前世』って奴ね」

「……分かったような分からないような」

　苦笑して優樹は頰ほおを搔かく。

　だがアグニエシカも同じ様に苦笑して肩を竦すくめた。

「まあそうでしょうね。私達も手元に在る資料と経験した事実から『多分こうなんだろう』って想像するしかないのよ。実際に魂たましいが循じゆん環かんする経けい緯いを見た訳じゃないし──見たとすれば自分が輪廻する時でしょうけど、生命として誕たん生じようする以前の記憶は失われてる上に、そもそもそれは自分の体験なのか、複写されたものなのかも分からない」

「はあ……」

　曖あい昧まいに頷いてから、優樹は──言った。

「じゃあさ……詩月の場合も、生まれ変わる事は出来るの？」

「多分ね」

「じゃあやっぱり……」

　考え込む表情を示しながら優樹は言葉を続ける。

「このままじゃ……いけないんだよね」

「…………」

　アグニエシカは答えない。

　それは──彼女や優樹が出して良い答えかどうかも分からないのだ。人間ならまだしも自分達に当て嵌はめて理解は出来る。だが詩月の場合は『生前』が人間ですらないのだ。

　ただ……

　詩月。

　生まれた時には既すでに幽霊であった少女。

　彼女は誕生の時点で、予あらかじめ多くのものを奪うばわれていた。

　少女としての詩月の行動の多くは『自分がそうであったなら』という仮定の下に模も倣ほうされているだけのものに過ぎない。

　事故で手足を失った人間が、もう無い筈の指先の痛みを感じたりする『幻肢痛フアントムペイン』という現象が在るが──彼女の喜き怒ど哀あい楽らくやそれに類るいする諸もろ々もろのものは、恐らくそれと似にている。予め喪うしなわれたものを心が求めて痛みを訴うつたえているのだ。彼女の場合はそれを実際に持っていた事さえ無いというのに。

　優しい偽にせ物もの。

　悲しい模倣。

　だからこそ──アグニエシカは、自分が今味わっている幸せを彼女にも味わわせてやりたいと思う。死後しか存在しない彼女に、生前というものを経験させてやりたい。

　本物の──命を。

　肉体という器に縛しばられた、不自由で、不安定で、有限の……しかしだからこそ、喩たとえようも無い充じゆう実じつ感かんを伴ともなう、この『生きている』という状態を。

　そう。このままではいけない。

　アグニエシカ達が此処から出る事とはまた別の問題として──詩月をこのまま永遠の昨日に佇たたずんだままにしてはいけない。

　彼女をもう一度、今度は本当に、生まれ直させてやらなければ。

　しかし……

「……詩月自身はどう思ってるのかな、そこら辺？」

　腕を組んで首を傾かしげるアグニエシカ。

　優樹達を取り込んでしまう事について申し訳なさそうにしていたのは事実だ。しかし、では彼女自身が成仏したがっていたかとなると──そこはアグニエシカも明確に確認はしていない。

「どうだろ。怪あやしいな。入学式の時もそうだったけど、意外に自分で自分の気持ちを分かってないからね……彼女。指し摘てきした方がいいのかな」

「成仏するなら、早い方がいい筈なんだけど──」

　とアグニエシカ。

「あんまり長い間、幽霊のままで居ると、その状態で安定しちゃって、輪りん廻ね転てん生しようの輪に戻れなくなる事があるって話も聞いた事あるのよ。まあそれはそれである種の神様として祀まつられたりするんだけどね。でも長い間っていっても、それが十年なのか百年なのか、それとも千年なのかは時と場合によるそうだけど」

「千年──」

　優樹はその言葉の意味を嚙かみ締しめる様に呟つぶやく。

　歴史上、平たいらの将まさ門かど、菅すが原わらの道みち真ざねといった、いわゆる無む念ねん怨おん念ねんの末に『悪あく霊りよう』化し、この世に残ったとされている者達──共に今はその意味を変えられてそれぞれ東京の守しゆ護ご神しん、あるいは学業の神として祀られているが──彼等も元々は、長く現げん世せに留とどまりすぎて、輪廻転生の輪の中に入り損そこねてしまった存在なのかもしれない。

「そういえば」

　また、ふと思い付いた様子で優樹が言った。

「外の時間の進み方が違うかもって話も出てたよね」

「え？　あ──うん」

　桃とう源げん郷きようだの竜りゆう宮ぐう城じようだの──現世とは明らかに物理法則からして異ことなる様な領域、幽界かくりよ、異界、などと呼ばれる領域に行った者が、帰ってきたら数百年の時を経過していて、天地に寄よる辺べもない──などという悲ひ劇げきは、しばしば昔むかし語りに出てくるモチーフだ。

「不ふ謹きん慎しんな話だけどさ」

　肩を竦すくめ自じ嘲ちよう気味に笑う優樹。

「今から帰って、例えば僕の事を知っている人間が誰も居なくなった世界に放り出されるなら、僕はこのまま鈴乃宮学園で暮くらすのもいいかな──とか思っちゃうんだよね」

　それは──実の処、アグニエシカも何度か脳裏をかすめた考えではある。

　だが……

「でもこれって多分、良く無い考えなんだろうね」

「……まあ……健全とは言えないわよね」

　言って──優樹とアグニエシカは気まずそうに黙り込む。

　そんな彼等を急せかす様に、あるいは脅おびやかす様に、ちっくたっくちっくたっくと、部屋の壁かべに掛かけられている古ふる臭くさい時計が秒針を回転させている。もし時間の流れがこの鈴乃宮学園と現実世界で違うなら、一分は──あの秒針が一回転する時間は、瞬まばたきの間にも満たない刹せつ那なの時間であるかもしれないし、あるいは千年の歳さい月げつであるのかもしれない。

　だが…………

「──あっ！」

　不意に。

　愕がく然ぜんとした様子でアグニエシカが立ち上がる。

「ど──どうしたの？」

　ただならぬ緊きん張ちようと狼ろう狽ばいを湛たたえたその表情に、思わず尋たずねる優樹。

　だが──

「ヒムリール！」

　優樹には答えず、アグニエシカは切せつ迫ぱくした表情で使い魔まの名を呼んだ。

「何でしょう、我が主あるじ」

　それまで黙だまって二人の会話を聞いていたリス型の使い魔は、小さな手で顔を洗う動作を──顔周りの毛け繕づくろいをしながら応じてくる。まあいつものヒムリールの、何処か斜しやに構えた熱意の無い口調である。

　だが──

「もし現実世界と同じ様に時間が進んでいると仮定すれば、そろそろアイツが出てくる頃ころじゃないの……⁉」

「…………」

　ぴたりとヒムリールの動きが止まる。

　それが……この尊大な言動の使い魔の『戦せん慄りつ』の表情だと知っているのは、曲がりなりにも主であるアグニエシカだけだ。

「いや、しかしまさか」

　ようやく出たヒムリールの声は、だが明らかに動どう揺ようしていた。

「いくらなんでも課長がそこまで思い切りますでしょうか？」

「分からないけど……でも」

「ちょっと、あの、一体何の話？」

　全く話が見えていない様子で優樹が尋ねてくる。

「アイツが──アイツが来る！」

　戦慄と嫌けん悪おと畏い怖ふがない交まぜになった表情を浮かべてアグニエシカは言った。

　彼女の脳のう裏りを過よぎるのは──人間離ばなれした異い形ぎようを、黒革の衣い装しように包んだモヒカンの大男である。

　敵てきに回せば恐ろしい事この上無く、かといって味方にしても不安が増ますという、とんでもない霊れい能のう者しや。制せい御ぎよ能力はさておき、霊力容量では特とく異い的てきと言われているアグニエシカですら、単純な出力と容量という意味では足あし下もとにも及およばない怪かい物ぶつ。

　霊力という観点のみに絞しぼってみれば、恐らくは人類最強──

「文部科学省陰おん陽みよう課かの最悪兵器デイザスター……」

　アグニエシカは言った。

「──綾あやの小こう路じ……虎とら丸まるがッ‼」




　　　　●




「──んん……？」

　綾小路虎丸は座すわっていた。

　相あい棒ぼうの使い魔──というか彼一人では甚はなはだしく不安なので、陰陽課の課長がわざわざ監かん督とく役やくに付けた高度自じ律りつ型がた式しき神がみのサラが『休んでいろ』と言ったので、そのまま八時間、何をするでもなくずっと座りっぱなしである。

　既すでに日は暮くれて辺あたりは暗い。

　だが怪人はそのままじいいい────────っと道路脇わきに座ったままである。

　ぼーっと。ひたすらぼおおおおおお──────っと、空を見上げたまま。

　そう。

　実は──と改まる程でもないが、虎丸は見ての通りの馬ば鹿かである。

　とにかくやる事なす事いい加か減げん、間が抜ぬけていて適てき当とう。唯ゆい一いつの取り柄えは聞き分けが良い事で、きちんと命令してやればそれなりに働く。典型的な末まつ端たん労働者向きの性格をしている男だった。

　だが……

　虎丸のもう一つの欠点は、飽あきると勝手な事を始めてしまう点である。

　その事を忘れているサラでもなかろうが、フクロウはまだ戻ってこない。

　なのでさすがに八時間も『休み』続けて休む事に飽きた虎丸は、ごそごそと身じろぎして辺りに在るものを眺ながめ始めた。

　道みち端ばたに生えている草を見て、それを千ち切ぎってみたり、口の中に入れてみたり。

　あるいはその草の上を歩いている虫を指で潰つぶしてみたり、それからやっぱり口の中に入れてみたり。何も無い空中を掌てのひらで撫なでてみたり。芋いも虫むしの様な指をざっくざっくと地面に突つき刺さして穴を掘ってみたり。

　まあ色々意味不明の行動をしていた虎丸だが……

「──んん？」

　ふと首を傾かしげて彼はある一点を見つめた。

　切れ込みの様な眼がん窩かの奥おく──何処か虚うつろな瞳ひとみが、じっと空間のある一点を見つめる。

　恐らく余よ人じんから見れば、彼はただ道端に転がる石の一つを見ている様に見えただろう。だがその視し線せんは、それよりも若じやつ干かん手前、空中に在ある特定の座ざ標ひように向けて注そそぎ込まれていた。

　そこには何も無い。

　少なくとも常人の目に映る様なものは何も。

　だが……溢あふれる程に霊力を備えた虎丸の眼は、常に一種の千里眼グラムサイトとして機能し続けている。殊こと更さらに意識せずとも、彼は常に、光学的な意味での視界と、霊的な意味での視界を、同時に見続けているのである。

「んん～……？」

　ぬっとキャッチャーミットの様な手が伸のびる。

　やはり何も無い空間へ。

　だが……

「ん……んん…………」

　まるでそこに在る何かをこねているかの様に、太い指が奇き妙みような動きを示す。

　そこに──

「──虎丸、待たせたな、今帰っ…………」

　ばさりと相あい棒ぼうのフクロウ──サラが戻ってきた。

　だが。

「──って虎丸⁉　お前、何をしている⁉」

「んん……なんか……いる」

「待て、待て待て、お前は──」

「んん──」

　ずぶり。

　まるで何か泥どろの中に腕うでを突つっ込むかの様な動きで、虎丸が腕を差し込む。

　何も無い空間に向かって。

　同時に──まるで、切り取られたかの様に、虎丸の肘ひじから先が無くなっていた。

「んん？　んんんんん～？」

　だが実際には切り取られた訳ではないらしい。虎丸に痛がる様子も無ければ、その断面から血が噴ふき出る様子も無い。まるで肘から先が何処かに隠かくされているだけの様に見える。

　隠されている？　何処に？
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　それは──

「なんか……いた……」

　ずるりと。

　まるで濁にごった湖こ面めんから腕を引き抜ぬくかの様に、虎丸が消えていた腕の先端部分を虚きよ無むから引きずり出す。

　その指に、まるで釣つり針ばりに食い付く魚の如ごとく食らい付いていたのは──

「──！」

　驚きよう愕がくの気配を漏もらして後方に飛ぼうとするサラ。

　虎丸が引きずり出したもの。

　それは焼死体だった。

　否いな──焼死体に見えるものだ。

　死体は動かない。ましてや呻うめいて両手を伸ばし手当たり次第に襲おそい掛かかったりはしない。

「………………‼」

　声にならない声を放ちながら、焼け爛ただれた人型は、眼の前に居た者に──即すなわち使い魔サラの依より代しろに摑つかみかかった。

「馬ば鹿か者もの、虎丸、此奴こやつは──」

「……んあ？」

　虎丸は首を傾かしげる。

　状じよう況きようが分かっていないのだろう。

　彼としては、ただ何か妙みようだと思う場所に手を突っ込んで、食い付いてくるものが居たから、こっち側に引きずり出してみただけに過ぎない。

　また、その動く焼死体は──鈴乃宮学園においては〈悪あく霊りよう〉と呼ばれている、焼死した少女達の憎ぞう悪おや恐きよう怖ふや憤ふん怒ぬが凝こり固まった霊体の残ざん滓しは、ただ本能の様な攻こう撃げき衝しよう動どうで動いているに過ぎない。理性は勿論、意識すら無いだろう。

　故に……状況を理解しているのはサラだけだ。

　しかし──

「いかん──！」

　意外と〈悪霊〉の動きは素早かった。

　ずぶりと焦こげた指がフクロウの身体からだに食い込む。

　生きとし生けるもの全すべてを憎にくむ怪かい物ぶつが、黒く変色した歯を剝むき出しにして、サラに食らい付く。肉が半ば以上焼け落ちた顎あぎとが、ぞぶりとフクロウの首筋に嚙かみ付き、そして──




　──ぱん！




　まるで風船が弾はじけるかの様な音を立ててフクロウの姿は消しよう滅めつした。

　代わりに何やら複ふく雑ざつな紋もん様ようが書き連ねられた符ふが、何十枚と空中に舞まって散る。それはサラの依代──つまり使い魔を物質世界に固定する為ために創つくり上げられた、仮かり初そめの肉体、正しくはそれを構築していた材料である。

「…………」

　ばさばさと手の指から散っていく紙片を不ふ思し議ぎそうに見つめる焼死体。

　そして…………

「…………」

　焼死体は次に手近に居た相手──即すなわち、虎丸に襲い掛かった。

　繰くり返すが、焼死体側には何か考えがあっての行動ではない。敵てき意いや悪意の塊かたまりとはいっても、主体すらももう無いのだ。自動機械と同じ様なものだった。

　焼死体の腕が虎丸の身体にしがみつく。

　普ふ通つうの人間ならば恐怖でまず身動きがとれなくなるだろう。ましてこの〈悪霊〉は触ふれた相手を霊的に侵しん食しよくする。相手の意識に干かん渉しようして自らの感じる苦痛と憎ぞう悪おを流し込んでくるのだ。大抵の人間はその激げき痛つうや怨おん念ねんに意識をかき乱されて悶もん絶ぜつする。

　これに抗こうするのは強い霊能力か、それに類する技能・技術を以もつてするしかない。

　そして虎丸は──

「んんん？」

　まるで平気な顔で自分にしがみついてくる〈悪霊〉を見つめている。

　恐らく霊視が可能な人間ならば、その理由に気付いただろう。

　虎丸の全身から滲にじみ出る──漏もれ出る高圧の霊力が、紙かみ一ひと重えの処ところで〈悪霊〉の侵食を食い止めているのである。障しよう壁へきではない。防ぼう御ぎよですらない。ただ放散される──体熱の様な、虎丸にしてみれば意識もせずに垂たれ流しているだけの霊力が、〈悪霊〉の影えい響きようを押おし戻もどしているのだ。

「……なんかおまえ、へん……」

　虎丸はひょいと手を伸のばして猫ねこの子をつまみ上げる様に、悪霊を自分から引き剝はがした。

　バタバタと手足を動かす焼死体を束つかの間ま見つめ──

「……レイテキヘンサ、だめ。レイショウ、だめ。アルベキカタチに、もどれ……」

　まるで丸暗記した言葉を繰り返すかの様に、抑よく揚ように欠けた口調で言う虎丸。『レイテキヘンサ』は霊的偏へん差さ、『レイショウ』は霊障、『アルベキカタチ』は在るべき形、であろうが──微び妙みように発音が虚うつろでおかしい。あるいは本当に言われた台詞せりふを繰り返しているだけで、意味など分かっていないのかもしれない。

　モヒカンの怪人は左の掌てのひらを掲かかげると、無む造ぞう作さに──

「……チョウブク、チョップ」

　叩たたいた。

　平手で──悪霊を。




　──轟ごうッ‼




　その瞬しゆん間かん、悪霊は消し飛んだ。

　いや──それだけではない。

　過剰な霊力の干かん渉しようを受けた空間が悲鳴を上げていた。ハエを一匹ぴき落とす為ために、大たい砲ほうを使う様なものだ。虎丸が放った霊力はその千分の一程の力で瞬間的に悪霊を飛散させ、その余よ剰じよう部分だけでも周囲の霊的均きん衡こうを大きく歪ゆがめる事となった。

　ぐにゃりと周囲の空間が歪む。

　幻げん影えいの様なものが辺あたりを飛び交かう。まるで何の脈みやく絡らくも無い大量の写真をばらまいたかの様だった。夜の情景もあれば昼の情景もある。人の姿が映りこんだものもあれば明らかに恐きよう竜りゆうと思おぼしき巨きよ大だい爬は虫ちゆう類るいが悠ゆう然ぜんと歩き回るものもあった。

　完全に無む秩ちつ序じよの──意味不明のパノラマ。

　ただその中に比ひ較かく的てき多く見られるモチーフ──爆ばく発はつと共に火か炎えんと塵じん煙えんが噴ふき上がる光景や、空中をゆく巨大な爆ばく撃げき機きの姿は、あるいは、かつてこの地を襲おそった空くう襲しゆうの情景であろうか……

　膨ぼう大だい過ぎる霊力が因いん果が律りつまで一部歪めているらしい。

　もしこの時虎丸を中心とした半径十メートルの空間に誰か他人が居たとすれば、神かみ隠かくしにあっていた事だろう。異層空間なのか異い軸じく時間なのか、何処に飛ばされるのかは──まさしく神のみぞ知るだ。

　綾小路虎丸。

　歩く霊的局地災害──文部科学省陰陽課の最悪兵器。

　何気ない腕の一ひと振ふり、くしゃみ一つで周囲の霊的構造を破は壊かいする男。

　その力は強力無む比ひだが、あまりに危険という事で、普ふ段だんは封ふう印いん役やくと指導役、監かん視し役を兼ねた陰陽課長の式しき神がみが、虎丸の使い魔として随ずい行こうしている訳だ。

　だが……そのサラは依代を〈悪霊〉に破壊されて消しよう滅めつした。

　そして……

「──んん？」

　虎丸は首を傾げる。

　彼の周囲で歪んだ空間の向こう側に──まるで蜃しん気き楼ろうの様に浮かんできたものがある。

　木造の──今時僻へき地ちにでも行かなければお目にかかれない様な、旧ふるい校舎である。

　恐竜やら爆発やら、周囲を渦うず巻まいていた諸もろ々もろの情景はすぐに消えたが……これだけは未いまだ厳げん然ぜんとした形を保って虎丸の前に在あった。

「……………んんん……？」

　首を傾げる虎丸。

　やがて──

「…………れいしょう。はらう」

　制する者も居なくなった文部科学省陰陽課の最悪兵器は、何の躊躇ためらいも無くその歪みの中に頭を突っ込んだ。
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　覚かく醒せいは瞬しゆん間かん的てきだった。

「──ッ‼」

　長く癖くせの無い綺き麗れいな黒くろ髪かみを振ふり乱しながら──まるで誰だれかに蹴け飛とばされたかの様ように、勢い良く詩月は身を起こした。

　鈴すず乃の宮みや詩し月づき。

　彼女は幽ゆう霊れい学がく園えんたる鈴すず乃の宮みや学園の象しよう徴ちよう的存在にして擬ぎ人じん端たん末まつである。

　その姿は清せい楚そな人間の少女の姿をしているが、勿もち論ろん、彼女は人間ではない。幽霊で──しかもその本体はこの鈴乃宮学園という異空間そのものだ。

　つまり。

　彼女はこの偽いつわりの世界そのものと繫つながっている。

　脳と肉体の様なものだ。

　ただし、だからといって彼女がこの世界の支配者かというと……それはまた少々意味が異なる。詩月には、この世界全すべてを自由に操作する事は出来ない。人間の肉体にも随ずい意い筋きんと不随意筋というものがある。人間が自分の肉体の隅すみ々ずみまで、支配しきれないのと同じく、彼女もこの世界と繫がってはいるが、自分の思い通りに出来る部分と出来ない部分がこの世界には混在しているのである。

　だが……

　それでも人間が体調が狂くるえば自じ覚かく症しよう状じようが出る様に、何か異常が起これば、彼女はそれを察知する事が出来る。

　例たとえばついつい外部の人間を引き込んでしまった時。

　あるいは──

「な……なに……なに、今の⁉」

　眼をぱちくりさせて詩月は呟つぶやく。

　頰ほおは赤らみ呼吸も荒あらい。

　まるで激はげしい運動の後か──あるいは風か邪ぜ引きを思わせる状態だった。もっとも幽霊である詩月に、感かん染せんする風邪のウイルスなど存在しないだろうが。

「……何と言われても」

　と──声が掛かったのは傍かたわらからだった。

　振り返る詩月の視界に飛び込んでくるのは、保健室の情景である。

　その真ん中で、保健室の主であり鈴乃宮学園唯ゆい一いつの成人──保健医の本ほん町まち小さ竹さ乃のが、おっとりした表情に怪け訝げんの色を混ぜて詩月を見つめていた。

「こちらが聞きたい位ですが」

「──え？　っていうか……なんで私、保健室に……？」

「担かつぎ込まれてきたんですよ」

　事も無げに小竹乃が言う。

「廊ろう下かで倒れていたとかで」

「……私が？」

　首を傾かしげる詩月。

　改めて見れば、小竹乃の向こうには黙もく然ぜんと──保健室という場所と相まって、まるで分解前の人体模型の如ごとく──存在感をまるで感じさせない様子でネレイドが立っている。どうやら彼女が見つけて此こ処こまで運んでくれたらしい。

　見れば窓の外は明るい。

　時計を振り返ると、針は午前十時辺あたりを指していた。

　詩月の記き憶おくが残っているのは昨晩までなので……という事は一晩丸々、詩月は気絶して眠ねむっていた事になる。

　信じられない事ではあった。

　前述の通り──彼女は人間の姿に擬ぎ態たいしているが、人間ではない。人間の様に貧血やら立ち眩くらみやらを起こしたりする筈はずが無いのだ。そもそも、本来は睡すい眠みんや食事の必要さえ無い詩月だ。たまに昼ひる寝ねしたり食事したりしているのは、単に彼女なりの『遊び』──優ゆう樹き達に付き合っているに過ぎない。

　そんな詩月にもし何か異常が起きるとすれば──

「……あ」

　口元に手を当てて硬こう直ちよくする詩月。

「どうしました？」

「ま……まずいかも……」

「何か不都合でも？」

　小竹乃は相変わらずおっとりのんびりした口調である。

　だが──

「漏もれちゃったかも」

「…………」

　小竹乃は無言で眼鏡めがねの奥おくの眼を瞬しばたたかせる。

　しばし沈黙してから彼女は──

「下着の替えは？」

「へ……？」

　首を傾かしげてから──顔を真まっ赤かにして詩月は首を振った。

「違ちがう、違う、本町先生、それ違う」

「はあ──いきなり『漏れちゃったかも』などと言うので、てっきり」

「いや、そうじゃなくて。なんていうか……私も初めての事だからはっきりとは言えないんだけど」

「初めてのおねしょ？」

「そーじゃなくて」

　ぶんぶんと首を振る詩月。

「では放ほう射しや能のうでも漏れましたか？」

　とこれはネレイドである。

　他に『漏れる』という語ご彙いの適てき用よう範はん囲いは無いのかと、優樹かアグニエシカがこの場に居たら突つっこんでいた事だろうが──詩月はネレイドのマジボケには特に突っこまず、素直に首を振ってから答えた。

「なんか……この世界の空間封ふう鎖さが壊こわれて……〈悪あく霊りよう〉が外に漏れちゃったような」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる小竹乃とネレイド。

　女医の幽霊も、少女型擬人機械も、幸か不幸かその言葉の意味が理解出来ない程に、愚おろかではなかった。

〈悪霊〉。

　この鈴乃宮学園においてそれは、四季少女達シーズン・シスターズを作り上げる際、余った部分であり、空くう襲しゆうで焼け死んだ女学生達の憎ぞう悪おや怨おん念ねんや悲ひ哀あいといった部分の集積体だ。各部の結合は甘あまいながらも、きちんと人格を持って活動し得る四季少女達と異なり……〈悪霊〉はいわば自じ我がも無い『現象』に過ぎない。ただ生きとし生けるもの全すべてを自動的に襲おそう、機械の如き怪かい物ぶつである。

　普ふ段だんは鈴乃宮学園やその近辺に寄っては来ないが──この閉へい鎖さ性せい結けつ界かいの中では他に出て行きようもなく、既すでに生きてすらいない霊力の集合体なので、『死ぬ』とか『滅ほろびる』という事も無い。アグニエシカの呪じゆ術じゆつや紅葉もみじの狐きつね火び、優樹の御お守まもり等で追い払はらう事や砕くだき散らす事が出来るので、皆みながこの存在に怯おびえて暮くらしている訳ではないが──外に漏れて一いつ般ぱん人じんを襲ったら大おお事ごとである。

　だからといってこの鈴乃宮学園に閉とじこめられている者にはどうしようもないのだが。

「──詩月さん」

　小竹乃はやや口調を改めて言った。

「一度尋たずねようと思っていたのですが」

「な……なに？」

「体調はどうですか？　何か異常は在ありませんか？　これは昨日今日に限った話ではなくここしばらくで、以前と比べて──という意味ですが」

「…………」

　はっとした様子でセーラー服の胸元を押おさえる詩月。

「本町先生──どうして？」

「結構保健医というのも暇ひまなもので」

　小竹乃は机の上に置いてあったノートを一冊さつ取り出した。

「こういうものをつけていたのですが」

「それは……？」

「この鈴乃宮学園の観察日記の様なものです」

　と小竹乃。

　彼女がぱらりとページを開くと、そこには日付やその日に在った出来事はおろか、気温や湿しつ度どや空の色、その他諸もろ々もろ、ありとあらゆる記録がびっしりと書き込まれていた。確かに暇でないと到とう底てい毎日はつけられない情報量ではあろう。

　だが──

「気になったのは、ここ最近、鈴乃宮学園の環かん境きように奇き妙みような不安定さが見られる事です」

「…………」

「百ひやく葉よう箱ばこや手製の測定器でも測ってみましたが……感覚的には感知出来ない様な微び震しんが毎日数回。温度変化も、以前はそう大きくなく、変化パターンも一日で一つの山を描えがく感じに安定していたのですが……今は明らかに不安定、不規則な山を幾いくつも描く様になっています」

「それは……」

「他にも細かい異常は色々とあります。ただこれが『異常』なのかどうなのか判断する知識を私は持ちません。ただ──医者として言わせて貰もらえば、恒こう常じよう性せいの喪そう失しつは病気のシグナルと思って間違い在ありません。ここにあるデータを、人体のそれに無理矢理当てはめて考えれば、詩月さん──貴女あなたは調子を崩くずしている様に見えるのですが？」

「…………」

　詩月は──無言。

「特に問題を感じていないのならば、それはそれで構いません。ですがもし何らかの異常を感じているのならば、皆みなと相談した方がいいのでは？　貴女はこの世界そのものでもある訳ですし、貴女の不調が皆を危険に晒さらさないとも限りません。そもそも今回の『悪霊が漏れた』という事にしても、その異常の一つなのかもしれませんし」

　確かにそれは……以前には無かった事だ。

「…………私にもよく分からないけど」

　しばしの沈ちん黙もくの後──詩月は呟つぶやく様に言った。

「確かに何となくおかしい感じはするの。今回みたいに気絶しちゃうのは初めてだけど」

「原因に何か心当たりは？　いつからです？」

「…………」

　黙だまり込んで思案の表情を浮うかべる詩月。

　だが……彼女が答えに行き当たるのを待たず、小竹乃は言った。

「ひょっとしてそれは……優樹君とアグニエシカさんが、恋こい人びと同士として付き合い始めてからではないですか？」

「え？　あ──えと、でも！」

　顔を紅あかくして慌あわてる詩月。

「ち、違うよ、優樹とアグニちゃんの事は、私は納なつ得とくして──」

「ええ。私もそういう意味で言っているのではありません」

　と小竹乃。

　単に詩月がアグニエシカに対して感じる嫉しつ妬とや羨せん望ぼうや不満や──諸もろ々もろの感情的なものが原因であるならば、以前にも、つまり優樹を取り合っていた頃にだって、変化や不調は顕あらわれていて良い筈はずなのだ。

　だからむしろ──

「納得したからこそ、異常が発生したのかもしれません」

「──え？」

　意味が分からず眼を瞬しばたたかせる詩月。

　だが小竹乃はそんな詩月から何かを感じ取ったのか、彼女の疑問には答えず──

「とりあえず専門家の──アグニエシカさんやヒムリールさんにも意見を聞きましょう。素人しろうとの考えだけで判断してしまうのは危険かもしれません」

　と言った。




　　　　●




　それは強しいて喩たとえるならば──出産に似にていた。

　ただし母親や周囲の人間の視点から見ての表現ではない。安あん寧ねいの闇やみから追い出され、狭きよう隘あいな産道を無理矢理に押し出されて、この世へ生まれてくる事を強制される、胎たい児じの視点から見た『出産』である。

「……うう…………？」

　虎とら丸まるは、寸すん詰づまりの芋いも虫むしの如ごとく身を蠢うごめかせ──坑こう道どうじみた奇き妙みような空間を進んでいた。

　その空間の形状は基本的に細い『筒つつ』だ。だが決して長いものではない。そもそも遠い近いの概がい念ねんが通常の空間と違ちがう。

　出口は実の所、すぐ先に見えてはいるのだ。

　ただしその出口までの距きよ離りは零ゼロであると同時に無限でもある。物理的な単位でそれは計れない。通常の空間移動法ではたとえ飛行機を使おうがロケットを使おうが辿たどり着けまい──その『筒』の先に在る場所には。

　何ど処こか懐なつかしい空気を纏まとった木造校舎。

　彼が向かっているのはそこだった。

「……うううう…………」

　そもそも虎丸が進んでいるのは閉へい鎖さ性せい結けつ界かいに出来た小さな綻ほころびだ。

　元々は招かれざる存在が入れる場所ではない。

　たまたま閉鎖性結界の異常により発生した小さな小さな亀き裂れつ──〈悪霊〉の出てきた穴あなに首を突つっこみ、そこを自らの霊力と体たい軀くで強ごう引いんに押し広げながら虎丸は前に進んでいるのである。

　普通はまず頭を突っこむ前に逡しゆん巡じゆんなり思し案あんなりをするものだが、虎丸はそういうものとは無む縁えんの存在である。穴があったらまず頭を突っこんで中を見てみる、というのが虎丸の思考形態だ。

　彼の頭に複ふく雑ざつな思し慮りよや疑念は存在しない。

　元々、考え、あるいは疑うという行為は、自らの身の安全を確保する為に必要なものである。脆もろい人間は、さもないとあっさり死んでしまう事があるからだ。

　ところが……虎丸は違う。

　元々異常きわまりない霊力を持つ虎丸は、強制的に──そして無意識に幸運を自らのもとに呼び寄せる。また中ちゆう途と半はん端ぱな不幸なぞ、有り余る霊力で押しのける力ちから業わざも虎丸には可能だ。あるいは多少の不幸や危険はそもそも認識できない位に鈍にぶいという事もある。

　だから……彼は基本的に恐きよう怖ふという感情を知らない。

　重大な危機に陥おちいるという経験そのものが無いのだ。だから虎丸には保身という概がい念ねんがそもそも無い。当然に危機感というものも無く──結果、普通の人間には信じられない位くらいに無茶な事を平気でする。恐らくは不安という感情すらこの怪人は正しく理解出来ていないだろう。

　まあそれはさておき。

「……うう…………」

　虎丸は低い呻うめきを漏もらしながら……狭せま苦くるしい空間を進んでいく。

　ゆっくりと。ゆっくりと。

　しかし──確実に。

　まるで……

「……うううう…………」

　…………遅ち効こう性せいの、毒どくの様に。




　　　　●




　大たい抵ていの場合──日中、特に他にする事が無ければ、鈴乃宮学園の生徒達は壱年参組の教室にたむろしている。故ゆえに、生徒の誰だれかに会おうと思うのならば、まずはそこを訪おとずれるのがこの世界での基本ではあった。

　でもって──

「アグニちゃん」

　専門家の意見を仰あおぐべく、アグニエシカを捜しにやってきた詩月は、早々に壱年参組の教室で赤毛の少女霊れい能のう者しやを見つける事となった。彼女は教室の真ん中辺りに置かれた椅い子すに座すわって何事か考えている様子である。

　優樹の姿もそこに在るが──四季少女達や聖ひじり、そして紅葉の姿は見あたらない。さすがにアグニエシカの使い魔まであるヒムリールはいつもの様にアグニエシカの頭の上に乗っかっていたが。

「ちょっと聞きたい事が──」

　ネレイドや小竹乃と共に教室へと入りながら詩月は声を掛かける。

　小竹乃の言う通り──確かにここは一人で抱かかえ込んでいないで、専門家の意見を聞くべきだ。鈴乃宮学園全体に危険が及およぶ恐おそれがあるのなら、それはもう個人の気持ち一つで判断して良い問題ではない。まして詩月はオカルト関連の知識はほぼ皆かい無むなので──自分の身体からだの事とはいえ、細かい判断がつかないのだ。

　だが……

「アグニちゃん？」

　アグニエシカが反応しない。

　無視しているというより、聞こえていない感じである。

　そしてそれは優樹やヒムリールについても同じだった。詩月や小竹乃やネレイドが入ってきた事実にすら、彼等は揃そろって気付いていない様なのだ。

　まさか聞こえていない訳でも、見えていない訳でもあるまい。

　恐らく──

「えと……アグニちゃん？　優樹君……？」

　深刻な事情でも在あるのだろう。二人と一匹ぴきは何事か懊おう悩のう中で、詩月の存在に気付く余よ裕ゆうが無い様に見えた。まあヒムリールの表情までは分からないのだが、このリス型の使い魔も小さな腕うでを組む様にして、首を捻ひねる体勢だ。

「あの……どうしたの？」

　若じやつ干かん気け圧おされた感じで尋たずねる詩月。

　勿もち論ろん──悪あく霊りようが漏もれた話や、詩月の不調は未だ彼等が知る筈もない。

　という事は何か別の懸けん案あんが在るのだろう。

　しかしアグニエシカがここまで悲ひ壮そうな表情を浮かべているのも珍めずらしい。しかもヒムリールも一いつ緒しよとなると今まで皆無だった──と詩月は思う。

　一体何が在ったのか……？

「──あ。詩月」

　ここでようやく詩月の存在に気付いたらしく──優樹が顔を上げる。

「どうしたの？」

　きょとんとした表情で彼は訊たずねてくる。

「いや、それこっちの台詞せりふだし」

　と苦く笑しようする詩月。

「アグニエシカさんも優樹君も、ヒムリールさんも──何か在ったのですか？　何か問題でも？」

　小竹乃が詩月の背後からまとめる様に口を挟はさむ。

「あー……」

　優樹が表情を強こわ張ばらせた。

　彼はアグニエシカの方を窺うかがう様に見るが……アグニエシカは尚なおも何事か思案中らしく、眉み間けんに縦たて皺じわ刻んで、自分の膝ひざの辺あたりを見つめているだけだ。

　その表情はひどく深刻な感じだが、悲ひ嘆たんにくれているとか、落ち込んでいるという様子ではない。むしろ焦しよう燥そう感かんの様なものに追い立てられながら考え込んでいるというか──やはり何かに思考を独どく占せんされていて、他の事に目を向けている余裕が無いらしい。

「僕ぼくもアグニに聞いただけで──細かい部分はよく分からないんだけど」

「──私が説明しましょう」

　組んでいた短い腕を解ほどいて、ヒムリールがぴょんと跳とぶ。

　アグニエシカの頭から優樹の頭に乗り移って、齧げつ歯し類るいの姿をした使い魔は言った。

「事は……文部科学省陰おん陽みよう課か絡がらみですので」

「そうなの……？」

　首を傾かしげる詩月。

　意外と言えば意外な名前だ。確かにそれはアグニエシカやヒムリールの所しよ属ぞくする組織の名前ではあるが、それは『外』の事情だ。この鈴乃宮学園に居る限り、改めて関わってくる名前だとは思えなかった。

　だが──

「はい。未まだその可能性がある──という段階ではありますが」

　ヒムリールは殊こと更さらに大きく頷うなずいて見せて──身体が小さいのでちょっと頷いただけでは分からないのである──続けた。

「そもそも我わが主あるじの所属する組織──文部科学省陰陽課というのは、決して大きな組織ではありませんが、それでも一応は政府機関、それなりの数の課員を抱えています。勿もち論ろん、現場作業員ばかりではありませんが──課員の半数以上は何らかの形で特異的な霊能力を持っています」

「……はあ」

　と詩月。

　いきなり何か、話が難むずかしそうなのだが──ここで遮さえぎる訳にもいくまい。

「で──そんな陰陽課所属の霊能者の中でも、最強最悪と呼ばれる男が居ます。有り余る霊能力の為ために、ただそこに居るだけで霊的災害を引き起こしかねない男が」

「へ……？」

　意味が分からず詩月は眼を瞬しばたたかせる。

「ただそこに居るだけでって……」

「例えば」

　ヒムリールが片手を挙げて言った。

「マッチの火も、焚たき火の火も、ビル火事の火も、森林火災の火も、ナパーム爆ばく弾だんの火も、どれも『火』である事には変わり在りません」

「あ……まあそれはそうだけど」

「規模が違ちがうだけです。別の言い方をすれば、火の総量が違うだけです」

「そう……だね」

「ただ、同じ火であっても、森林火災やナパーム爆弾の火の場合、暖あたたかいとかそーゆー微笑ほほえましいレベルではないのはお解わかりですよね？　そしてそれがどれだけ、はた迷めい惑わくな事象であるかも」

「それは……まあ」

　異様に極きよく端たんな喩たとえの様な気もするが。

「この男は、全身から放散する霊力──体熱の様な霊力だけで、周囲の霊れい的てき均きん衡こうを崩くずしかねないのです。無論、普ふ通つうの人間や我が主でも同様に霊力は放散していますが、普通の人間の放散する霊力がマッチの火、我が主のそれが焚たき火だとすると……この男はナパーム爆弾とか、そういうレベルの代しろ物ものです。本人が意識しようとしまいと、放散される霊力で周囲の霊的構造が破は壊かいされかねない。意識して何かすればもうそれは必殺──いや必ひつ滅めつの霊的攻こう撃げきとして機能します」

「…………」

　詩月は絶句する。

　例えば──アグニエシカのヒステリック・ブラストは周囲数メートルの人間を残らずなぎ倒す力を備えている。

　勿論それは、感情の高まりに従って、圧縮・増ぞう幅ふくされた末に発はつ揮きされる爆発力ではある訳だが……普通の霊能力とは次元が違う事は、詩月にも分かる。普通の人間の霊力は、たとえどれだけ圧縮されようと、物理現象、それも爆発に転化する様な事は無いからだ。そもそもそれ程の総量が普通の個人には無いのである。

　そう。制せい御ぎよ能のう力りよくに難なんが在るので半人前扱あつかいを受けているらしいが、アグニエシカの霊力は基本的に他に類るいを見ない程に強大なのだ。

　そのアグニエシカと比ひ較かくして更さらに桁けたが違う──それが二つも三つもとなると、詩月としては、まるで想像がつかない。いつも後光でも背負っているのだろうか。

「ただ……この男の場合、霊力のデリケートな制御が利ききません。爆弾の威い力りよく調ちよう整せいが出来ないのと一いつ緒しよで、もしこの男を現場に出すのであれば、現場の霊的環かん境きようを根ね刮こそぎ破壊する覚かく悟ごでないといけません」

「なんか……凄すごいね」

　気け圧おされた様な表情で言う詩月。

「ええ。しかもこの男は」

　ヒムリールはきっぱりと断言した。

「バカです」

「──は？」

「ものすごーい、バカです」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、何かの冗じよう談だんかと思ったが……アグニエシカも優樹も笑わない。

　ヒムリールも何ど処こか悲ひ壮そう感かんを含ふくんだ口調で続けた。

「悪気は無いのですが、とにかくバカです。自分が歩く局地災害であるという事を認識できていません。悪気もなく歩き回り、悪気もなく意識も無くその霊能力を使って周囲の雑霊や自じ縛ばく霊れいを根ね刮こそぎ破壊し、下へ手たをすれば時空間すら歪ゆがめかねない。そしてその自覚が全く──無い」

「…………」

「だから陰陽課でもこの男を出すのは最後の最後──例えば普通の陰陽課員を派は遣けんして行方ゆくえ不明になる様な、深刻で強力な霊れい障しよう現げん場ばにしか、派遣されません」

「それって」

　つまりこの鈴乃宮学園の様な……？

「そうです」

　詩月の想像を見み透すかすかの様に、ヒムリールは再び小さな頭を大きく上下させる。

「此こ処こと現げん世せでの時間の流れ方がどの様な関係になっているのかは分かりません。しかしおおよそ同じであるのならば、そろそろあの男、霊力はあっても知力は無い男、歩く霊的破局……綾あやの小こう路じ虎とら丸まるが出で張ばってくる筈はずなのです」

「…………」

　詩月は瞬まばたきをして絶句。

　いきなりそんな事を言われても実感が湧わかないというか──恐きよう怖ふ感かんや焦しよう燥そう感かんに繫つながらないのだ。全ては未だ言葉の上だけの話だから。

　しかし──

「でも、それだけ凄すごい人なら……」

　しばしの沈ちん黙もくを置いてから詩月は言った。

「アグニちゃんや優樹や聖ひじりちゃんは……元の世界に戻もどれるんだよね」

「詩月──」

「かもね」

　咎とがめる様に言う優樹と──更さらにそれに覆おおい被かぶせる様に言うアグニエシカ。

　アグニエシカはここでようやく顔を上げ詩月の方を見て言った。

「でも詩月、あんたはまず間違いなく霊的構造から根刮ぎ破壊される」

「…………」

　曖あい昧まいな笑みを浮かべる詩月。

　実を言えばどんな表情をすれば良いのかよく分からないのだ。

　だがアグニエシカは厳きびしい表情を作って容よう赦しやなく言葉を続ける。

「念の為に言っておくけど──成じよう仏ぶつじゃないよ。輪りん廻ねも転てん生せいも出来ない。それこそあの『悪霊』みたいに断片的な魂たましい──霊力の欠片かけらになって彷徨さまようだけ。そんな風に、あんたなりたい？」

「…………」

　ごくりと喉のどを鳴らして表情を強こわ張ばらせる詩月。

「そんな物ぶつ騒そうな人が、近づいてきているのですか？」

　言葉に詰つまる詩月の代わりに小竹乃が訊たずねてくる。

　だが──

「──かもしれない、って事なんだけどね」

　とアグニエシカは肩を竦すくめる。

「だったら未だそんな深刻に考え込む必要は無いのでは？」

「でも……もしあの虎丸がこの鈴乃宮学園に向けて放たれたなら、確実に詩月は滅めつ殺さつされるわよ。詩月の結けつ界かい強きよう度どは相当なもんだけど……虎丸の前じゃ、いつまで保もつか……」

　アグニエシカの口調は淡たん々たんとしていて……それだけに誇こ張ちようや虚きよ構こうを交える余地を許さない様な、奇き妙みような生々しさがそこには在った。

「…………」

「…………」

　優樹達も詩月達も言葉が出てこない。

　そこに──

「──例えば」

　口を挟はさんできたのは、それまで沈黙を守っていたネレイドだった。

「そのアヤノコウジ・トラマルという人と、交こう渉しようは出来ないのでしょうか。この鈴乃宮学園は人に徒あだ成なす悪い霊的存在ではないのだと」

「──無理」

　即そく座ざに断言された。

　アグニエシカは顔をしかめて自分の頭を人差し指でつつく。

「言ったでしょ、バカなの、あいつ。殆ほとんど本能だけで動いている様なもんよ。だからこそ雑念や邪じや念ねんの無いその霊力は、どうしようもない位に強大なんでしょうけどね──ともかく、あいつは霊れい障しようと見れば破は壊かいせずにはおれない。説得だの交渉だのを理解する頭がそもそも無いの」

「…………」

「ネレイド殿どの」

　ヒムリールが駄だ目めを押す様に言う。

「この鈴乃宮学園が生きている人間を拉ら致ち監かん禁きんしているのは事実なのです。虎丸の側からすればその事実だけで充じゆう分ぶん──というかそれ以上の複ふく雑ざつな事情を、あの男は恐らく理解出来ません」

「…………」

「貴女あなたに分かり易やすい言い方をすれば、虎丸は霊的な、ミサイルです。現場に到とう達たつして丸ごと殲せん滅めつする、それだけです。他の事は一切出来ません。だからこそ陰陽課は、自分達の貴き重ちようなスタッフが囚とらわれ、あるいは殺される様な、厄やつ介かいな霊障相手にしか彼を派は遣けんしないのですよ」

　考えてみればバカだのミサイルだの局地災害だの、虎丸本人からすればえらい言われようだが……ヒムリールやアグニエシカの言からすれば、罵ののしられているのさえ分からない様な相手なのかもしれない。

「では迎げい撃げきは？」

　ネレイドの言葉に、はっとした表情を浮かべる詩月。

　だがアグニエシカもヒムリールも優樹も、それは当然の如ごとくに検けん討とうしていたらしい。

「その方法を今考えてるの」

「とはいえ」

　ヒムリールは溜ため息をついた。

「相手はあの虎丸です。こう言ってはなんですが、霊的戦せん闘とうでは１００パーセント、こちらに勝ち目はありません。人間が素す手でで台風や地じ震しんに挑いどむ様なものです。勝負にもなりますまい」

「でも不意打ちとか……一応、仲間なんだろ？」

　と優樹。

　この際、卑ひ怯きようだの何だのと言っている場合ではあるまい。

「…………」

『仲間』の言葉に詩月の表情がやや暗さを増ます。

　彼女は気にしているのだ──アグニエシカに、仲間の霊能者を、それもだまし討うちで攻撃させる事を。

　しかし……

「優樹殿。それは無理です」

　これもあっさりヒムリールによって否定された。

「いいですか、不意打ち──奇き襲しゆうというものは、『思い込み』の裏をつく戦法です」

「まあ、そうだけど」

「そもそも思い込む程の頭が虎丸にはありません」

「…………」

「奴は、基本的に何も考えていません」

「…………さっきから僕ぼく等ら、なにげに酷ひどい事言ってるよね、その虎丸って人に」

「事実です」

　とにべもなくヒムリール。

「まあ優樹も虎丸本人を見たら分かるわよ」

　アグニエシカは言った。

　その時──

「…………！」

　暗い表情をしていた詩月が──ぴくりと身を震ふるわせた。

　それはひどく小さな仕草ではあったが、目め敏ざとく見つけた優樹が首を傾げる。

「詩月？　どうしたの？」

「ん…………なんで……」

　恐らく詩月は『なんでもない』と言いたかったのだろう。

　健けな気げに笑みを浮かべつつも、ひどく強こわ張ばったその顔が──

「あっ──……！」

　──次の瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくと苦痛のそれに変化する。

「んあっ………！」

　びくん、と詩月が身を反そらし──そして次の瞬間には反対に身体を折ってその場に倒たおれる。モノトーンのセーラー服に包まれた身体は、硬かたい木の床ゆかに激げき突とつする前に、ネレイドが伸のばした手に受け止められたが……しかしネレイドの腕の中で、詩月はまるで陸に揚あげられた魚の様に、何度もびくんびくんと痙けい攣れんを始めた。

「し──詩月⁉」

　慌あわてて彼女に声を掛ける優樹達。

　だが詩月は、返事をする事すら出来ない様だった。ただ彼女はその白い顔に苦く悶もんの表情を浮かべて、ひたすら呻うめき、身をよじるだけである。

「あ……ああ……ああああ……ああ……！」

「詩月っ‼」

　叫さけびながらひったくる様にしてネレイドから詩月の身体を受け取ると、アグニエシカは掌てのひらをかざし彼女の額ひたいから下腹部へと滑すべらせる。

　掌に集中した霊力によって詩月の中の霊力異常を探っているのだろう。

「ヒムリール」

　アグニエシカが呼ぶとリス型の使い魔は『失礼』と一言断ことわって苦く悶もんする詩月の上に飛び移る。だがこの知識、経験共にアグニエシカを上回る使い魔にすら、原因の特定は出来ないのか──ヒムリールは小さく首を振ふって見せた。

「……ちょっと、いいですか」

　小竹乃もアグニエシカの傍かたわらにかがみ込み、詩月の額に手を当て、腕をとって脈みやく拍はくを測る。元より、生きていないどころか、本来人間ですらない詩月に、本町小竹乃の医い療りよう知識がどれだけ通用するかは疑問だったが──

「限界が来た？　それとも何か外的要因が──」

　呟つぶやく小竹乃。

　やはり耳みみ敏ざとく彼女の台詞せりふを聞きつけた優樹が、嚙かみ付かんばかりの勢いで訊たずねた。

「何が、何がどうなってるんですか⁉　詩月に何が起こってるんですか？　先生は何か御ご存ぞん知じなんですか⁉」

「あ──いえ」

　小竹乃は首を振る。

「はっきりした事は私にも分かりませんが……ここしばらく、この鈴乃宮学園の様子が微び妙みようにおかしかったのです。詩月さんはいわばこの世界の端たん末まつですから、この発作と、この世界の異常と何か関連があるのかもしれない──」

　そこまで小竹乃が言ったその時。

「──ちょっと！」

　ばたばたばたばたと廊ろう下かを走る激はげしい足音が近づいてきたかと思うと、がらりと教室の扉とびらが開かれて、四人の少女達が教室に駆かけ込んできた。

　四季少女──春はる香か、夏なつ輝き、秋あき菜な、冬ふゆ美みである。

「あれ！　なにあれ⁉」

「外が！　空が！」

「誰だれよあれ⁉」

「外のあれは……」

　相当動転しているのか、四人は口々に言葉の切れ端はしを叫ぶ。

　だが何の説明も無いまま、会話になる前の断片的な言葉を連れん呼こされても、訳が分からない。どうやら四季少女達は、何か彼女等が『あれ』と呼ぶものを見て驚おどろいたらしいのだが──

「『あれ』とは？」

　ネレイドがまとめる様に尋たずねる。

　すると──

「外、外よ！　でっかい！　その！」

「顔！　顔！」

　やはり春香と夏輝が単語の断片を喚わめき散らし、冬美はおろおろと窓と詩月を見比べるばかりである。『外の何か』と目の前で痙けい攣れんしている詩月──どちらの事実に対して慌あわてて良いのかすら分からなくなっているのだろう。ちなみに秋菜は比ひ較かく的てき冷静だが、迂う闊かつな発言はしない主義なのか、何事か考え込んでいる様子であった。

　で──

「落ち着いてください。意味不明です」

　ひどく冷静な──感情などまるでこもらない声でネレイドが言う。

「何が在ったのですか？」

「──外を見れば分かるわよ。一いち目もく瞭りよう然ぜん」

　いつも斜しやに構えているせいか──四人の中では最も落ち着いている秋菜が、何処か溜ため息じみた口調で言った。彼女は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべて肩を竦すくめる。

「見ても、やっぱり意味不明なんだけどね」

「…………」

　ネレイドは教室の窓に歩み寄り、高精度の光学感知器センサーであるその紅あかい双そう眸ぼうを外に向ける。瞬きの度にシリコンオイルに洗せん浄じようされる眼がん球きゆうの奥おくで、音もなく焦しよう点てんを合わせる為ためのモーターが稼か働どうし、擬ぎ人じん機械の少女はそれを認識した。

　それ。

　即すなわち、虚こ空くうに浮かぶ──




　　　　●




「なにあれ……？」

　廊下を歩いていた紅葉はふと窓の外に浮かぶそれに気付いた。

　それ。

　まるで鈴乃宮学園の上空を覆おおうかの様に広がる、巨きよ大だいな──

「………………かお？」

　顔面。

　それは月の如ごとく天空の虚きよ無むに浮かび上がる、丸く巨大な顔であった。




　　　　●




「…………」

　優樹はただ啞あ然ぜんとしていた。

　四季少女達も──為なす術すべも無くただ窓の外を見つめるしか出来ない。小竹乃やネレイドに至っても、それは同じだった。彼女等の知識や常識に該がい当とう事例は存在せず、理解は勿もち論ろん、推測や想像すらも寄せ付けぬ超ちよう異い常じよう現象──巨大顔面。
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　丸く。大きく。何もかもが大おお雑ざつ把ぱで適当な感じの造形の中で、双眸だけがまるで切れ込みの様な鋭するどさを見せている。首から下に続く部分は無く、まるで一切の条理や必然を嘲あざ笑わらうかの様に、顔が──顔だけが、空中に存在するのだ。

　いや。

　異常はそれだけではない。

　よくよく見れば空が──歪ゆがんでいる。

　巨大顔面の周りに、波は紋もんの如ごとく歪みの層が薄うすく細く、しかし幾いく重えにも発生しているのだ。勿論、鈴乃宮学園の上空は雲一つ無い蒼あお一色の扁へん平ぺいな空間だが──明らかに空の蒼さに濃のう淡たんが出来ている。

　奇き怪かいで、しかも何処か冗じよう談だんの様な光景だった。

　まるで水中に潜ひそむ男が、水面に顔だけ出しているかの様な……しかしそれは優樹達の足あし下もとではなく頭上に存在し、しかもふと見上げた視界の全すべてを覆う程に、巨大なのだ。

　なんというか──ただ仰あおぎ見ているだけで距きよ離り感かんが狂くるう。

　もし実際にあの顔面が鈴乃宮学園よりも大きいとすれば、鼻の穴の直径だけでも数メートルになるだろう。

「…………」

　優樹は昔むかし見たＳＦ映画のワンシーンを思い出す。

　山よりも巨大な円えん盤ばんが、蒼そう穹きゆうの遥はるか彼方かなた、雲の向こうから降りてくる情景だ。それは何処までも非現実的で──しかし恐きよう怖ふと表裏一体の感動を呼ぶものであった。もっとも今優樹の目の前に広がっているそれは、どう間ま違ちがっても感動に繫つながりはしないだろうが。

　そして……

「ヒムリールッ‼」

　一同の中で最も早く反応したのはアグニエシカと──ヒムリールだった。

　尚なおも痙けい攣れんを続けている詩月の身体を、小竹乃に押し付ける様にして預あずけると、霊能力者の少女はスカートの裾すそを翻ひるがえして、真まっ直すぐ窓に突とつ撃げきした。

　途と中ちゆう、彼女の脚あしが、床ゆかの上に置かれていた旅行鞄かばんを蹴けり上げる。

　躓つまずいたのではない。それは彼女の意図した行動だったのだろう。何かコツでもあるのか、あるいは単にアグニエシカの脚きやく力りよくが見た目以上にあるのか──見るからに重そうな鞄は軽々と空中に跳はね上がり、衝しよう撃げきで開いてその中身がぶちまけられる。

　同時に──

「非常事態ッ！」

　諸もろ々もろのものが空中にある間にアグニエシカが叫さけぶ。

「我が名とその職権により制限術式第三条から第十七条を解除ッ！」

「御ぎよ意いッ！」

　打てば響ひびく──そんな口調で応じたのはヒムリールだった。

　小さな、掌てのひらの上に乗る程の大きさの使い魔は、机つくえを蹴って駆かけ、アグニエシカに追つい随ずいする。シマリスの身体が一ひと際きわ大きく跳ねて──

「アグニエシカ・グラバルティック・阿あ倍べ野の──確認、支し援えん憑ひよう依い、開始」

　──ぱん！

　まるで何かが破は裂れつするかの様な音と共にヒムリールの姿がはじけ飛んだ。

　同時に無数の小さな紙片が、桜さくらの花びらの様に教室中に散っていく。もしその一枚一枚を見る余よ裕ゆうの在ある者がこの場に居たならば、その紙片の表面にはびっしりと何かの文字が書かれている事に気付いただろう。

　だが優樹達はむしろ別のものに眼を奪うばわれていた。

　ヒムリールの消しよう滅めつと同時──アグニエシカの背後に、大きく両手を広げた長身の人ひと影かげが現れていた。

　女だ。それは一いつ糸しまとわぬ肢し体たいの輪りん郭かくから分かる。
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　勿もち論ろん顔は見えないのだが──後ろ姿だけでもその女はひどく優美で蠱こ惑わく的てきであった。白い裸ら体たいは細く、しかし首筋から肩、肩から胸、胸から腰こし、腰から足──足首にまで至る一連の線ラインは豊かなうねりを見せている。

　ただしその姿は半はん透とう明めいであった。

　長い金きん髪ぱつを水底の様にゆらゆらと、たゆたわせつつ……まるで幼おさな子ごを抱いだくかの様にアグニエシカに背後から両腕を回す女性。

　彼女の動きに合わせて、空中にぶちまけられていた諸々のもの──巫み女こ服にも似たアグニエシカの戦いくさ装しよう束ぞくは元より、各種呪じゆ符ふ、呪術武器の一切が、まるでフィルムの逆回しを見ているかの様に、するすると不自然にアグニエシカの身体に寄り添い、その肢体にまとわりついていく。

　実際の時間にすれば、わずかに一秒あまりの出来事だったろう。

　窓を蹴破って空中に躍おどり出たその瞬間には、もうアグニエシカは『変身』を終えていた。

　彼女自身がデザインした鈴乃宮学園の可愛かわいらしい制服から──誰もが久ひさ々びさに見る文部科学省陰陽課の戦装束〈拳けん姫き〉へと。

　更さらに──

「〈拳姫〉変へん化げの四──〈阿あ修しゆ羅ら〉ッ‼」

　落下するアグニエシカの叫さけびと共に、ひゅんと空中を飛んだ二枚の白い布が彼女の襟えり元もとに纏まとわりつく。マフラーと思おぼしきそれは、しかし一瞬で音を立てて自らねじれ、絞しぼり込まれ、更には折れ曲がって関節を形成──まるで四本の節せつ足そくの如く彼女の肩から背中に至る辺あたりで固定化された。

「──はっ！」

　四本の『脚』──いや『腕』がぞぶりと地面に突つき刺ささる。

　落下の衝しよう撃げきを『腕』に吸収させたアグニエシカは、二階から飛び降りたにもかかわらず、殆ほとんど膝ひざを曲げる事も無く着地──次の瞬間には校庭を蹴って疾しつ走そうに入っていた。

　それに伴ともない引き抜かれた『腕』は、更に自ら動き、アグニエシカの戦闘装束の袖そで口ぐちからそれぞれ数枚の呪符を抜き出していた。

「優樹ッ‼」

　振り返りもせず──しかし走りながらアグニエシカは叫んだ。

「時間を稼かせぐ‼　その間に何か策さくを考えてッ！」

「アグニ⁉」

　思ってもみなかった頼たのみ事に眼を丸くして、アグニエシカの名を呼び返す優樹。

　だが既すでに全身全霊を込めて戦闘態勢に入ったアグニエシカから──返事は無かった。




　　　　●




　猛もう然ぜんと校庭を駆かけるアグニエシカの姿は、まるで六本腕の──名前の通り六ろつ臂ぴの鬼き神しんの様だった。

　それは優樹達も初めて見るであろう、完全装そう備びのアグニエシカだ。

　もし文部科学省陰陽課の人間が此こ処こに居れば、それが『調ちよう伏ぶく』用装備ではなく『封ふう禁きん』用装備でもなく、『滅めつ殺さつ』用装備なのだと気付いて顔色を変えた事だろう。つまり彼女は虎丸を殺す積もりで挑いどむという事だ。その積もりで挑んだ処ところで足止めになるかどうかも分からないと、彼女は自覚している。ちなみに以前──詩月に挑んだ際のアグニエシカは、あくまで『調伏』用装備だった。

「──虎丸ッ‼」

　憑ひよう依いしたヒムリールが制せい御ぎよする副ふく腕わんに呪じゆ符ふ。

　自前の両腕には呪術戦用の拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルを一いつ挺ちようずつ構かまえたアグニエシカは頭上の巨大顔面に向かって怒ど鳴なった。

「虎丸、聞こえてる⁉　虎丸ッ‼」

　叫び声が空に──否いな、その空に蓋ふたをするかの様に広がる顔面へと吸い込まれていく。

　そして。

「…………あ～…………」

　唐とう突とつに空気が鳴動する。

　その原因が何であるのか──一瞬、優樹達には分からなかった。

　それは『声』と呼ぶにはあまりに大きすぎる音であったからだ。遠えん雷らいの様に、あるいは暴ぼう風ふうの唸うなりの様に、轟ごう音おんが鳴り響ひびき、びりびりと辺あたりの空気を震ふるわせる。

　ぎょろりぎょろりとガスタンク程もある眼がん球きゆうが細い眼がん窩かの中で動き回る。

　だが──

「虎丸ッ‼」

「……ああああぐうううううにいいいいえええしいいいかあああああ……」

　轟ごう々ごうと大気が鳴る。

　虎丸の声だろう。

　その巨大な眼は更に何度か動いてから、暴風を伴う瞬まばたきを二度三度、そしてようやく真下に立つアグニエシカに焦しよう点てんを合わせた。

「……あああぐうううにいいいいえええええしいいいいかあああだああああ……」

「くっ──」

　額に片手を翳かざして轟々と吹き付けてくる『声』に耐たえるアグニエシカ。

　同時に──虎丸の顔面を中心とした波は紋もんが更に大きく広がる。鈴乃宮学園の在るこの空間のあちらこちらで、火か炎えんが噴ふき上がり、雷光が閃ひらめいた。

　恐おそらく虎丸はただ喋しやべっているだけなのだろう。

　だがその結果引き起こされる現象は──尋じん常じようのものではなかった。殆ほとんどそれは自然災害の様相を呈ていしている。

「虎丸ッ！　やめなさい！　余計な真ま似ねをせずに、即そつ刻こく手を引きなさい！」

　頭上に向かってアグニエシカは怒鳴る。

　彼女は天を撃うとうとするかの様に、両手の拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルを掲かかげて言った。

「さもないと──あんたを攻こう撃げきするわよ！」

「……あああぐうううにいいいいえええええしいいいいかあああだああああ……」

　ごふごふと低い地鳴りじみた音が漏もれるのは、あるいはこれは笑っているのか。

「っていうかそもそもサラは──お付きの使い魔はどうしたのよ⁉　あんたが出てきている以上、サラも居る筈はずでしょう？　ちょっと虎丸、聞こえてる⁉」

「……ひいいいいさああああしいいいいぶううううりいいいいい……」

「虎丸！　やめなさい！　虎丸！　聞いてる⁉」

「……なああああにいいいいいしいいてええええるううううのおおおお……？」

「虎丸っ！　聞こえてる⁉」

「……あああああぐうううううにいいいいええええしいいいかあああ……？」

　衝しよう撃げき波はじみた声に耐えつつアグニエシカは顔をしかめる。

「──聞こえてないか」

　どうやら虎丸はこちらが見えてはいても、声までは聞き取れていないらしい。

　そもそも──虎丸は奇き人じん変人揃ぞろいの陰陽課の中でも、更に特異中の特異という怪かい人じんではあるが、勿論こんな人間離ばなれした巨大な存在ではない。

　恐らく鈴乃宮学園の結界へ強ごう引いんに割り込んだ結果、結界の内側と外側に跨またがって存在する為ため、どちらの世界の法則にも順応できずに、こんな異様な存在として顕けん現げんしてしまっているのだろう。もし完全に虎丸がこちら側にまで入り込んでしまっていれば、アグニエシカや優樹や聖がそうであった様に、こちら側の世界法則に支配され、通常の大きさ──それでも虎丸の身長は二メートルを超こすが──として出現していた筈はずだ。

　なんにしても……

「こっちの法則や常識が通用するとは限らないわね」

　こちらの姿は一応見えている様だが、虎丸の視界にアグニエシカや他の者達がどう映っているのかは分からない。アグニエシカ達が虎丸を巨大顔面として見ているのと反対に、まるで豆まめ粒つぶの様な大きさにしか見えていないのか、それとも、普ふ通つうの大きさに見えているのかも分からない。あるいは同じ色に見えていないかもしれないし、変な形に『翻ほん訳やく』されて見えているかもしれない訳で。

　とにかく──この状態では、声が届とどかないのは驚おどろくには値あたいしない。あるいは届いていても虎丸には声として聞こえていないのかもしれないが──

「……れえええいいいいしょおおおおお……はあああらあああうううううう……」

「…………」

「……れえええいいいいいてえええええきいいいい……へええええんんんさああああわあああああ……だあああああめえええええ……」

　やたら野太く間ま延のびして聞こえるが、恐おそらく『霊障祓はらう』『霊的偏へん差さは駄だ目め』と言っているのだろう。字じ面づらだけを見ていると難むずかしい台詞せりふの様に見えるが、実の処、虎丸は意味を分かって口にはしていない。文字通りにバカの一つ覚えで、オウムの様にろくに意味も分からず繰くり返しているだけだ。

　何にしても──

「まずいわね……」

　呟つぶやくアグニエシカ。

　やはりこちらの声は届いていない様だ。

　元々虎丸はバカだが──これで益ます々ます意思の疎そ通つうが難むずかしくなった。

　だが……

「いや。必ずしも希望的材料が無い訳ではないかと」

　と、異を唱となえるのは、あろう事か同じアグニエシカの口である。

　勿論突とつ発ぱつ的てきな二重人格でも独ひとり芝しば居いでもない。喋しやべっているのは依より代しろを棄すててアグニエシカに憑ひよう依いしているヒムリールだ。ヒムリールが憑依する事で、アグニエシカは霊力の制せい御ぎよを一部彼──否いな、彼女に渡わたし、一時的にとはいえ、自分の有り余る霊力を十二分に活用できる様になる。

　ただし──これは色々と問題点の多い諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　そもそも使い魔に憑依を許すという事は、自分の感情や記き憶おくを何の装そう飾しよくも改かい竄ざんも無いまま相手に見せてしまうという事でもある。見み栄えも体てい裁さいもなく言い訳もきかない。それは全ぜん裸らで誰かの前に立つのと同じ──いやそれ以上に抵てい抗こうのある行こう為いだ。

　そしてその抵抗感を意志力で克こく服ふくしたとしても──更に幾いくつかの問題は残る。

　アグニエシカが今までヒムリールに憑依を命じなかったのはその為だ。

　逆に言えば今はそれだけ切せつ羽ぱ詰つまっているという事だった。

「どういう事？」

「虎丸が内外に跨って存在しているのは、それだけ鈴乃宮学園の結界が強力だという事です。虎丸は伊だ達てや酔すい狂きようであんな状態になっているのではありますまい。むしろ今彼はあそこから動けないのではありますまいか？」

　アグニエシカの声でヒムリールが喋る。

　まるで何か危ない人みたいだが、幸い、会話が聞こえる様な近くには誰も居ない。

「でも──時間の問題でしょ」

　とアグニエシカ。

　彼女の視し線せんは虎丸の周囲に向けられていた。

　歪ゆがみ、波は紋もんを刻まれ、時に火か炎えんと雷らい光こうを走らせる──『空』を。

「このままじゃ遠からずこの世界は崩ほう壊かいするわよ──虎丸が楔くさびの役目を果たして」

　そう。元々この鈴乃宮学園の結界は緩ゆるみ始めていたのかもしれない。

　そこに虎丸が強引に割り込んだお陰かげで、世界そのものが均きん衡こうと安定を失い、崩壊の前兆として様々な異常現象を顕けん現げんさせているのだ。

「分かっています。ですから、ここは我が主、貴女あなたの霊力を上乗せしてこれ以上、亀き裂れつが広がらない様に固定するしかありますまい。それすら時間稼かせぎ以上のものにはならないでしょうが──」

「……なるほど、その手が在った訳ね」

　呟くとアグニエシカは改めて両手の拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルのスイッチを入れる。

　円筒形の部品──祈き禱とう車が高速回転を始め、疑ぎ似じ呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　即そく顕げん型がた攻こう撃げき呪術を最大出力で『装そう塡てん』。形成された呪術回路の中にアグニエシカの霊力が流し込まれ、銃じゆう身しん内に呪術弾だん頭とうを形成していく。

　更に──

「ヒムリール。細かい制御任まかすから。まずは──全力で一いつ斉せい攻撃」

「御ぎよ意い。存分にどうぞ」

「もえん不ふ動どう明みよう王おう──」

　頷きながらアグニエシカは呪文詠唱を開始。

　同時にヒムリールの制御する副腕が呪符を散さん布ぷ。呪符により即顕的に形成される不ふ可か視しの簡かん易い呪じゆ術じゆつ陣じんを足がかりにして、副腕は高速で印いんを切り、更に大型の呪術陣を形成していく──

「火か炎えん不ふ動どう王おう、波は切ぎり不動王、大山不動王、吟こん伽きや羅ら不動王、吉きつ祥しよう妙みよう不動王、天てん竺じく不動王、天竺山坂不動王、逆さかしに行おこなふぞ、逆しに行ひ下せば、向かふわ、血花に咲かすぞ、味み塵じんと破れや、娑しや婆ば訶かッ！」

　轟ごう──とアグニエシカの周りで空気が鳴めい動どうし、アグニエシカの霊力に反応した呪術回路が空間に複雑な、球状に、まるで電子回路の如き模様を描えがき出す。

「もえ行け、絶たえ行け、枯かれ行け、生いき霊りよう、狗いぬ神がみ、猿さる神、水官、長縄、飛火、変火、其その身の胸元、四方さんざら、味塵と乱れや、娑婆訶ッ！」

　ちりちりと音を発しながら拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルの各部から光が漏れ始める。

「向かふわ知るまいこちらわ、知り取る、向かふわ、青血、黒血、赤血、真血を吐はけ、血を吐け、泡あわを吐け、息そく座ざ味塵に、まらべや天竺ッ！」

　アグニエシカは両手を手首の辺りで交差させ、拳銃型高速祈禱器の銃口を虎丸に向けた。

「……んんんんんんんんんんんんんん………？」

　虎丸の顔が不ふ思し議ぎそうに四十五度ほど傾かたむく。

　アグニエシカは更に呪文詠唱を継けい続ぞく。

　彼女の周りで限界まで霊力は収しゆう束そくされ、まるで蜃しん気き楼ろうの様に熱で歪ゆがんだ光景が彼女の姿を周囲から更に浮き立たせる。

「七段国へ行なへば、七つの石を集めて、七つの墓はかを付き、七つの石の外そと羽ばを建たて、七つの石の、錠じよう鍵かぎ下して、味塵ッ！　すいぞん、阿あ毘び羅ら吽うん、娑婆訶と行ふ、打ち式、返し式、まかだんごく、計反国と、七つの、地じ獄ごくへ、打ち落す──」

　そして──

「ウンッ！　アビラウンケンソバカッ‼」

　二挺ちようの拳銃型高速祈禱器が閃せん光こうを発した。

　祈き禱とう器きの限界近くまで霊力を注ぎ込まれ形成された呪じゆ力りよく弾だんが、轟、と空気を抉えぐり抜いて上空の虎丸に向けて飛んでいく。

　それは呪術攻撃としては異常な程に強力なものではあったが──勿論、この程度の攻撃で、文部科学省陰陽課の最悪兵器・虎丸を倒せるとはアグニエシカも思っていない。そんな程度の奴やつなら苦労は無いのだ。

　ただ……

「……ああああぐううううにいいいいいい……？」

　怪け訝げんそうに虎丸が声を発する。

　物理現象どころか物理的実体にまで達する程の霊力集中の結果、二発の呪力弾は空中でその形を変え、牙きばが並ならぶ顎あぎとをカッと開いた龍りゆうとなってうねった。

　二条の龍は互たがいに絡からまる様にして螺ら旋せんを描きながら、虎丸の顔面に向けて殺さつ到とう。

　そして──

「……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお…………？」

　炸さく裂れつする呪力攻撃。

　花火の様な美しく鮮あざやかな爆ばく光こうが虎丸の巨大顔面を覆おおう。

　虎丸は、わずかに──ほんのわずかにだが身じろぎし。

　そして……

「…………お…………おお…………」

　ほんのわずかだけだが、空に浮かぶ虎丸の顔は小さくなった。

　そう。

　虎丸を倒す事は出来ない。

　しかし僅わずかながら、侵しん入にゆうしてきた彼を『外側』に押し戻す事は可能ではないか──とアグニエシカは思った訳だ。

「よしっ！」

　そして現実にそれは成功した。

　恐おそらく直径からすれば一割ほど小さくなったかなっていないか──その程度の事でしかないし、虎丸自身、アグニエシカの攻撃を、蚊かに刺さされた程度にも感じていないだろう。その顔には戸と惑まどいこそあっても、苦く悶もんや憤ふん怒ぬの表情は全く浮かんでいない。

　だが……それでも十分だ。

「──急きゆう々きゆう如じよ律りつ令れいッ！」

　副腕がばらりと撒まいた数十枚の呪符による簡易呪術陣を基き礎そとし、更に大規模に構築されてゆくもう一つのアグニエシカの術。

　それが発動した。

　きぃん──と甲かん高だかい金きん属ぞく質しつの音が響ひびき渡わたる。

　まるで衝しよう撃げき波はの様に、何か見えないものがアグニエシカを中心に広がった。校庭の砂さ塵じんが舞まい上がり、何かが弾はじける音が大量に連なって、まるで地鳴りの様な音を奏かなでる。

　一いつ瞬しゆん。文字通りに刹せつ那なの時間。

　だがアグニエシカの周りには巨大な曼まん陀だ羅ら状じようのものができあがっていた。

　瞬間的に地面へと刻みつけられた呪術陣。

　その機能は──封ふう印いん。

「……おおおおおお…………おおおおおおおおおおおおおお……？」

　虎丸の周囲に『禁』『封』の文字が乱れ飛び──その軌き跡せきの残像が網あみの様になって巨大な顔面を覆おおっていく。

　やがて虎丸の顔はその輪りん郭かくを残して白く塗ぬりつぶされたかの様になった。

　その様子は──益々空に浮かぶ『月』の様にも見える。

　もっともそれは、やたらに巨大ないびつな月ではあったが。

「……出来た」

　額に汗あせの珠たまを浮かべながらアグニエシカは呟いた。

　要するに……アグニエシカが行ったのは、『穴から出かかっている相手を少し押し戻して蓋ふたをする』事だ。勿論それは根本的な問題の解決になどならないが──僅わずかながらも時間を稼かせぐ事は出来る。虎丸の霊力に、アグニエシカの敷しいた呪術陣が押し負けて裂さけるまでの、わずかな時間ではあるが。

「お見事。やれば出来るではありませんか」

「冗談。初めてだって知ってるでしょ」

　珍しく褒ほめてくるヒムリールに、ほんの少し照れた口調でアグニエシカは言った。

「二つも同時起動なんて──あんたの支し援えんがあったって冷や汗ものだったわよ」

「一つでもきちんと制御出来れば半人前ではありません。まして同じ術式とはいえ呪力弾は二発──」

　とアグニエシカ──もとい彼女の口を借りたヒムリールが言う。

「案外、我が主、貴女あなたは霊能者としても成長していたのかもしれませんな──この鈴乃宮学園に居た事で。少なくとも以前と違って、我が主、今の貴女は随ずい分ぶんと安定している様に見えます」

「…………」

　アグニエシカは苦笑を浮かべる。

「とはいえ……気を抜けませんな」

「そうね」

　アグニエシカは言い──改めて頭上を見上げた。

　まるで遅おくれてやってきた恐きよう怖ふの大王の如ごとく、あるいは地球に接近中の巨きよ大だい彗すい星せいの如く、文字通り頭上に君臨する巨大顔面。

　文字通り頭の上にのしかかるそれは……

「出来る限り時間を稼ぐわよ。封禁術式の強化に全力投入」

「御ぎよ意い」

　アグニエシカ達の眼にすら、何い時つ落ちてきても不思議は無い様に見えた。
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　四季少女。紅葉。本町小竹乃。扇町聖。ネレイド。長居優樹。

　そして──詩月。

　アグニエシカとヒムリールを除のぞく鈴乃宮学園の一同は、小竹乃の根ね城じろたる保健室に集合していた。いつもならば教室で話をする処だが──虎丸に『食い込まれた』ままであるせいか、詩月の調子が悪く、彼女をベッドに寝かせる事を最優先した結果だ。

　無む論ろん、あくまで少女としての身体からだは端たん末まつであり、本体は鈴乃宮学園そのものである詩月の場合、横になったから楽になるとは限らない訳だが──だからといって、机の上や床に寝かせておく訳にもいくまい。

「困りましたね」

　と小竹乃が言う。

　応じる声は──無い。

　当たり前というか、同意するまでもなく気持ちは全員同じだからだ。

「とりあえずアグニがその虎丸って人を押おし留とどめてるみたいですけど、完全に倒たおしてしまう事は無理、説得して引いて貰もらうのも無理って事でしたよね」

　と優樹。

　この彼の台詞せりふも確認の意味程度に過すぎない。

「でも……」

　秋菜が壁かべにもたれかかって腕を組みながら言った。

「呪術だの法術だの、そーゆーオカルティックな技能や知識に関しては、私達の中ではアグニが一番豊富な訳でしょ？」

「まあそうなるね」

　頷うなずくのは春香だ。

「そのアグニが何も考えつかない上に、あの虎丸ってのを押さえる為ために出ずっぱりなんじゃ、私達がこんな処で雁がん首くび揃そろえててもあまり意味無いよーな……」

「うーん……」

　夏輝も同意見らしく、腕を組んだまま唸うなるばかりだ。

「紅葉が、アグニちゃんと交代してこようか？」

　狐きつね少女の紅葉がふと思い付いた様子で言う。

　まあ確かに、この面子めんつの中で霊れい的てき戦せん闘とう能のう力りよくがアグニエシカの次に高いのは紅葉ではある。彼女が操あやつれる戦闘力はあくまで狐火だけだが、それでも他の者よりはマシだろう。

「いや──それは後でいいと思います」

　小竹乃が一同を見回す。

「むしろ、アグニエシカさんやヒムリールさんが、優樹君に『何か策を考えて』と頼んであの場で頑がん張ばっているのは、単純な呪術だの何だのといったオカルトの知識では手て詰づまりだという事の証明ではないでしょうか？」

「…………」

　黙だまり込んでしまう一同。

　小竹乃の言う通りだろう。いくら半人前の陰陽課員とはいえ、アグニエシカは素人しろうとより遥はるかに知識が豊富な筈はずだ。ヒムリールが居れば尚なお更さらである。だとすればいわゆる正攻法というか、単純な方法では虎丸を撃げき退たいする事も、詩月を救う事も出来ないだろう。

「もし、詩月が──この鈴乃宮学園が破は壊かいされたら、どうなるんだっけ？」

　と秋菜。

「霊的構造が根ね刮こそぎ破壊される──だっけ？　それって」

「輪りん廻ね転てん生しようの環わから外れる、とかも言ってたわよね」

　夏輝と春香が首を傾かしげながら言う。

「本当の、消しよう滅めつ、無に帰するって事──か」

　呻うめく様に優樹が呟つぶやく。

　それは──それがどういう事なのか。

　この鈴乃宮学園に属する者達にはひどく重い事実ではある。

「全部、無くなっちゃうって事か……」

　拳こぶしを握にぎりしめる優樹。

　そう──それはそういう事。

　どたばたしながら積み重ねてきた喜びも。悲しみも。怒いかりも。苦しみも。

　全すべてが無くなる。

　無に帰する。

　想い出も、経験も、一いつ瞬しゆんで、もう二度と取り返しの付かない形に揮き発はつする。

　無意味の、無価値の、そんな虚きよ無むの中に落ちて消える。

　勿論、それはただ生まれる前に戻るだけの事ではあるだろう。

　生きて生まれた以上、消滅そのものは避さけられない事ではあるかもしれない。

　けれど──今此こ処こに、喜び、悲しみ、怒り、苦しむ自じ我ががある以上、それが無くなる事を『仕方ない』の一言で済すます事は出来ない。喜び、悲しみ、怒り、苦しむこの心そのものが無くなってしまう事は、途と方ほうも無い恐きよう怖ふだから──それを当然の事として受け入れる事は出来ない。

　出来ないからこそ、生者は死を恐おそれ、死者は幽ゆう霊れいとなって現げん世せに残ざん念ねんする。

　望みが、願いが在あるならば、尚更の事だ。

　無くなる事は恐怖だ。

　亡なくなる事は悔かい恨こんだ。

　それを──座ざして受け入れる事は出来ない。

　出来ないからこそ、詩月は此処に居て、鈴乃宮学園は此処に在って、そして四季少女達や小竹乃は此処に居る。

　それが避け得ぬ事だとしても──

「──でも」

　優樹の背後からか細い声が聞こえてくる。

「私が無くなれば、優樹達は──解放されるよね？」

「……詩月」

　振り返った優樹が見たのは、いつの間にかベッドの上に身を起こして微び苦く笑しようを浮かべている詩月の姿だった。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　優樹の問いにはほんの小さく頷き、そして彼女は言葉を続けた。

「優樹だけじゃない……春香ちゃんも、夏輝ちゃんも、秋菜ちゃんも、冬美ちゃんも、紅葉ちゃんも、小竹乃先生も、聖ちゃんも……それにアグニちゃんも、ヒムリールちゃんも……みんな、私の内から、解放されるんだよね」

　無論、詩月の状態が完治したという訳でないのは、誰の目にも明白だった。いつも涼すずやかで透とう明めいだったその綺き麗れいな声は、風か邪ぜを引いたかの様にかすれているし、全体的に生せい彩さいを欠き、やつれたかの様な印象が在る。

「ちょっとちょっと、詩月、今更、何言って──」

「未だそんな事を言ってるのか⁉　詩月──」

「私が、みんなを閉じ込めてるんだよね」

　夏輝と優樹の言葉を振り払う様に、詩月が言う。

「だから──私が、無くなれば、みんな、解放されるよね？」

「…………」

　黙り込む一同。

　その通りだからだ。

　恐らく詩月が──鈴乃宮学園が消滅すれば、彼女の内に囚とらわれている者達は、生きている者も死んでいる者も、人間である者も、人間でない者も、本来の世界に還かえる事になるだろう。

　死者は──アグニエシカ達の言葉が正しければ──輪廻転生の環の中に組み込まれる事になるだろうし、生者は元居た世界に戻ってまた以前の生活に戻る事になるだろう。

　だが……

「そうですね」

　そう認めたのはネレイドである。

　擬ぎ人じん機械の少女はやはりいつもと同じく無表情に詩月を見み据すえている。

「貴女が居なくなれば、我われ々われは解放されます」

「ネレイド！」

　春香が咎とがめる様に名を呼ぶが、ネレイドは構わず言った。

「ですが、それは今でなくても良いでしょう」

「え……？」

　目を瞬しばたたかせて言葉に詰まる詩月。

　他の者達も擬人機械の少女の台詞せりふに驚おどろきの表情を浮かべている。

「そも──我々は『逃にげ出した者』であるという話でした。我々は、何かから逃げて、貴女の処にやってきた者なのです。それが意識的であったか否いなかは別にして──貴女が我々を捕とらえる事に理由が在った様に、我々にも貴女の中に逃げ込む理由が在った。違いますか？」

「…………」

「ならば、貴女が居なくなる事は我々にとっても損失です」

「でも──でも」

　詩月は途と方ほうに暮くれた様な表情で言う。

「ずっと此こ処こに立ち止まってる訳にいかないじゃない……！」

「詩月──」

　優樹達は痛ましげに鈴乃宮学園の化け身しんを見つめる。

　モノトーンの少女は首を振りながら言った。

「いつかは皆みな此処を出ていくべきなんだよ……！　だからそれが今であっても──」

「詩月」

　ネレイドが静かに遮さえぎった。

　彼女の口調は尚も淡たん々たんとしていて──故ゆえにこそ聞く者の心に突つき刺ささる。

「その『皆』に貴女が含ふくまれないのは、どうしてですか？」

「──え？」

　きょとんとした表情で眼を瞬かせる詩月。

　だが構かまわずネレイドは言った。

「前にも言いましたね。貴女は此処に、この何ど処こでも無い、永遠の空間に留とどまって皆を見送り続ける積もりなのですか？　貴女自身は何処にも行かずに？　それは──あまりに身勝手というものです」

「…………」

　呆ぼう然ぜんと一同がネレイドの横顔を見つめる。

　ネレイドが単なるコンピュータの親しん戚せきでない事は誰もが分かっていた。

　彼女には確かに此処に来るだけの意味が──心が在る。それは紛まがい物の心かもしれないけれど、皆にはそれが本物とは区別がつかなかった。だから皆はネレイドを同じ生徒として扱い、仲間として、友人としてこの鈴乃宮学園で過ごしてきた。

　しかしそれでもこの擬人機械の少女が、此処まで雄弁に、他者を説得しにかかるなどとは誰も想像しなかったのである。

　いや……

　詩月は知っている。

　ネレイド自身が言う通り、前に一度、この擬人機械の少女は、優樹やアグニエシカとの恋れん愛あいについて臆おく病びようになった詩月を説得した。その時、ネレイドはただの機械には決して言えない様な台詞せりふを言っている。

　だがあの時ですら此処まで雄弁で──そして『熱心』ではなかったと思う。

「貴女は『学校』なのでしょう？」

　ネレイドは容よう赦しやなく言った。

「生徒達を守り、育はぐくむべき貴女が、生徒達のお手本たらずしてどうするのですか」

「…………」

「貴女が自ら先に進む事を、明日に行く事を放ほう棄きしたとすれば、それは此処で学んだ我々への侮ぶ辱じよくにもなります。だから」

　紅あかい電子眼が瞬まばたきし──改めて焦点を詩月に合わせる。

「貴女は諦あきらめてはいけない。諦めないでください」

「ネレイドちゃん──」

　詩月が項垂うなだれる。

「とにかく」

　何処か湿しめっぽく重くなった空気をまとめようとするかの様に、小竹乃が言った。

「先ず我々のすべき事は現状の確認と──そして根本的な姿勢でしょう」

「姿勢？」

　首を傾かしげて問うのは紅葉である。

「アグニエシカさんが言うには『説得』も『打だ倒とう』も無理だそうですが、本当にそうなのか、我々が模も索さくすべき方法はそも、どちらの方向を向いているべきものなのか」

「…………」

　小竹乃の言葉の意味が分からず、一同は目を瞬かせるばかりだ。

　女医は優しく微笑ほほえんで──言い直した。

「例たとえば『逃げる』という発想だって在るんですよ？」

「に──逃げるって」

　喘あえぐ様に尋たずね返す優樹。

　何処に？

　そもそもこの世界──鈴乃宮学園が滅ほろびるというのに？

「どうやって？　詩月をおいて逃げたんじゃ、まるで意味が無いですよ？」

「勿論。だから、詩月さんを連れて逃げる方法を探さがすという意味です」

「そんなの不可能──」

　言いかけて。

　そしてはっとした様に優樹が頷く。

「そうか」

「はい」

　小竹乃は物分かりの良い生徒を前にした教師の笑顔で頷いた。

「『打倒』も『説得』も『逃とう亡ぼう』もあるいはそれ以外も……不可能というなら、何もかも不可能です」

　そう。

　不可能という言葉は常に可能性を閉とざす。

　例えば──

『人間は鳥ではないし翼つばさもないから空を飛ぶのは不可能』

　それは一面では正しい。

　今も昔も人間の肉体は、それ自体で空を飛べる様には出来ていない。

　だから、かつてそれは絶対的な不可能事として認識されていた。

　だが『人間が空を飛ぶ』事そのものが不可能なのではない。現に航空機が、飛行船が、気球が、人間を本来、踏ふみ込む事の出来なかった虚きよ無むの領域へと連れて行ってくれる。

　大事なのは『腕で羽ばたいて空を飛ぶ』事ではなく『空に行く』事だとするならば。

　ほんの少し見る角度を変えるだけで不可能は可能に姿を変える。

　絶望の淵ふちに在あってもなお、その先を『あるいは』と見つめる者だけが、常に人の世界を明日へと進めてきた。

　ならば──

「不可能──私達は、その言葉に納なつ得とくする訳にはいかない。ならばせめてどの不可能に挑いどむのか、どの不可能を覆くつがえすべく、方法を探すべきなのか、皆で意見統一を取っておいた方がいいでしょう。私達には圧あつ倒とう的てきに時間が足りない。全すべての可能性を模も索さくしている暇ひまは無いのですから」

「でも──どれに挑むかなんて」

　途方に暮れた様に言うのは冬美である。

　確かに、どれもこれも果てしなく実現が遠くに見えるのならば、そもそもどちらに向かって走り出せば良いのかすら分からない。

「紅葉。ネレイド」

　優樹は狐の変化少女と、擬人機械の少女を振り返る。

「校庭に出て、出来ればアグニエシカとヒムリールの手助けをしてあげて。もし可能なら──一度交代して、彼女を休ませてあげて。その方が多分、時間が稼げる」

「うん」

「了りよう解かいです」

　二人の少女は揃そろってこっくりと頷く。

　いきなりの指示に、しかし彼女等が微み塵じんも怪け訝げんな表情を浮かべないのは──優樹に対する好意以上に、彼の表情から滲にじみ出る気き迫はくが分かったからかも知れない。

　臆おく病びようで。

　繊せん細さいで。

　だから逃げて。

　けれどそんな優樹だからこそ、覚かく悟ごを決めればそれは他人にも分かる。彼を好きで、彼をずっと見てきた者達には、尚なお更さらにだ。

「まず『どっちに突っ走るか』決めよう。その上で──僕達に何が出来るかを考えるんだ。何でもいい、全力で。その上で専門家であるアグニ達に相談して確認しよう。それが一番確実だと、僕は思う」

「──了解」

　四季少女達や聖も頷く。

　最後に優樹は詩月の方を振り返って言った。

「ネレイドの言うとおりだ。詩月──君は、諦めたら、駄だ目めだ。君に諦められたら、僕等の過ごしてきた日々が噓うそになる。僕が、この学園で変わる事の出来た僕が、噓で、間違っていた事になる。だから」

　優樹はベッドの脇わきに跪ひざまずく。

「何か方法を探す。僕達のこの学園の存在が、君や、僕達が過ごした日々が、無意味になってしまわない方法を──必ず」

「…………うん」

　微笑して詩月は頷いた。

「分かった。御お願ねがい」




　　　　●




　呪術だの陰陽術だの魔法だの仙せん術じゆつだの……いわゆるオカルティックな技術というものは、大たい抵ていの場合に即そつ効こう性せいに乏とぼしい。

　元々それらは『風が吹ふけば桶おけ屋やが儲もうかる理論』というか、ひどく遠回りで確実性に欠けるものだ。だからこそこの近代から現代に至る人類社会において、それらは主流に成り得ず、より確実で誰の眼にも直接的に効果の分かる技術体系──つまりは科学に取って代わられていった。

　勿もち論ろん、アグニエシカの術や道具を見れば分かる様に、そうしたオカルト系の技術もこの科学の進歩に引っ張られ、科学技術の成果も取り入れつつ、整理され、体系化され、あるいは進歩してきている。

　ただし、オカルティックな技術というものは基本的に迂う遠えんなものであり、とことん手て間ま暇ひまを喰くうものではある。これは変わらない。

　で──

「…………」

　校庭の真ん中、自らが築き上げた、直径二十メートルの巨大な呪じゆ術じゆつ法ほう陣じんの真ん中に位置し、アグニエシカはそこで優美なステップを踏ふんでいた。

　踊おどっているのだ。

　だが勿論それは遊んでいる訳でもふざけている訳でもない。




　──しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。




　アグニエシカの手首と足首に付けられた鈴が鳴り響ひびく。

　舞ぶ踏とう呪術。

　特とく殊しゆな歩法と呼吸法を用い、自らを半ば没ぼつ我がの状態に持ち込み、両手両足を使って高速で印をきる──これらの動作を一連のものとしてまとめあげた結果、それがまるで踊っている様にも見えるのだ。言ってみればそれは効率化された呪術儀ぎ式しきであり、アグニエシカが敷しいた呪術法陣の維い持じと強化を担になっているものであった。

　だが──

「…………おおおおお………………おおおおおお…………」

　空中の巨大顔面が呻うめく。

　のっぺりとまるで薄うす布ぬのに覆おおわれているかの様な──あるいは細かな造形を彫ほり込む前の塑そ像ぞうの様な、虎丸の顔が揺ゆらぐ。

　鈴乃宮学園が本来的に持っている結けつ界かい強度に加えて、今は更にアグニエシカが上乗せする形で敷いた封ふう禁きん結界が効きいている訳だが……それでも現げん状じよう維い持じで精せい一いつ杯ぱい、しかもじりじりと再び虎丸はこの鈴乃宮学園の中に侵しん入にゆうしつつある。

　恐おそらく完全に虎丸がこの鈴乃宮学園に入り込めば、その瞬しゆん間かんにこの結界は崩ほう壊かいする。

　そしてそれは鈴乃宮学園の──詩月の、死よりも情け容よう赦しや無い消しよう滅めつだ。

「…………おおおおお………………おおおおおお…………」

　虎丸の鈍にぶい咆ほう哮こうが地鳴りの様に響き続けている。

　大量に放散される霊力が、この鈴乃宮学園を揺ゆさぶり続けているのだ。




　──しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。しゃん。




　鳴り続ける鈴の音と遠い咆哮。

　やがて──




　──しゃん！




　ぴたりとアグニエシカが動きを止めた。

　ただし彼女の足あし下もとに敷かれた呪術式陣は尚なおも緩ゆるやかな明めい滅めつを繰くり返している。

「──ちょっと、休きゆう、憩けい」

　言って彼女はその場に座すわり込み、荒あらい息を吐はいた。

「まあ、これ、で、数時間、は、保つ、でしょう」

　やはり荒い呼吸を繰り返しながら、その合間に──しかし何処か澄すました口調でアグニエシカに憑ひよう依いしたヒムリールが言う。霊力放出と舞ぶ踏とうの継けい続ぞくにより、肉体疲ひ労ろうを感じているのはアグニエシカだけだろうが──当然、アグニエシカの身体からだに間借りしているだけのヒムリールも、彼女の肉体状態に引きずられる処があるのだ。

「その、間に、鋭えい気きを、養やしなって、おいて、ください」

「うん……」

「出来れば、憑依を解といた方が、いいかも、しれませんが──」

　長時間の支し援えん憑依はアグニエシカにもヒムリールにも高い負ふ担たんを掛かける上に、様々な危険が増大する。本来、何時間も続けて行う術ではないのだ。

　その時──

「アグニちゃん──」

　アグニエシカの名を呼びながら、校舎から出てくる人ひと影かげが二つ。

　一つは紅葉で──もう一つは。

「…………」

　一瞬、誰だかアグニエシカには分からなかった。

　何しろ輪りん郭かくだけ見れば人間の形すらしていなかったからだ。

　全身に小銃だの散さん弾だん銃じゆうだの携帯迫撃砲グレネード・ランチヤーだのを、それもそれぞれ複数携たずさえ、あるいは背負ったネレイドである。やたらにでっかいバックパックに加え、全身からにょきにょき突つき出ている銃身や砲ほう身しんのお陰かげで、その影は何かイガグリかウニの様にも見えた。

『一人軍隊ワンマンアーミー』という言葉は、しばしば映画だの何だののあおり文句で見掛けるが──実に一個小隊分、普ふ通つうの人間なら、装そう備びした途と端たんに自重で潰つぶれそうな量の武器弾だん薬やくを全身に装備して駆かけてくる彼女の姿は、まあ何というか、文字通りの『一人軍隊』であった。

「ネレイド──何やってんの、あんたは」

　呆あきれ果てて言うアグニエシカ。

「ネレイド重装改かいとお呼びください。あるいは拠きよ点てん防ぼう衛えい用ネレイドか、フルアームド・ネレイドでも可です」

「どこのプラモデルよ、あんたは」

「アグニちゃん、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　座り込んでいるアグニエシカを見て心配になったのだろう。紅葉は慌あわてた様子で駆けつけようとするが──

「紅葉。待って下さい」

　言ってネレイドが紅葉の腕を摑つかんだ。

「ネレちゃん？」

「足下を」

　言ってネレイドが注意を促うながすのは、アグニエシカが校庭の地面に刻み込んだ呪じゆ術じゆつ法ほう陣じんである。その複雑な模様は緻ち密みつきわまりなく──迂う闊かつに脚あしを踏ふみ入れて踏めば、その瞬間に壊こわれてしまいそうに見えた。

　だが──

「ああ──大丈夫」

　とアグニエシカ。

「踏んでも崩くずれないわよ。呪術回路そのものはこの場に焼き付けたから」

　地面に描き込まれた紋もん様ようは呪術回路の鋳い型がた、あるいは設計図に過ぎない。

　既すでに術式そのものは霊力の血を通わされ、自律的に稼か働どうしている。彼女の霊力を使ってはいる訳だが──必ずしも呪術法陣の側そばにアグニエシカが居る必要も無いのだ。この辺あたりは通常の呪じゆ詛その類たぐいと同じだった。

「了りよう解かいしました」

　ネレイドは手を離はなし──紅葉はそのまま遠えん慮りよ無く呪術法陣を踏んで、アグニエシカに駆け寄ったが、確かに地面の模様は全く崩れない。ネレイドの靴が踏んでもそれは同じ事であった。

「アグニちゃん、紅葉達はアグニちゃんの応おう援えんに来たんだよ？」

　ぴょんぴょんとアグニエシカの目の前で飛び跳はねて、自己主張しながら紅葉が言う。

「優樹に言われて」

「優樹に？」

「戦闘能力のある者で可能な限りに時間を稼ぎ、先まず対たい策さくを打ち立てる──その為ために、もし可能なら専門家であるアグニエシカさんの意見が欲しいと彼は言っています。私達はアグニエシカさんを支援し、もし可能なら、アグニエシカさんと時間稼ぎの交代をする様に命じられてきました」

「……なるほど」

　微笑を浮かべて頷くアグニエシカ。

　紅葉とネレイドという珍めずらしい組合せは純じゆん粋すいに『戦闘力』のみに注目して選ばれた結果なのだろう。

　それが優樹の指示だというのも……アグニエシカとしては少し嬉うれしかった。

　初めて出会った時の優樹なら、慌あわてて、迷まよって、なかなか判断を下せなかったに違いない。その優ゆう柔じゆう不ふ断だんさは彼の魅み力りよくにも一部繫つながっているが──それでも常に決断や判断から逃げていては人間として成長できない。

　立ち止まっていない。

　自分も。優樹も。そして恐らくは他の皆も。

　此処に来た事は無意味ではない。

　だから──

「──何か出来る事がある筈はずよ」

　アグニエシカは鈴乃宮学園の校舎を振り返りながら呟いた。
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　いつの間にか、また気を失っていたらしい。

　気が付くと──保健室には優樹の姿だけが在った。

「──皆は？」

　ベッドで横になったまま、詩月は傍かたわらの椅い子すに座って何か本を読んでいた優樹に声を掛ける。優樹は本を置いて詩月の方を振り返り、優しく微び笑しようした。

「図書館。何か思い付く手掛かりがあるかなって。詩月の様子を見るのは交代制。もうすぐ春香さんが来ると思うけど」

「……そうなんだ」

「僕も何か手掛かりになるかと思って色々読んでるんだけどね」

　苦笑して優樹は傍らに積まれた本を掌てのひらで叩たたいて見せた。

「どうにも……泥どろ縄なわに過ぎるかな」

「うーん……」

　確かに泥縄は泥縄だろう。

　そもそもあとどれだけ時間が残されているのかも分からない。

「僕達に出来る事は少ない。戦うにしても逃げるにしても──あるいはどうにかして意思の疎そ通つうを図るにしても、圧あつ倒とう的てきに選せん択たく肢しが少ない。とりあえずはあの虎丸って人を倒たおす方法を探ってる」

「……そっか」

「アグニは無理だって言ってたけどね」

「……そっか」

「詩月を連れて逃げるとか、そういうのよりは未だ方法が見つかりそうだし──みんなで色々考えてるよ。紅葉の狐きつね火びで攻こう撃げきするとかも──」

「ごめんね」

　引き上げたシーツで顔の半ばを隠かくしながら、上うわ目め遣づかいに詩月は言った。

「皆に──結局、迷めい惑わくかけてるよね」

「違うだろ」

　優樹は苦笑して首を振る。

「そこは言うなら『ありがとう』だよ」

「…………」

　曖あい昧まいで悲しげな顔を浮かべる詩月。

　だが優樹は根気強く嚙かみ含ふくめる様にして言った。

「誰も迷惑とか思ってない。みんな、自分がしたいからそうしてる。それだけの事だよ。謝あやまって貰もらう様な事じゃない」

「そっか……」

「そうだよ」

　優樹は頷うなずいてから──ふと表情を引き締しめて尋たずねてくる。

「具合はどう？　まあ僕が聞いてもどうしようもないのかもしれないけれど」

「ちょっとは……楽」

　と詩月。
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　まあ空に浮かんでいる虎丸の顔を見ても、特に変化は無い。アグニエシカの仕し掛かけた呪じゆ法ほう陣じんがぎりぎりで侵しん攻こうを食い止めているのだろう。もっとも『長持ちはしないわよ』とはアグニエシカの言である。とりあえず変化が在あれば、監かん視し役として校庭に出ているネレイドと紅葉が何か言ってくる筈だった。

　とりあえず小しよう康こう状態という処ところだろうか。

「何かして欲しい事があれば遠えん慮りよ無く言ってくれよ。僕等に出来る事なんてたかが知れてるんだから、精せい一いつ杯ぱい我わが儘まま言ってくれても罰ばちは当たらないよ」

「……んとね。じゃあ」

　微苦笑を浮かべて詩月は言った。

「手──握にぎってくれる？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、気け圧おされた様に優樹は黙だまり込む。

　彼は少し頰ほおを赤らめながら、しかし黙って手を伸のばし、シーツの下から差し出された詩月の白い指を握った。

「これで、いい？」

「うん……」

　嬉しそうに微笑ほほえむ詩月。

　優樹は少し椅子の位置をベッドに近付けて、無理なく詩月の手を握れる様に座り直す。そんな彼を見つめながら──

「優樹は、さ」

　ふと思い付いた様子で詩月は言う。

「元の世界に戻ったらどうするの？」

「詩月──」

「大丈夫、別に諦あきらめてるんじゃないから」

　穏おだやかに微笑しながら詩月は言った。

「でも今回の事が在っても無くても──いつかは優樹は元の世界に戻らないと。君は、明日へ行く人だから」

「…………」

　優樹はただ黙り込む。

　それは暗あん黙もくの了りよう解かいではあった。

　いつかは来る別れ。

　それは必然なのだ。

　辛つらく厳きびしい現実に立ち向かうための、知識と、経験を積つんでいく場所。

　学校とはその為の場所だ。

　その為に、そこは優しい偽いつわりで満ちた世界なのだ。

　ならば、そこにいつまでも居て良い筈はずが無い。そこは『辿たどり着く』場所ではない。『通り過ぎる』場所なのだ。いつか必ず──生徒達はそこを出ていく。出ていかなければならない。

　そしてそれは、この鈴乃宮学園でも例外ではないのだ。

　学校と。生徒と。

　それが本来の在り方であり、詩月が、鈴乃宮学園が切望して──しかし手に入れられなかった未来なのだ。ならば、たとえそれが紛まがい物の『ごっこ』であろうとも、優樹達はそれに背く事は許されない。

　明日へ行くこと。

　此こ処こを出ること。

　それでのみ──詩月の望みは叶かなえられるのだから。

　しかし……

「駄だ目めだよ」

　優樹は詩月の手を握りしめながら言った。

「──え？」

「駄目だよ。詩月──君だけ此処に留とどまってちゃ、駄目だよ」

「優樹……？」

「まるで詩月は……僕達だけが、明日に行くみたいな言い方をするけれど。でも違うよ。詩月だって明日に行かないと駄目だ。僕達は、変わる。互たがいに影えい響きようを与あたえ合って変わっていく。だから詩月、君も変わらないと駄目だ。僕達を見送るだけじゃ──駄目だ」

「でも……」

「学校だって、変わっていく。僕達が卒業して、社会に出て、社会を変えて、そうやって少しずつ変わっていくんだ。技術も。文化も。知ってるかい？　今の学校は鉄筋コンクリートが当たり前だよ？　机だって、黒板だって、変わっていく。ゆっくり流れてはいるけれど、学校だって、時間の流れの中に取り残されている訳じゃない」

「それは……」

　その通りだ。

　現実に対応する為の力をつける仮かり初そめの世界。

　学校の役目がそれであるのならば──現実の変化に伴ともなって学校だって変わる。

　設備も。人員も。理念も。少しずつではあるが変わっていく。

「立ち止まっちゃ駄目だ。ほんのちょっとなら、逃げてもいいし、後ずさったっていいし、立ち止まってもいいと思う。でもそこに──ずっと居たら駄目だ。君は、本当に、取り残されてしまう。取り残されて、誰からも忘れられて、本当に、何もかも無かった事になってしまう──」

　変わらないものなどない。

　だから……ただそこに佇たたずんでいるだけではいけない。

　佇み続けてはいけない。

「でも私は死んでるよ？　幽ゆう霊れいだよ？」

　微び苦く笑しようを浮かべて詩月が言う。

「もう私に明日は無いよ？」

「そんな事無い──無いと思う」

　優樹は首を振る。

「アグニが言ってたじゃないか。輪りん廻ね転てん生しようの環わがどうのこうのって。死んだって生まれ変われるのかも知れないだろ」

「……そうだね」

　きゅっと──詩月は優樹の手を握りしめる。

「生まれ変わりか──生まれ変われたら、いいね」

「詩月は……」

　優樹は、一瞬躊躇ためらう様な表情を見せてから、言葉を繫つないだ。

「もし生まれ変われるとしたら、どんな風に生まれ変わりたい？」

「そうだね……次は……」

　僅わずかの間、夢見る様な瞳ひとみで空中を見つめ──そして詩月は言った。

「生まれ変わったら女の子になりたいかな」

「……今でも女の子じゃないか」

　優樹は──不器用に苦笑を取り繕つくろいながら言った。

　勿論、今の詩月の姿は仮初めのものでしかない。

　それを優樹は分かって言っている。

　分かった上で──詩月の気持ちを慮おもんぱかって言っている。そんな彼の気持ちに触ふれる度に、詩月は嬉しくなるし、だからこそ、今度こそは優樹と添そい遂とげられる様な、人間の女の子になってみたいとも思う。

　しかし──

「違うよ。ちゃんとした本物の女の子。別に美人でなくてもいいから。ちゃんと、男の子と普ふ通つうに恋れん愛あいとか出来る、普通の、生きてる女の子に」

「……詩月……」

　鈴乃宮詩月。

　誕たん生じようした時点で──既すでに死んでいた少女。

「でもやっぱり学校もいいなあ」

　詩月は言って朗ほがらかに笑う。

「ちゃんと沢たく山さんの生徒達が通ってきて、頑がん張ばって、泣いたり笑ったりして、そこで、みんな頑張って──そんな子達が卒業していくのを見送って。普通の女の子に生まれ変わるのは、その後でいいかな？」

「そっか……」

　俯うつむいて言う優樹。

　その手が──僅わずかに震ふるえているのを、詩月は感じる。

「ごめんね。やっぱりごめんね。私──優樹の負ふ担たんになってるね」

「違う、違う、そんなんじゃない……」

　俯うつむいたまま、優樹は首を振る。

　その声が──揺れて、濡ぬれていた。

「僕は……」

　言葉が続かない。

　俯き、むしろ詩月の手に縋すがる様にして優樹は肩を震わせていた。
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「…………」

　壁かべを背にしたまま小さく小さくアグニエシカは溜ため息をついた。

　中の二人に聞こえない様に。

「よろしいのですか？」

　憑ひよう依いしたままのヒムリールが、少し意地悪い声で囁ささやいてくる。アグニエシカはこれまた極力抑おさえた声で囁き返した。

「ここで嫉しつ妬とに狂くるって踏ふみ込む程、バカじゃないわよ」

「左さ様ようで」

　使い魔の口調は何ど処こか満足げではあった。

「しかし……どうしましょうか」

「何かある筈なのよ、何か」

　親指の爪つめを嚙かみながらアグニエシカは言う。

「虎丸を倒す、これはもう本当に無理。それは間違いないわ。普通の場所で──っていうのならネレイドの物理攻撃も効きくだろうけど。そもそもあそこに映っている虎丸の顔はあいつそのものじゃないだろうしね」

　あれは、この鈴乃宮学園という閉へい鎖さ界かい面めんに映うつり込んだ、虎丸の虚きよ像ぞうだ。

　別の言い方をすれば、彼が放散する霊力が、イメージとしてあの形を採とっているに過ぎない。だから霊的攻撃によりわずかに侵しん攻こうを止めたり、押し戻したりする事は出来ても、あの顔に直接物理攻撃を仕掛けてもあまり意味は無い。

　銃じゆうや爆ばく弾だんでも、物理現象に転化した霊力を排はい除じよする程度の事は可能だろうが──それは放出された後の霊力に対してであって、虎丸本体には、何の影えい響きようも出ないだろう。

　水面に映っている虚像に石を投げる様なものだ。

　水飛沫しぶきは飛んで本体にかかる程度の事はあるかもしれないが、何万個石を投げ込んだ処で、石が相手に届とどく事はない。

「かといって私の力を増ぞう幅ふくするのも限界があるし。それは紅葉も、優樹の御お守まもりも一いつ緒しよだよね」

「ですね」

「説得の類たぐいもやっぱり無理でしょうしね。せめてお付きのサラが居てくれれば、意い思し疎そ通つう位は出来たのかもしれないけど──どうもあの様子だと側そばに居ないみたいだし」

「何が在ったのでしょうか」

　フクロウに擬ぎ態たいしたサラは、ヒムリールと同様、使い魔というより補ほ佐さ役兼監かん視し役として他の陰おん陽みよう課か員いんから虎丸に付けられた存在だ。

　虎丸自身は一切の術だの法だのを使えない。というより使う必要が無いし、使えるだけの頭も無いのだ。

　だからこそ暴走を防ぐ為ためにサラが付けられていた訳だが──

「まさか虎丸がサラをどうこうするとは思えないし、何か事故でもあったんでしょうね。時間稼かせぎをすれば、課長か誰かが事態に気付いて、虎丸を止めてくれるかもしれないけど──いや、そういうのを期待してもしょうがないわよね」

　肩を竦すくめるアグニエシカ。

　半人前のアグニエシカさえ所しよ属ぞくして仕事をしていた事からも分かる様に、ただでさえ人手不足の陰陽課である。

　元々派は遣けんすべき人員に余よ裕ゆうが在るでもないし、アグニエシカに続いてサラまでもが連れん絡らく途と絶ぜつとなると、むしろ追加の人員を派遣する様な危険は犯おかさず、当とう該がい霊的事象──鈴乃宮学園の事である──を『危険性高し』と断じて、虎丸による徹てつ底てい殲せん滅めつを選せん択たくする可能性が高い。

「事なかれ主義ですからねえ、課長は」

　とヒムリール。

「となると、単なる時間稼ぎは無む駄だ。虎丸を倒すのも多分無理──さて」

　そんなやり取りをしていると。

「──アグニちゃん？」

　詩月の看かん病びよう（？）役の交代としてやって来たのだろう。

　首を傾かしげつつ近付いてくるのは聖であった。

「…………」

　アグニエシカとヒムリールは揃そろって口元にぴんと立てた指を当てる。

「…………」

　一瞬、怪け訝げんそうに瞬まばたきしてから、聖は微笑して頷いた。

　どうやらすぐに事情を察したらしい。彼女──もとい彼はアグニエシカの隣となりに並ならんで立つと、からかう様に言ってきた。

「……優しいですね、アグニちゃん」

「別に、そんなんじゃないわよ」

　聖の言葉にやや頰ほおを赤らめながら言うアグニエシカ。

「で──そっちは何か進展はあった？」

「それが全然、どうにも」

　聖は溜ため息をつく。

　やはり素人しろうとがちょっとやそっと考えた処で、この状じよう況きようを打開する様な案は出てこないらしい。まあアグニエシカも咄とつ嗟さに優樹に『どうにかして』と押し付けたものの、改めて考えてみるに、無茶な事だというのはよく分かる。

「春ちゃん達はそれこそ、図書室の本棚全部ひっくり返して片かたっ端ぱしから読んでる勢いだけど……」

「うーん……」

　恐おそらくここで必要なのは知識ではなく発想の転てん換かんだ。

　本を読む事でそれを得られる可能性が、無い訳ではないが──

「ところでアグニちゃん。私はオカルトとかよく分からないんですけど──詩月ちゃんって元々幽ゆう霊れいなんですよね？」

「そうね。正確には付つく喪も神がみかな。あ──でも本体が火災で焼失している以上、幽霊でもあるわね」

　鈴乃宮学園が心を持ち、その無念が形となって残ったのが、この世界であり、詩月である。単なる幽霊とはまた成り立ちが違う訳だが──根本的な部分でそう差は無い。

「幽霊っていつまでもそのままなんですか？」

「いつまでもって？」

「ほら、成じよう仏ぶつとかあるじゃないですか」

「ああ──」

　頷くアグニエシカ。

「実際に『仏ほとけ』が居るかどうかはさておき。幽霊を構成している霊体が、現げん世せへの執しゆう念ねんや残ざん念ねんを解体して、巨大な霊力の流れの中に還かえっていくっていう現象は在るわね」

「それって……その、普通の物質が、地球環かん境きようの中で流る転てんしていくのと同じ感じ？」

「まあ大体は」

　アグニエシカ達に言わせれば、オカルティックな現象や知識も、科学のそれと実はそう大差無いのだ。物質も、霊れい魂こんも、生成し死し滅めつし巨大な流れの中で流転して循じゆん環かんする。

　全すべてはそういうものだ。

「細かい処までは私達にも分かってないんだけどね」

「じゃあやっぱり、幽霊って言うのは、不自然というか──自然の摂せつ理りに逆らう様な、本来は在ってはいけないものなのでしょうか？」

「…………」

　アグニエシカは言葉に詰つまる。

　この学園に来るまでの彼女なら何の躊躇ためらいも無く頷いていた事だろう。

　だが──

「微び妙みような問題です」

　代わりに応こたえたのはヒムリールだった。

　ちなみにヒムリールがアグニエシカに憑ひよう依い中なのは既すでに、他の者達に説明してある。

「幽霊になるという事は、この世界の外側に棲すむという事です」

「──え？」

　目を瞬しばだたかせる聖。

「輪廻転生の環から外れ、永遠の傍ぼう観かん者しやとして、変わり行く世界をただ眺ながめるだけの存在になるという事です。その事自体には是ぜも非ひもありません。ただそれは、酷ひどく辛つらく寂さびしい事なのだと聞きます」

「…………」

「例たとえばそれは──全てが凍こおり付いて動かない冬の日に、暖あたたかく、楽しい何ど処こかの家の中の団だん欒らんを、硝子ガラス一枚隔へだてた外から見つめている様なものです」

　どれだけ楽しそうに見えても。

　どれだけ素す敵てきに見えても。

　決して触ふれられない。

　決して混ざる事が出来ない。

　ただ──ひたすら見つめるだけの存在。

「多くの場合に幽霊達はそれに耐たえられない。途と方ほうもない疎そ外がい感の果てに、幽霊達は、自分のその中に──生きている者達の間に入りたくなって、何かしらの干かん渉しようをしようとする。だがそれは許されない事です。彼等は最初に、外側に棲むという事を選んだからこそ、『変わらずにそこに有り続ける』権利を手に入れたのですから」

　それは矛む盾じゆんした欲求ではあったろう。

　変わりたくない。

　無くなりたくない。

　でも──変わっていく賑にぎやかで暖かくて楽しいあの世界に戻りたい。

　切なく悲しい二に律りつ背はい反はん。

「外側に在るべきものが内側に干渉しようとすると、大たい抵ていの場合に問題が起きます。それは生きている者の生活を脅おびやかし、世界の摂せつ理りをねじ曲げる。それが許されてしまえば万ばん物ぶつは流る転てんする事をサボり、その意味を忘れ、世界は最終的に──死にます」

　何一つ変わらない世界。

　何一つ動かない世界。

　確かにそれは──死んだ世界と同義語だ。

「だからこそ古来より、人は死を受け入れ、変わり行くことを受け入れようと、様々な価値観を生み出し、宗教を生み出し、何とか折り合いを付けてきたのです」

「……そうですね」

　聖は頷く。

　ヒムリールは若じやつ干かんの間を置いて──付け加える様に言った。

「しかし死とは必ずしも無くなる事ではない」

「え？」

「お忘れですか？　万物は流転する。影えい響きようは影響を生み、新たな未来に繫つながっていく。例えば一人の人間が生きて残した様々な現象は、他の人々や、現象に何らかの影響を与あたえて波は及きゆうしていく。そして一いつ旦たん、解体された魂たましいは、そんな世界に──自らが変える事で創つくり出したその世界に、再び何らかの形を得て生まれ来る事になる」

「…………」

「それは、必然であり、それこそが『生まれ変わり』。それこそが輪廻転生。自らが生み出した何かが、いつか必ず魂の受け皿ざらとしてそこに在る。それはその者の子し孫そんの身体であるかもしれないし、その者が居なければ、途と絶だえてしまっていた筈の一族の誰かであるかもしれないし──動物かもしれない。あるいは無機物かもしれない──ネレイド殿どのの様に。でもそれはやはり、色々な人々の色々な行動と人生の果てに、此の世に生まれてきたものである筈で──」

「……そっか」

　聖は微笑して頷く。

「この世に無む駄だなものは──きっと何も無いんですね」

「少なくとも、先人達はそう考えてきました」

　とヒムリール。

「……あ。でも、ちょっと待ってください。一旦、『外側』を選んで幽霊になっても、その後、その生まれ変わりを望む事は出来るんですよね？」

「勿もち論ろん」

　アグニエシカが頷いてみせる。

「だから説得するだけで『成仏』してくれる幽霊も居る。幽霊をしているのは、大抵の場合に何か今のままの自分で、成なしたい事を残している者だから」

　そして幽霊をする事は、本来、決して楽しい事でも楽な事でもないのだから。

「だったら──」

　ふと何か思い付いた様に聖が言う。

「だったら……もし……」

「──もし？」

「詩月ちゃんの、『無念』を晴らしてあげれば、彼女は普通に成仏出来て、この鈴乃宮学園から私達も解放されて──めでたしめでたしになるんじゃないんですか？」

「それが出来れば苦労しないわよ」

　何を今いま更さら──といった口調で言うアグニエシカ。

　そう。

　具体的に詩月の『無念』が何なのか、細かい部分は本人にすら分かっていない。だからこそアグニエシカや優樹達は、彼女が満足できる様に、手探りで学園ごっこを続けてきたのだ。

　だが未だ詩月は成仏する気配が無い。

　ならば彼女が引っ掛かっているのは──何なのか？

「いや──待って」

　ふと眉み間けんに縦たて皺じわを刻みつつアグニエシカは言う。

　感情は理屈ではない。

　むしろ曖あい昧まいなイメージに感情が引きずられている事の方が多い。

　例えばかつて優樹の提案で行われた『桜さくらの花びらが舞まい散る春のイメージ』──あれが詩月にとって必要な『始まり』の儀式だったとしたら。

　漫まん然ぜんと学園生活を送っているだけでは『終わり』にならない。

　では──何が『終わり』の儀式たり得る？

　何が、詩月の未練を最終的に払ふつ拭しよく出来る？

　それは……

「そっか。その手が、あるかも」

　アグニエシカは頷いた。
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　鈴すず乃の宮みや詩し月づき。

　彼女はいつも言っていた──『生徒達を守り、育はぐくみ、そして送り出す。それが学校の役目』なのだと。それを全まつとうする事が出来なかったから、自分はこうして幽ゆう霊れいをしているのだと思う──と。

　ならば……

「……詩月」

　恐おそらく虎とら丸まるの侵しん入にゆうは相当な疲ひ労ろうとして彼女の中に蓄ちく積せきされているのだろう。また眠ねむってしまった──しかし優ゆう樹きの手を握にぎったまま──少女を見つめながら、優樹は考える。

　彼女は縛しばられている。

　彼女は括くくられている。

　自分自身の無念と未み練れんに。

　だからこそ彼女は望まずして優樹達を拘こう束そくし、優樹達に学園ごっこを強しいる事になった。学園ごっこを強いているのは詩月だが、彼女は優樹達にそれを強いると同時に自らにもそれを強いていた。だからこそ彼女は自らも生徒の姿をして、制服を着て、此こ処こに居る。

　では。

　彼女のその束そく縛ばくを解放してやれば、どうなる？

　鈴乃宮学園の終しゆう焉えんについては、優樹も何度か皆みなと話し合った。特にアグニエシカとは何度もその事については話をした。自分達が鈴乃宮学園から出て行く可能性や、鈴乃宮学園そのものが、詩月の未練や無念の解消と同時に無くなる可能性を。

　勿もち論ろん、現状では分からない事が多すぎる。いや──多すぎた。

　だからそれは、言葉遊びや想像の域いきを出なかったのだ。

　しかし──

「…………」

　舞まい散る桜さくらの中で嬉うれしそうに佇たたずむ詩月の姿。

　あの時から、彼女の中の時はゆっくりとだが、動き始めたのではないか？

　終わりに向かって。

　その結果が小さ竹さ乃のの言っていた『鈴乃宮学園』の変調なのではないか？　終わるべき方向に動き出していながら、その至るべき終わりが見えないからこそ、まるでせき止められ、決けつ壊かい寸前の河の様ように、鈴乃宮学園は異常をきたしていたのではないか？

　では──

「駄だ目めだ、彼女だけでは駄目なんだ」

　始まり。

　入学のイメージ。

　それは彼女の気持ちだけで解決がついた。

　当然だ。元々入学とは『未だ居ない生徒を受け入れる』為ためのけじめなのだから。そこに生徒の意志や行動は必要が無い。生徒達が、ただ舞い散る桜の中をやってくるだけで、それは詩月の夢ゆめ見みた始まりのイメージ足り得た。

　では──『終わり』は？

　学園生活とは、何を以もつて終わりとなる？

　何を以て学園生活は満まん了りようし、生徒は、教師は、関係者は、その本分を果たしたと満足する？

　学園とは仮かり初そめの世界。

　厳きびしく辛つらい現実に対たい抗こうする力を付けるべく、雛ひな鳥どりたちが予行演習をする為の場所。

　だからいつかは出ていかなければならない。

　だから……

「僕達で──いや、僕達が、するべきなんだ」

　きっとそれは、ただそれだけの事。

　自ら生徒たる者達がこの場を去る──それこそが『終わり』。

　安あん寧ねいからの、苗なえ床どこからの、決別。

　それは決して、終しゆう焉えんではなく──終わりであると同時に始まりでもある。

　昨日を糧かてに。

　今日を学び。

　明日に──向かう。

　その為の。

「それなら……」

　優樹はそっと詩月の手を解ほどき、ゆっくりと──彼女を起こしてしまわない様に、静かに立ち上がる。彼はこれまた注意して音を立てないようにして扉とびらを開いて……

　そこで。

「──あ」

「──あ」

　真正面からそこに立っていたアグニエシカと顔を合わせた。

「な、なに？」

「あ、いや、その──ええと交代に」

　とアグニエシカ。

　そんな彼女を苦笑して見つめつつ、横から、やはり廊ろう下かに立っていた聖ひじりが言った。

「アグニちゃんは、何か思い付いた事があるみたいです。詩月ちゃんの看かん病びようは私がしますから、お二人で相談してください」

「あ……うん。僕も思い付いた事があるんだ」

　聖に向けて頷うなずいてから、優樹は視し線せんをアグニエシカに戻した。

「優樹も？」

「うん。とりあえず──皆にも相談したい。図書室に行こう」

「そうね」

　二人は振ふり返って聖が頷くのを確認すると、どちらからともなく廊下を歩いて図書室に向かう。

　その途と中ちゆう──

「……あ」

　指と指とが触ふれる感かん触しよく。

　それは本当にただの偶ぐう然ぜんだったが、アグニエシカはびくりと身を竦すくませる。

「アグニ？」

　きょとんとした表情を浮うかべる優樹に、アグニエシカは曖あい昧まいな笑顔を取とり繕つくろった。

「な、なんでもない、なんでもないよ？」

「…………？」

「優樹殿どの」

　アグニエシカに憑ひよう依いしたままのヒムリールが言った。

「少々我わが主あるじは疲つかれています」

「ヒムリール？」

「倒たおれてしまわないように、手を繫つないでやってくださいませ」

「ちょっ──あんた」

　慌あわてて赤面するアグニエシカに、しかし優樹はごくごく普ふ通つうに頷いた。

「うん、ごめんよ、アグニ一人にかなり色々押おし付けてるね」

「そ──それは、いいけど」

　アグニエシカの手に、ごく当然といった様子で優樹の手が重なる。

「って、こんな手を繫ぐだけでいいのかな。大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっと──その」

　一瞬、逡しゆん巡じゆんの表情を示すアグニエシカ。

　あるいはこの非常時に優樹に甘あまえる事を──恥はじているのかもしれない。妙みような部分でこの赤毛の霊れい能のう少女は生き真ま面じ目めなのだ。彼女はぶつぶつと小声で『私と優樹は付き合ってんだから』と言い訳してから──呟つぶやく様に言った。

「手──組んでいいかな。その方が……なんていうか」

「あ……うん。楽だよね」

　頷いて優樹はアグニエシカに身体からだを寄せ、腕うでを絡からめる。

　肩かたが触れ合い、身体が密みつ着ちやくする。

　互たがいの吐と息いきの温ぬくもりすら感じられる距きよ離り。

「優樹」

「なに？」

「ありがと……」

　そう言って──アグニエシカは身体全体で優樹の腕に縋すがり付いてきた。




　　　　●




「──卒業式？」

　きょとんとした表情を浮かべる一同に優樹は頷いて見せた。

　四季少女達シーズン・シスターズ、小竹乃と紅葉もみじである。虎丸の監かん視し役としてネレイドは校庭に出ていて此こ処こには居らず、詩月と聖は保健室、既すでに廊ろう下かを歩きながら互いの思い付きを確認し合ったアグニエシカは優樹の傍かたわらに立っているだけだ。

「卒業式って──あの、卒業式だよね？　ぐらでゅえーしょん？」

　若じやつ干かん戸と惑まどった様子で春はる香かが聞き返してくる。

　恐おそらく皆みなは『この非常時に何を』と思っているのだろう。だがこの非常時だからこそだ。優樹の考えに間ま違ちがいが無ければ、恐らくこれが現状で最も確実な状じよう況きよう打開の方法なのだ。

「そう。それ」

　とアグニエシカ。

　更さらに彼女の後を継つぐ様な形で優樹は言った。

「卒業式を、するんだよ。僕達の手で」

「それが何の──…………」

　そこまで言いかけて、ようやく春香は気付いたらしい。

「あ。そうか」

「なに、なんだよ、春香、お前だけ分かってんのかよ？」

　未まだ分からないらしい夏なつ輝きが、慌てて傍かたわらの春香の襟えり首くびを摑つかむ。思わずぽろりと転げ落ちそうになった首を左手で押さえながら、春香は苦く笑しようして言った。

「要するに、詩月を成じよう仏ぶつさせてあげようって話よね？」

「そう」

　優樹は頷いた。

「あの虎丸って人の問題点は、輪りん廻ね転てん生しよう出来ない位に──詩月を、鈴乃宮学園を構成している魂たましいから何からを根ね刮こそぎ吹ふっ飛ばしてしまう事だよね」

「そうなるわね」

　とアグニエシカ。

「逆に言えば……あの人に吹っ飛ばされる前に、詩月を成仏させてあげられれば、いいんじゃないかなって事」

「…………ああ。そっか」

「そうね」

　秋あき菜なと冬ふゆ美みが頷く。

「思い残すところが無くなればいいんだ」

「そうすれば安心して先に行けるよね」

　夏輝と春香も腕を組みながら言葉を交わす。

「でも今まで成仏出来なかった訳だよな？　それを──」

「その為の卒業式でしょ。卒業式まで一通りやれば、詩月の未練も無くなるんじゃないかって事よ」

「……ああ、そうか」

「…………」

「…………」

　優樹はアグニエシカと顔を見合わせた。

　実の所、生きている彼等にとって、幽霊の気持ちは実は最後の一線では分からない部分がある。輪廻転生と聞こえの良い事を言っても、それは幽霊達にとって実質的に二度目の『死』だ。それを四季少女達や小竹乃が、恐おそれ嫌きらう可能性も在あった。

　だが──

「案外、私達も詩月と一いつ緒しよに成仏出来るかもね」

「それはそれでいい感じかな」

　などとあまり否定的な意見は四季少女達からは出ない。

　恐らく表情に出ていたのだろう、優樹とアグニエシカを慰なぐさめる様に、小竹乃が微び苦く笑しようを浮かべて言った。

「これでなかなか、幽霊で居続けるのは辛つらいんですよ」

「…………」

　どれだけ楽しそうに見えても。

　どれだけ素す敵てきに見えても。

　決して触れられない。

　決して混ざる事が出来ない。

　ただ──ひたすら見つめるだけの存在。

「だから、成仏できるというのならば、それは良い事なんです。私も詩月さんと一いつ緒しよに解放される事が出来るのならば、異論は在りません」

「でも──」

　四季少女達にしろ。

　小竹乃にしろ。

　幽霊で居るからにはそれなりの理由が在るはずなのだ。

　詩月の成仏と彼女等の成仏が同じであるとは限らない。

「気付いていないみたいですから──言っておきますけど」

　小竹乃は優しく微笑して言った。

「私達はもう思い残す事は、何も無いんですよ？」

「……え？」

　驚おどろきの表情を浮かべたまま固まる優樹とアグニエシカ。

　二人は四季少女達の方へ視し線せんを向け──そこで四人が微苦笑を浮かべて頷く姿を見た。

「貴方あなた達が見せてくれたのですよ？」

　小竹乃は続けて言った。

「私達の存在が無む駄だでは無かったって」

「…………」

「貴方達が明日へ繫つながる限り、私達の存在は無駄ではなかった。誰だれかと結ばれて、子を産み、育てる事は叶かなわなかったけれど、それでも、私達と出会った事は貴方達の中に残る。貴方達が明日へ繫がっていく限り、私達の存在も無意味にはならない」

「それは──」

　かつて優樹がネレイドに言った事だ。

　そしてヒムリールが聖に語った事だ。

　ごくごく当たり前で、しかし誰もが普段は意識すらしない事だ。

　全すべては繫がっている。

　当たり前の様に、全ては互たがいに影えい響きようを及およぼし合っている。

　だから必要なのはただ一つ。




　──気付くこと。




　自分の存在が無意味でも無駄でも無かったと、その為に自分達は生まれてきて、色々な影響を互いに波は紋もんの如ごとく及ぼし合い、そして世界を創つくっているのだという事を。

　ただそれだけでいい。

　命は──繫がっている。

　何ど処こまでも広く広く世界を遍あまねく覆おおう程に。

「だから大だい丈じよう夫ぶ。それは終わりであって終わりでないの」

　小竹乃は優樹とアグニエシカの肩に手を回し、二人を抱だき締しめる。

「終わりは始まり。始まりは終わり。常に繫がって未来に続く。だから先ず始めましょう──私達のけじめ、私達の終わりを。新しく、始まりを始める為に」
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　監かん視し役という意味では──ネレイドは間違いなくうってつけではあったろう。

　彼女は本来、眠る必要も無く、瞬まばたきの必要も無い。実際には睡すい眠みんは経験情報の整理に、瞬きは電子眼を洗せん浄じようする為に必要な作業だが、それがバイオリズムに組み込まれているが故ゆえに融ゆう通づうの利きかない生物と異なり、ネレイドは必要とあれば時間や回数を減へらす事も、ずっとそれを先送りにする事も出来る。そういう意味で彼女は生身の人間よりも数倍タフではある。

「…………」

　地面の上、アグニエシカが描いた呪じゆ法ほう陣じんの真ん中、そこでネレイドは持参した銃じゆう器きを扇おうぎ状じように並ならべて──どの銃器も一いつ瞬しゆんで手に取れる様に、自らを中心とした円状に配置して、空に浮かぶ巨きよ大だいな顔面を睨にらみ据すえていた。

　未だアグニエシカの施ほどこした呪術が効きいているのか、ぶるぶると虎丸の顔は震ふるえているものの、今まで以上にこちら側に侵しん食しよくしてくる様子は無い。とはいえ、小さくなる様子も引っ込む様子も無く、あくまでアグニエシカの施ほどこしたそれが、時間稼かせぎ以上のものではない事は、ネレイドの眼にも明らかだった。

　勿もち論ろん、ネレイドは自分の戦せん闘とう能のう力りよくが虎丸の存在そのものには何ら通用しない事を知っている。それは〈悪あく霊りよう〉に対するのと同じだろう。

　だが──

（時間稼ぎ位は……）

　その程度は〈悪霊〉に対しても出来る。ネレイドに霊的存在を追い払はらう事は出来ないし、ましてや滅ほろぼす事は出来ないが、物理的実体を持つに至った相手ならば、とりあえず引き裂さき、あるいは砕くだき散らす事は出来る可能性が高い。

　故に──ネレイドは両手にそれぞれフランキＳＰＡＳ１２散さん弾だん銃じゆうと、榴りゆう弾だん発はつ射しや筒とう付きＭ４突とつ撃げき小銃を構えて、いつでも戦闘に入れる様に待機している。

　勿論、入っているのは、いずれも実じつ弾だん。地面に並べられた予備の銃は小銃、拳けん銃じゆう、散弾銃、全て合わせて十五挺ちよう。弾薬は総計五千発。たとえ相手が完全武ぶ装そうの一個大隊でも抹まつ殺さつできる火力ではあった。

　そこに……

「ネレちゃん」

　てててっ……と彼女の名を呼びながら駆かけてくるのは、亜あ麻ま色の耳に亜麻色の尾を備えた狐きつね少女、紅葉である。彼女は最後にぴょんと跳ちよう躍やく──ネレイドのすぐ隣となりに着地した。

「ネレちゃんネレちゃん。方針変へん更こう」

「方針変更？」

　両手に構えた銃は微み塵じんも揺ゆらさず、眼も虎丸に据すえたままでネレイドは訊たずねた。

「どういう事ですか？」

「卒業式するんだって。詩月ちゃんが成仏出来る様に」

「…………」

　ネレイドは紅あかい電子眼を何度か瞬しばたたかせる。

「でね、でね、紅葉とネレちゃんとアグニちゃんは、卒業式の準備が出来るまで時間稼ぎなんだよ」

　ぱたぱた尻尾しつぽを振りながら紅葉は言った。

「アグニちゃんももうすぐ来るから」

「分かりました」

「それとね、それとね」

　紅葉はネレイドの顔を覗のぞき込む様にして言った。

「ネレちゃん。ネレちゃんは、フルネームはネレイド、でいいの？」

「フルネーム？」

　表情は変わらず、しかし若じやつ干かん首を傾かしげてネレイドは尋たずね返す。

　紅葉は──何ど処こか嬉うれしそうな表情で言った。

「優樹がね。『ネレイドが、一番、自分を表現するのに正しいと思う名前を聞いておいてくれ』って」

「自分を表現する、名前？」

　それはネレイドにとって、本来『今いま里ざと技術工業製・全自動戦争機構中枢体ＣＵＦＡＷＳ・選考用試作機トライアル・モデル〇三三型・機種名〈ネレイド〉機体番号〈02〉』であった筈はずだ。

　そこに間違いは無い。

　だが──

「うん。ネレちゃんが、自分で、名乗りたい名前。そつぎょうしょうしょ、とかいうのに書くんだって」

「卒業？　卒業証書？」

「うん」

「名乗りたい、名前……」

　黙もつ考こうは僅わずかに数秒。

　ネレイドは頷いて言った。

「ネレイド──それが私の名前です。それ以上もそれ以下も在りません」

「ん。分かった。紅葉と一いつ緒しよだね」

　にぱっと笑顔を見せて紅葉が言う。

　そんな狐少女を束つかの間ま見つめ──再び上空の虎丸に視線を向けながら、ネレイドは普段にもまして静かな口調で言った。

「紅葉」

「なに？」

「紅葉は、自分が何から逃にげていたのかが、分かりましたか？」

「…………」

　ふと──天てん真しん爛らん漫まんといった様子だった紅葉の表情が、翳かげる。

　彼女はしばし自分の足元を見つめてから、顔を上げた。

「うん。実はずっと前に分かってた」

「前に？」

「うん。紅葉が詩月に、あ──優樹が好きだったって言う、詩月に、化けた時に何となく分かってた」

「…………」

　黙だまってネレイドは先を促うながす。

　紅葉は少しはにかんだ様な表情で──呟つぶやく様に言った。

「紅葉はね、人間になりたかったの」

「はい。そう聞きました」

「でもね、なろうと思えばすぐになれたの」

「…………」

「耳も、尻尾しつぽも、無くして化けてしまえば、紅葉は人間になれたんだよ──狐である紅葉を全部、棄すてちゃえば、ね」

「狐である紅葉を、棄てる──」

「でも完全に人間になっちゃうと、紅葉はもう狐に戻れない」

　人間は化ける事が出来ない。

　だから戻れない。

　それはつまり──

「紅葉が逃げていたのは、自分が狐である事を、認める事」

「…………」

「狐である事を、認めないと、棄てる事も出来ない。持っていないものは棄てられないから。紅葉は自分が狐である事を、自分が人間でないって事を、まず認めないといけなかったんだよ」

　別のものになろうとするのならば、今自分が何であるのかを理解し、認識しなければならない。そこを踏ふみ台にして、そこを基点として、ようやく別の場所に行けるのだから。

「紅葉は、認められたのですか？」

「……どうかな」

　紅葉は泣き笑いの様な表情を浮かべる。

「分からない」

「そうですか」

「ネレちゃんは？」

「私は──やはり紅葉と同じく、機械である事に囚とらわれていたのかもしれません」

　紅あかい瞳ひとみで震しん動どうする巨大顔面を見つめながら、ネレイドは言った。

「機械である事をまるで罪つみの様に思ってきました。私は、私達は、だから人間になりたいと思っていました。けれど──」

　電子眼が瞬まばたく。

　何ど処こか──懐なつかしげに。

「それは私達の創造者がそう望んだから」

　死んだ娘むすめの代用品として。

　悲しみを忘れる為の道具として。

「私達が望んだ訳ではありません。それは何処までも借り物の望み。それに囚われている限り私達は機械であり、道具に過ぎない。何な故ぜなら、機械も道具も自らは何も望まず、願ったりもしないものだから。借り物の望みを抱いだいている時点で、そもそも私達は自じ己こ矛む盾じゆんを抱かかえていたのです」

「……よく分からない」

「すみません」

　ネレイドは──微苦笑を浮かべる。

　驚いた様に見つめてくる紅葉に、頷いて見せながらネレイドは続けた。

「私は、私が私として在あるが故ゆえに望む事を、望むべきでした」

「…………」

「だから私ももう大丈夫です。こうして此こ処こに立ち、皆の力になりたいと、皆の手助けをしたいと望んでいるのは他ならぬ私。創造者からの借り物ではない、私の、望み」

「ネレちゃんの、望み……」

　紅葉は呟つぶやき──そして、にぱっと笑みを見せる。

「ネレちゃんも、もう大丈夫なんだね」

「はい」

　頷くネレイド。

「もう大丈夫だよって、詩月ちゃんに言えるね。それからありがとうって」

「はい」

「じゃあ、後は、優樹達の準備が整うまで、頑がん張ばっちゃうしかないよね」

「はい」

　ネレイドがはっきりと頷くのを見て、紅葉は両手両足を伸のばし、身構えた。

　空の中央で──奇き怪かいな満月の如ごとく、虎丸の顔が揺れている。

　擬ぎ人じん機械の少女と、狐の化け身しんの少女は、共に揃そろってそれを見上げ──そして。

「──なんだかよく分からないけど、来るよ」

　それを察知したのは獣けものとしての勘かんか。

　それとも人間としての観察と推すい論ろんの結果か。

　何にせよ──それが間違っていない事をネレイドも確信していた。

「ネレちゃん。準備、いい？」

「はい」

　ネレイドは両手の銃の安全装置を、外した。
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　卒業式の準備作業は──それぞれ分ぶん担たんでする事になった。

　詩月が完調でない以上、今まで当然の様に出現していた様々な物資が、また都合良く出現する事は期待できない。優樹達は既にこの鈴乃宮学園の中に在るもので、卒業式の支度をせざるを得なかった。

　とはいえ……元々、この学園における生徒は詩月を除のぞいてわずかに九人。

　教師は小竹乃が一人。

　参列する父兄は居ない。小竹乃以外に教師も居ない。

「卒業式として、成立するかどうか疑問だけどね」

　苦笑しながら言うのは秋あき菜なである。

　彼女と他の三人──四季少女達は、ジャージに着き替がえて大工仕事に精を出していた。講堂の舞ぶ台たいに、下から上がる為の階段を作っているのである。皆で意見を出し合った結果、やっぱり卒業式の基本は、卒業証書の授じゆ与よで、それはやっぱり一人ずつ呼ばれて壇だん上じようで手て渡わたされるべき──という事になったのだ。

「それは言い出したらおしまいでしょ」

　と春香。

　彼女も口に釘くぎをくわえてトンテンカン、トンテンカンと慣なれぬ大工仕事を行っている。彼女の横では、夏輝がどこぞの壁かべから引っぺがしてきたらしい木の板を、適当な形にノコギリで切っていた。

「でもよく考えたらこーゆーのって男の仕事じゃないのかな？」

　と夏輝。

「そう……だよね」

　苦笑するのは冬美である。彼女は夏輝が切る板を、両手で押さえる係だ。

「まあでも私ら、卒業証書作れとか言われても困るしねえ」

「そうなんだよね」

　と溜ため息をついて顔を見合わせる秋菜と夏輝。

　誰もが卒業証書というものを概がい念ねんとしては知っている。だがではそれがどんな文面で、どういう文字で、どういう風なレイアウトで作られているか──と問われれば、詳しよう細さいには思い出せず、途と方ほうに暮くれる者の方が遥はるかに多いだろう。

　そういう訳で、悩なやむ役は優樹達に押し付け、四季少女達は単純な肉体労働に勤いそしんでいるのである。少なくとも優樹と聖は中学を卒業した際に卒業証書を見ている筈だ。多少なりともその内容を覚えている可能性が高い。あくまで比ひ較かく的てき──だが。

「卒業──か」

　ふと冬美が感かん慨がい深そうに呟く。

「私達も、別の何かに生まれ変わる事は出来るのかな？」

「どうだろうねえ」

　首を傾げる秋菜。

　彼女はざっと引かれた設計図を折り畳たたみながら自じ嘲ちよう的に言った。

「元々私ら、切り貼ばりだしねえ」

　元々四季少女達は、焼け死んだ女学生達の魂たましいから、憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬや悲ひ哀あいに汚お染せんされていない部分を継つぎ接はぎして詩月が創つくり上げた存在──言わば、霊的なフランケンシュタインの怪かい物ぶつである。普ふ通つうの意味での幽霊とは若じやつ干かん違う。

「まあとりあえず、生まれ変われると仮定して──冬美とか、生まれ変われるとしたら、何になりたい？」
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「うーん……」

　春香の問いに首を傾げる冬美。

「別に特別でなくていいから。普通の女の子に生まれて、普通の人生を送りたいな」

「まあそれはそうよね」

　と秋菜。

「普通ってのも、難むずかしい定義だけどな」

　ぎいこぎいこと鋸のこぎりをひきながら夏輝は言った。

「アタシはまた、皆と会いたいな」

「…………」

　顔を見合わせる冬美と春香。

　秋菜は──ただ苦笑を浮かべている。

　一番ガサツそうで男っぽい夏輝が、実は一番寂さびしがりで、甘あまえたがりだという事を四季少女達は知っている。普ふ段だんはそれを夏輝自身が恥はずかしがっており、あまり表に出さない分──それが出てくるという事は、夏輝の気持ちが相当、高ぶっているのだという事も。

「優樹と。詩月と。紅葉と。ネレイドと。聖と。ヒムリールと。本町先生と──あんた達と。また、会いたい」

　ふと夏輝の手が止まる。

　やや俯うつむいて彼女は言った。

「ずっと──一緒に居たい。出来ればこのまま……でも」

「それは無理」

　きっぱりと断言したのは秋菜だ。

「常に世界は変わっていく。常に人間もそれを取り巻く状じよう況きようも変わっていく。だからこそその外側に置かれた私達は辛つらい──違う？　だから今回はむしろいい機会」

「……うん」

「未だ会ってない誰かに会いに行こうよ」

　秋菜は、夏輝の傍かたわらにしゃがみ込んで言った。

「未だ見ていない何かを眺ながめに行こうよ」

「うん……」

「次は、きっとそれが出来るから」

「……うん」

　ノコギリの柄えを離はなして夏輝は秋菜の服の袖そでを握にぎりしめる。

「きっとそれは……此処に居る事よりも、意味のある事だから」

「……うん」

「手、停とまってるよ」

「ごめん」

　目元をぐいと乱暴な仕草で拭ぬぐうと、夏輝は再びノコギリの柄を握りしめた。
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「──こんなもんでいいかな……」

　壱年壱組の教室。

　その中で机を寄せ集め、確保した作業台の上に何枚もの紙が散らばっていた。

　卒業証書の試作品である。

　そもそも優樹もアグニエシカも高校の卒業証書を見た事は無い。特にアグニエシカに至っては転校を繰くり返していた為に、小学校の卒業証書も、中学校の卒業証書も、便べん宜ぎ的に郵送されてきたものを持っているだけで──実は興味も無かったので封ふうを解いてもいないのだ。

　結果、中学校、小学校のものとはいえ、見た事があるのは優樹と、聖だけという事になる。勿もち論ろん、大卒の小竹乃は知っている筈だが、彼女は詩月の看かん病びようの為に保健室に詰つめていて、此処には居ない。

「あまり体てい裁さいにこだわる必要は無いとは思うけどね」

　とアグニエシカ。

　彼女と聖は、卒業証書そのものではなく、これを入れる筒つつをやっぱり突とつ貫かん工事で作っていた。美術室や工作室に在った糊のりや厚紙を集めてきて、試し行こう錯さく誤ごでようやく十本ばかり筒を作り、今は糊を乾かわかしている状態である。

「『らしさ』が出ればいいと思う。入学式の時みたいに、詩月がこだわっている卒業のイメージに合わせてやれば」

「まあそうなんだけどね……」

　優樹は首を傾げる。

「詩月がどういうイメージにこだわってるかだよな」

「本人に聞くという訳には、いかないんですか？」

　聖が糊と黒の油絵の具を混ぜながら聞いてくる。筒を塗ぬる為の塗と料りようである──普通の絵の具だと持った瞬間に手に付いてしまうからだ。

「聞いてもいいけど……でも詩月の場合、自分でもよく把は握あくしてない様な処があるしね」

　優樹は苦笑しながら言った。

「それに、出来れば驚かせてあげたいんだよ。これって──多分、僕等が詩月に贈おくる事の出来る、最初で最後のプレゼントになると思う。喜んでくれるかどうかは、分からないけどね」

「……そう、ですね」

　微笑して頷く聖。

「──大体こんなものかな」

　優樹はとりあえず書き上がった卒業証書を両手に持って、光に透すかすかの様に持ち上げる。手書きである為にどうしても活字打ちの様な綺き麗れいさは出ないが──

「その分、味があったり──なんて思うのは手て前まえ味み噌そか」

　と苦笑する優樹。

「うん。いいんじゃないかな」

「私もそう思います」

　アグニエシカと聖がそれぞれ頷く。

「──ごめん、アグニ、聖さん、後頼たのむ」

　言って優樹は立ち上がった。

「何処行くの？」

「フィルムだよ」

　アグニエシカの問いに優樹は答える。

「写真を──撮とっておこうと思って」

「こんな時に？」

「こういう時だからこそ、だよ」

　優樹はそう言って、傍らに置いていたカメラを撫なでた。
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　霊力というものは単純な熱量エネルギーではない。

　そもそも定義しにくいそれは、方向性を持ち、時には意志めいたものすら帯おびる事がある。まとまり、一定密度を超こえればそれは魂こん魄ぱくとなるし、分解されればそれは単なる『力』として辺あたりに遍へん在ざいする事になる。

　それは──むしろ概がい念ねんとしては『細さい胞ぼう』に近いものかもしれない。

　一つ一つではそれは『現象』に近い。

　だが一定以上に集まり結合すればそれは組織化され動き出す。

『悪霊』がそうであったように。

　四季少女達がそうであったように。

　そして──

「…………なに、これ」

　呆ぼう然ぜんと紅葉が呟つぶやく。

　根っから天てん真しん爛らん漫まんで、いつも朗ほがらかに笑っているのが似に合あいの狐少女は──しかし今は、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに表情を引きつらせていた。

　まるで血ち潮しおが滴したたるかの様に、天空に鎮ちん座ざする虎丸の顔から落ちてくるものがある。

　一つ。二つ。三つ。四つ。五つ。六つ──

　虎丸の巨大顔面が身み震ぶるいする度に、それは数を増ふやし、地面にべしゃりと叩たたき付けられた。幾いくつも。幾つも。数え切れない程の数が。

　しかも……

「原理は分かりませんが」

　ネレイドは言った。

　しかもそれら──虎丸の巨大顔面から滴り落ちたモノは、もぞもぞと自みずから動いていた。

「恐おそらく──敵てき」

　彼女の紅あかい電子義ぎ眼がんが睨にらみ据すえる先で、黒と黄色の絵の具をいい加か減げんな感じに混ぜた様な、大理石マーブル模様のそれらは、突とつ如じよ、地面から隆りゆう起きして形を採とり始めた。

　脚あしが二本生はえた。

　それは股こ間かんを経へて下した腹はらとなり──更さらには胸を形成し、そして頭部を形成する。瞬またたく間にそれは自じ己こ塑そ形けいして人の姿を採っていた。

　かなり異様な人間の姿に。

　端たん的てきに言えば……虎丸の似姿に。

「…………うう…………」

　有り余る虎丸の霊力が──それが自じ律りつ組織化したのだろう。

　本来、本体たる虎丸の側であれば、それは虎丸の一部として存在するのだが、この鈴乃宮学園の結けつ界かいと、アグニエシカの張った防ぼう御ぎよ結界の隙すき間まから落ちてきたそれらは──本体から離れた事で独立し、動こうとしていた。

　そう──あの〈悪霊〉の如ごとくに。

「れいしょうは……ふくめつ……する……」

　まるで何かのフィルムの逆回しを見ているかの様に、ドロドロの粘ねん液えき状態だったそれらは、自ら直立し、整形して、上空に在る虎丸の顔と同じ頭部を、そしてその下に繫つながるべき寸すん詰づまりの肉体を形成してゆく。

「紅葉」

　ネレイドが十数体の『虎丸モドキ』を見み据すえながら言った。

「確認します。あれは、人間ですか？」

「違うよ」

　紅葉が怯おびえた様に首を振る。

「あれは──〈悪霊〉と同じものだよ。同じ感じがする。魂たましいとかは無いよ。ただ──霊力が固まって出来ているだけ」

「安心しました」

　ネレイドは頷き──そして。

　轟ごう音おん。

　ネレイドが右手に持ったフランキＳＰＡＳ１２散弾銃を発射したのである。

　虎丸モドキの一体が、ごっそりと頭部を失ってよろめく。

　暴ぼう徒と鎮ちん圧あつにも用いられる散弾は、射しや程てい距きよ離りこそ短いものの、十メートルやそこらの至近距離では機関銃にも優まさるとも劣おとらぬ制圧兵器となる。三発もあれば人間などただの肉にく塊かいになってしまう。

　物質化している霊力ならば──通常兵器でもたたきつぶせる。

　もっとも……

「…………」

　ゆらり、ゆらりとよろめきつつ、しかし頭部を失ってもなお、その虎丸モドキは踏ふみ止まった。

　その輪りん郭かくが震ふるえ、そして収縮。

　同時に吹ふっ飛んだ首の断面から肉が隆りゆう起きし、アメーバの様に蠢うごめく。

　数秒後には、それは、出現時と同じく自らを整形して、虎丸の顔を作り出していた。

　一回り小さくなったその虎丸モドキは、結果として余った余よ剰じよう霊力で頭部を再構成したのである。

「……確かに人間ではない様です」

　呟いてネレイドは引き金を引く。

　ぼすっ──と何処か間ま抜ぬけな音を立てて、眼に見える様な低速で銀色の塊かたまりが飛んでいく。

　突撃小銃の銃身直下に取り付けられていた迫はく撃げき砲ほうの榴りゆう弾だんである。

　それは虎丸モドキ達のど真ん中に着弾。

　そして──




　轟ごうッ‼




　爆ばく音おんと共に虎丸モドキ達を吹っ飛ばした。

　轟々と吹き付けてくる爆ばく風ふうにその蒼あおい髪かみを揺ゆらしながら、ネレイドは傍かたわらの狐きつね少女を振り返って言った。

「紅葉。支し援えんを」

「あ──うん！」

　紅葉が頷うなずき、彼女が力むと──その周囲に五つばかり炎ほのおの塊が発生する。

　狐火。

　妖よう狐こである紅葉の霊力が炎の形に転化したものだ。これは元々が霊力である分、ネレイドの通常兵器よりも更さらに虎丸モドキ達に効きく筈はずであった。

「行きます」

「うん！」

　両手に銃を持ち飛び出すネレイド。

　彼女と併へい走そうする様にして、五発の狐火が飛び──ネレイドを追い抜ぬいて、奇き怪かいな霊力人形達の真ん中に着弾。彼等を吹っ飛ばした。
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　爆ばく煙えんおさまらぬその中に躍おどり込むネレイド。

　摑つかみかかってくる虎丸モドキ達を蹴けり飛ばし、次々と銃でその頭部を吹っ飛ばし、あるいは手足を吹っ飛ばしていく。

　一見それは凄せい惨さんな光景にも見えるが──虎丸モドキ達が吹っ飛ぶその様子には悲鳴も血ち飛沫しぶきも無く、ぼとぼとと落ちてもムクムクと起き上がってくるその姿は、非現実的に過ぎてあまり『破は壊かい』や『殺さつ戮りく』の実感を伴わない。

　ただ……

「れいしょう……ふくめつ……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら頭部を、半身を、欠けさせたまま自らを再構成し、小さくなりながらも──増ふえていく虎丸モドキ達の姿は、喜き劇げき性せいと恐きよう怖ふ感かんを同居させていた。

　まるで棄すてられた縫ぬいぐるみの群れが襲おそってくるかの様な。

　しかし──

「此処は、通しません」

「通さないよっ‼」

　少女達は恐おそれる事も怯ひるむ事も無く、決然とそう宣言した。

　これが今の自分達のすべき事。

　そう──確信していたから。
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　爆音が窓硝子ガラスを揺らす。

　ベッドの上で身を起こした詩月は、首を傾かしげた。

「……なに？」

「戦っているんですよ、皆が」

　そう言ってきたのは──ベッドの傍らに座すわっている小竹乃である。

　彼女は詩月の看病がてら、何かせっせと手を動かしている。毛糸で何か紐ひもの様なものを編あんでいる様だが──一体何なのだろうか。

「皆って──」

「それぞれ戦い方は違いますが。皆が戦ってます。貴女あなたの為に」

「…………」

　詩月は黙だまって音のしてくる方向を見つめる。

　閉しめられているカーテンのせいで実際に窓の向こうで何が起こっているのかは見えない。詩月は一いつ瞬しゆん、手を伸のばしかけて──そして溜ため息をついて手を下ろした。

「みんな──本当に、どうして」

　自分は、自分の都合で皆を閉とじ込めてきたのに。

　今こそ、解放の時なのに。

　だからそれこそ、何もせずに黙だまって見ていれば良いだけなのに。

　なのにどうして──

「貴女が学校だからでしょう？」

　小竹乃はあっさりとそう言った。

「──え？」

「遅ち刻こくしないように毎日通わないといけなくて。校則があって行動の自由が制限されて。授業とか行事とかやらないといけないノルマがあって。考えてみれば学校って本当に面めん倒ど臭くさい処ところなんですよ」

「…………」

「でもそれでも──大たい抵ていの人達は卒業して振ふり返ると、学校で過ごした日々を懐なつかしみます。それは単なる郷きよう愁しゆうという事もあるでしょうが、やはり、そこで学んだものも少なくないからでしょう。青春の一日は常に成長期の少年少女にとって血肉となり、自らの一部になっていきます。故こ郷きようを思うのと、両親を思うのと、同じ感覚でやはり自分の学び育った学校を懐かしむ人が多いのは──当然ではないですか？」

　自分を束そく縛ばくする。

　自分を制限する。

　それは一見ひどく鬱うつ陶とうしい事の様にも見える。

　けれど……それは全すべてが終わった時から改めて振り返ってみれば、全て『守る』事でもあり『育はぐくむ』事ではなかったか。

　どうしようもない現実に、自ら立ち向かうための『力』を子供達がつけるまで。

　親も。故郷も。学校も。

　皆──

「それを理解したからこそ、彼等は貴女を守ろうとしている」

「…………」

「束縛が、制限が、自分達の糧かてとなったと知っているからこそ、彼等は、貴女を恨うらまない。彼等は貴女を憎にくまない。彼等は──貴女を愛している」

「…………」

「彼等は等しく貴女の子です。子が親を守るのは当然でしょう？」

「……そう、なのかな」

「多分」

　微笑して小竹乃は言った。
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　一通りの作業を終えたアグニエシカは、後を聖に任せ、校庭に走り出た。

　校庭は──文字通りの戦場と化していた。

「──うわ」

　校庭に溢あふれんばかりに氾はん濫らんする虎丸モドキ達。

　大小大きさは様々で、掌てのひらにのる様な人形サイズから、等身大まで、本当にばらばらである。どうも破壊されたらその断片や残り部分で自らを再構築するらしい。もっとも本当の肉片レベルにまで吹っ飛ばされると、そのまま拡かく散さんしてしまう様だが。

　大小無数の虎丸モドキ達が、輪になって紅葉とネレイドの元に押し寄せている──

「ヒムリール。此処が正念場。全力で行くよ」

「──御ぎよ意い」

　同化し、限定憑ひよう依いしたままの使い魔が、アグニエシカの身体からだを使って頷うなずく。

　ヒムリールを自らに取り憑つかせたままのアグニエシカは、自分に本来備わっている霊力容量を完全に使いこなし得る、高度な霊的制御能力を備える事になる。

　だが──

「大丈夫ですか？」

　一瞬、くらりとよろめいたアグニエシカに、ヒムリールが訊たずねる。

　だが訊ねるヒムリールの口調にも何処か何かを耐たえているかの様な──震ふるえじみたものが感じられた。

「──ん」

　今度頷くのはアグニエシカだ。

　普ふ段だん、アグニエシカがヒムリールに支し援えん憑依を要求しない事に理由は幾いくつか在あるが──その最大のものは単純にこの方法が危険だからだ。

　あまり同化したまま霊的能力を行使すると、自我境界面が曖あい昧まいになってきて、アグニエシカとヒムリールが融ゆう合ごうしてしまう可能性があるのだ。

　それはアグニエシカとヒムリール、二つの人格の『死』とも言える。

　だが──

「今はそんな事言ってる場合じゃないしね」

　詩月。

　人間ではない。生きてさえいない。

　けれど──彼女は、アグニエシカにとって初めて出来た友達で。

　初めて出来た好こう敵てき手しゆで。

　彼女が居たから優樹の事を好きにもなれて。

　だから……自分に出来る事を出来る限りにしてあげたくて。

「──破はッ！」

　まずは──露つゆ払はらい。

　アグニエシカの放った十数枚の呪じゆ符ふが次々に爆発、近くに居た虎丸モドキ共をなぎ倒していく。

　同時に彼女の首筋からマフラーの様に垂れ下がっていた二枚の布が、再び自らをねじり上げ、腕の様に変形すると、アグニエシカの両りよう脇わきに吊つられていた拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルを構える。それらはまるで独立した生き物の様に祈き禱とう器きを振り回し、即そく顕げん型がた攻こう性せい呪じゆ術じゆつを連射──押し寄せてくる虎丸モドキ達を撃うち倒していった。

「お疲つかれ様──交代よ」

　にっと笑いながら、アグニエシカは、振り返ってくるネレイドと紅葉に声を掛ける。

「卒業式の方、手伝ってきて」

「アグニちゃん──」

「お一人でこれを？」

　紅葉とネレイドが驚おどろいた様に尋たずねてくるが、アグニエシカは笑みに不ふ敵てきな色を混ぜながら言った。

「これだけ周りが敵だらけなら、細かい制御とか要いらないしね」

「……成る程」

　頷くネレイド。

「優樹達は講堂に集まってる筈」

「了りよう解かいです──御ご武ぶ運うんを」

　軽く敬礼すると、ネレイドは身に帯おびていた武ぶ装そうを解除。がちゃりがちゃりと彼女の足元に銃じゆう器きや弾だん薬やくが落ちる。

　擬ぎ人じん機械少女はただ一挺ちよう、片手にＳＰＡＳ１２散弾銃を持ち、もう片方の腕で紅葉をひょいと抱かかえ込んだ。

「わわっ？」

　驚きの声を上げる紅葉。

「一気に──抜けます」

　そう宣せんすると──

　──だん！

　足音とは到とう底てい思えない硬かたく大きな響ひびきを残して、ネレイドの姿は宙に舞まった。

　緩ゆるやかな放物線を描えがきつつ、虎丸モドキ達の群れの頭上を飛び越え、着地。

　殆ほとんど知能らしい知能も無いモドキ共は半ば機械的に彼女の後を追おうとするが──

「何ど処こ見てる！　あんた達の敵はこっちよ！」

　叫びと共にアグニエシカは印を切り、呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　円えん筒とう型がたの祈禱車に刻まれた梵ぼん字じに一つ一つ、まるで光る液体を流し込んでいくかの様に、輝かがやきが宿っていく。アグニエシカの霊力を──正確には更にヒムリールによって制せい御ぎよ・増ぞう幅ふくされた霊力を注そそぎ込まれた拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルが、霊的戦闘能力を活性化させているのだ。

「顕あらわれよッ‼　我わが剣！　我が名はアグニエシカ！　炎ほのおの神の名を持つ者也なり！」

　アグニエシカの叫びと共に──銃口から迸ほとばしる焰ほのお。

　それはしかし飛び去らず、空中で自ら塑そ形けいして一本の棒ぼうとなった。

　いや。棒ではない。

　細く、薄うすく、そして先せん端たんが尖とがるそれは、言ってみれば──炎の剣だ。

　戦せん闘とう装しよう束ぞく〈拳けん姫き〉の裾すそと袖そでを翻ひるがえしつつ、アグニエシカは回転。

　全長二メートルにも達する二本の燃える剣は、手近に居たモドキ達数体を輪切り状態で斬きり飛ばし、翻って、背後からアグニエシカに襲おそい掛かかろうとしていた別のモドキを、頭頂から真っ二つに両断した。

　煙けむりを上げながらぶっ倒れるモドキ達。

　しかも──切断面から再生、しない。

「切断面を焼きゃ再生しないってのは八や岐またの大蛇おろちからの伝統よね！」

　霊力含みの火か炎えんは霊体をも直接焼く。

　だが──

（ご油断めされるな）

　ヒムリールの声がアグニエシカの脳のう裏りに直接響く。

　確かにアグニエシカが斬ったモドキは再生しない。

　だが──それだけだ。本体である虎丸の顔面は相変わらず頭上に座して、汗の様にモドキ達を滴したたらせている。今こうしている間にも、べちゃりと校庭に落ちた霊力の塊かたまりは、起き上がり、新たなモドキとなってアグニエシカの元へ殺さつ到とうしつつあった。

「してないわよ。やったろーじゃない」

　アグニエシカは唇くちびるを舐なめながら言った。

「アグニって名前は伊だ達てじゃないわよ！」

　彼女の愛あい称しようであるアグニは──インドの火神と同じだ。

　後にインド製ミサイルの名前にもなったその神は、ヴェーダ聖典群の一つリグ・ヴェーダに於おいて、雷らい神じんインドラに次いで重視される強大な存在である。

「さあ、かかって来いッ‼」

　炎の剣を両手に構え、アグニエシカは虎丸モドキ軍団に向かって吼ほえた。
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「──詩月」

　保健室の扉を開いて迎むかえに来たのは優樹だった。

　彼は──初めて出会った時の様に、首にはメモリーオーディオのヘッドホンと、そしてスチールカメラ──アサヒ・ペンタックスＳＰを提さげていた。

「優樹……？」

「見せたいものがあるから。来てくれないかな」

「あ……うん」

　詩月はベッドから降りて──しかしふらついてしまう。

　駆かけ寄った優樹が、彼女を支えた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん──大丈夫」

　優樹の腕の温ぬくもりを感じながら、詩月は頷うなずく。

　だが次の瞬間、腰こしが砕くだけて彼女はかくんとその場に座すわり込みそうになる。やはり虎丸の侵しん入にゆうによる鈴乃宮学園の異常が、彼女にも影えい響きようを及およぼし続けているのだろう。

「ご──ごめ……」

　言いかけて。

　彼女の言葉は途と切ぎれた。

　絶ぜつ句くする詩月は、次の瞬間、優樹の腕によって抱だきかかえられていた。

　いわゆる『お姫ひめ様さま抱っこ』──だ。

「ゆ、優樹？」

「とと──暴あばれないで」

　苦笑しつつ、優樹はそのまま歩き出す。

　小竹乃が心こころ得えた様子で扉に歩み寄り、開いてくれた。

「ちょ──ゆ、優樹、恥はずかしいって──」

「僕も恥ずかしいよ」

　やや顔を紅あかくして──照れているからなのか、踏ふん張ばっているからなのかは分からないが──そう言ってくる。だがやはり彼は詩月を降ろす様子も無く、そのままむしろ歩調を早めて歩いていく。

「優樹。校庭──誰か戦ってるんだよね。あの虎丸って人と」

「うん。さっきまではネレイドと紅葉が。今はアグニエシカが」

「……勝てないって言ってたよね」

「みたいだね」

「じゃあどうして──」

「…………」

　優樹は曖あい昧まいに微笑ほほえんで──黙だまり込む。

　しばし二人は、黙って校舎の中を進んでいった。

　やがて──彼は沈ちん黙もくに飽あきたかの様に口を開く。

「詩月。僕は──感かん謝しやしてる」

「え？」

「此こ処こに来た事に。此処に──来て、君や、皆に出会えた事に」

「……優樹」

「ありがとう」

　校舎から講こう堂どうへと繫つながる渡わたり廊ろう下か。

　その先に──夏輝と春香が、まるで門番の様に講堂の入り口を挟はさんで立っていた。

「君が居なければ今の僕は居ない。それだけは確かだよ」

「…………」

「だから──」

　春香と夏輝が黙って扉を開く。

　照明の消えた薄うす暗ぐらい講堂の中に入っていく優樹。

　そして──

「──これより」

　何ど処こからか聞こえてくるのは聖の声。

　恐おそらくはマイクか何かで喋しやべっているのだろう。

「第一回、鈴乃宮学園の卒業式を行います」

「……！」

「君は、立りつ派ぱに僕達を育ててくれたよ」

　驚おどろいて身を固くする詩月に、優樹は言う。

　同時に講堂の中に光が灯ともった。

「これ……」

　それは殆ほとんどただの間に合わせであったろう。

　広い講堂の端はしを飾かざっているのは──小竹乃が編あんでいた紐ひもだ。飾り紐として正面舞ぶ台たいの周りを飾ってある。

　そして舞台にはこれまた即そく席せきで作られたと思おぼしき木製の階段が取り付けられ、正面から上がっていける様になっている。

「…………詩月」

　詩月を抱いたまま優樹がふと傍かたわらを振ふり返る。

　そこに並べられた椅い子すには、秋菜と冬美、ネレイドと紅葉が何処か緊きん張ちようの面おも差ざしで座っていた。誰もが──ネレイドさえもが何処かぎこちない空気を纏まとっている。

　そういうものだろう。

　卒業式に臨のぞむ生徒というものは。

「卒業式──」

「うん」

　優樹は言いながら急きゆう拵ごしらえの階段を上り、壇だん上じように──演えん台だい脇わきに置かれた椅子に詩月を座らせた。

「これでこの学校を終わらせようとか、そういうのじゃない」

　優樹は詩月の前に跪ひざまずいて言った。

「ただ──考えたんだ。詩月、君が果はたせなかった事は何なのかって」

「…………」

「達たつ成せい感かんだと、思う」

「達成感……」

「君が、学生達を受け入れ、育はぐくみ、そして送り出す事。この全すべてをこなして初めて君は学校としての本分を果たした事になる」

「…………そっか」

　詩月は微び苦く笑しようを浮かべる。

「結局……私、自分自身の希き望ぼうすら、ねじ曲げてたのかな」

　優樹達と離はなれたくなくて。

　いつまでもこんな楽しく騒さわがしい日々を続けていたくて。

　永遠の今日に──立ち止まる。

　それは確かにその瞬間は素す敵てきな気分になれるけれど……

「それは僕ぼく等らも同じだよ」

　優樹は首を振った。

「君と離れたくない。それは誰もが一緒。この学園での日々が楽しければ楽しい程に、僕達のそんな気持ちが君を縛しばる。君は──いつまでもこの、昨日も明日も無い世界で、ただ佇たたずんでいるだけだ」

「…………」

　はっとして詩月は講堂の中に佇む生徒達の姿を見た。

「あるいはそれでも楽しくはあるかもしれない。けれど──それは『生きた』事にはならない。明日に繫つながらない。詩月、君が何より切せつ望ぼうした未来に、繫がらない」

「…………」

「だから僕達は此処を出ていかなければならない」

　嬰えい児じが温あたたかな母親の胎たい内ないからいつかは出ていかねばならぬ様に。

「君が居いた証あかしを、現実の世界に刻きざみ付けながら生きていかないといけない。それが、君が居た事を無意味にしない──明日に繫げる唯ゆい一いつの方法だから」

「……そうだね」

　微び笑しようして頷うなずく詩月。

「だから僕等は卒業式をしようと思う」

「うん」

　詩月がもう一度頷くのを確認すると、優樹は立ち上がった。

　そして──

「──先生」

「はい」

　舞台の袖そでで待たい機きしていた小竹乃が歩み出る。

　彼女は──いつもの白はく衣いではなく、何処から調達したのか、紺こん色いろのスーツを着ていた。

「保健教きよう諭ゆが手て渡わたすのも変ですけど──」

　はにかむ様に言ってから、小竹乃は演台の前に立ち、宣せん言げんした。

「卒業証書、授与」

　優樹が舞台袖に引っ込み、カメラを構かまえる。

　代わりに──席に着いていたネレイドがすっと立ち上がった。
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「そろそろ、始まってるかな、卒業式」

（──でしょうな）

　虎丸モドキの群むれを切り倒たおし、吹っ飛ばし、延えん々えんと戦うアグニエシカに、やはり彼女に憑ひよう依いして副ふく腕わんや各種能力を制せい御ぎよしているヒムリールが応じた。普ふ段だんは普通に声に出して一人ひとり芝しば居いの様に会話するのだが、今は、出来るだけアグニエシカの集中力を高める為に──ヒムリールは心の中に直接語りかけていた。

「しっかし何体居るのよ、このモドキの群れ」

　うんざりした様にアグニエシカは言った。

　きりがない。

　倒しても倒しても虎丸の霊力が生み出す虎丸モドキは無限に生まれてくる。

　そして──

「くっ──」

　甲かん高だかい音と共に右の拳銃型高速祈禱器マニ・ピストルが動きを止める。

　同時に中央部の祈禱車マニが限界を超こえた酷こく使しのせいで、崩ほう壊かいを始めた。ざらざらと崩くずれて砂になる鋼こう鉄てつ製せいの祈禱車。アグニエシカは拳銃型高速祈禱器をモドキの一体に投げつけた。

　見れば左の拳銃型高速祈禱器も崩壊を始めつつある。

　使いすぎだ。

　過か剰じような呪じゆ術じゆつ・魔ま術じゆつの連発は、媒ばい体たいとしてそれを通す物質を分子構造レベルで疲ひ弊へいさせてしまう。一定段階を超えたその呪じゆ的てき物ぶつ質しつ疲ひ労ろうは、ソドム効果と呼ばれ、鋼鉄ですらも砂に変えてしまうのだ。

「徒と手しゆ格かく闘とうで──どれくらい保もつかな」

（十分といった処ところですか。もっとも人数が少ない分、卒業式もそんなに時間はかからんでしょう）

「さすがに私が卒業証書貰もらっている暇ひまは──無いかな」

　苦笑を浮かべるアグニエシカ。

　だが──

（──御ご注ちゆう意いを！）

　ヒムリールが声なき声で叫さけぶ。

　愕がく然ぜんと身を強こわ張ばらせ、アグニエシカは辺あたりを見回し──そしてヒムリールの言葉の意味を悟さとった。

「空が──」

　空が、割れる。

「……ううう…………うううううう…………」

　虎丸が──モドキ達ではなく、天空に在ある虎丸の顔が呻うめく。

　まるでその様子は、自分の思い通りにならぬからと、むずかる赤あかん坊ぼうだ。

　同時に虎丸の周囲の空に稲いな妻ずまの様な模も様ようが幾いく筋すじも幾筋も走っていく。

　まずい。

　限界だ。明らかに鈴乃宮学園の結けつ界かいそのものが綻ほころび始めている。

「あのバカ……ッ！」

　どうやらさすがに虎丸が業ごうを煮にやしたというか──自分の力を以もつてしてもなかなか破壊できない霊的現象に苛いら立だちを感じているらしい。それはある意味で当然の結果ではあるが……

「まずい……！」

　端たん的てきに言えばアグニエシカの〈ヒステリック・ブラスト〉と同じ現象である。

　だが……

　綾小路虎丸。

　歩く霊的災害。

　彼が本気で、怒いかりにまかせて爆ばく発はつ的てきな霊れい力りよくを放出すれば──それこそどんな霊的災害が発生するか分かったものではない。彼の力は時空間を歪ゆがませかねない。これでは詩月を上う手まく成じよう仏ぶつさせても、他の皆が無事で済すまないかもしれない。

「しくじった……」

　アグニエシカの呪じゆ法ほう陣じんは、虎丸の侵しん攻こうを一時的に食い止めはした。だがその結果として虎丸を怒おこらせ、より強大な破は壊かい力りよくを引き出してしまった事になる。

　しかも──

「…………！」

　亀き裂れつが広がるにつれて、まるで蒸じよう発はつする様に、虎丸モドキ達が輪りん郭かくを失うしない、希き薄はく化かして、空中に立たち上のぼっていく。鈴乃宮学園の結界が綻び始めた事で、虎丸本体の霊力に同化吸収されてしまったのだろう。

（アグニエシカ様。ここは──意地を張っても仕方在ありますまい）

「分かってる」

　言って──アグニエシカは空に浮かぶ虎丸に背を向け、講堂に向かって走り出す。

　彼女の背はい後ごで──今や肩かた口ぐちまで侵しん入にゆうを果たした虎丸の本体が、大きく身み震ぶるいした。
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　アグニエシカが駆かけ込んだ講堂の中では卒業式は既すでに終しゆう盤ばんを迎むかえていた。

　既に卒業証書を手渡された四季少女達やネレイド、聖、紅葉が席に着いており、壇上では優樹が小竹乃に自ら作った卒業証書を手渡されている処であった。

「──アグニ？」

　驚いて振り返る優樹に、アグニエシカは叫んだ。

「皆、集まって！」

　講堂の扉を閉しめると──アグニエシカは自分の指を嚙かむ。

　歯で傷きず付つけた指先から滲にじむ血で扉に簡かん易いの呪術式を素早く書くと、彼女は優樹達の処に駆け寄った。

「時間稼かせぎはもう無理。虎丸が──今にも爆発しそう」

「ば、爆発？」

　目を丸くする一同にアグニエシカは言った。

「私の〈ヒステリック・ブラスト〉と同じ様なものよ。ただし規き模ぼが全然違う。下へ手たをすると私達まとめて『神かみ隠かくし』にあうわよ」

「『神隠し』って──」

「過か剰じような霊力が歪ゆがめた時空間の狭はざ間まに落ち込む事。この鈴乃宮学園に取り込まれるのもその一種だけど、虎丸の場合は、単に霊力の爆発で相手を弾はじき飛ばすだけだから──いつの、何ど処こに飛ばされるかも分からないわよ！」

　焦しよう燥そう感かんにかすれた声でアグニエシカは言う。

「私の力じゃ防ふせぎきれない。せめてこの鈴乃宮学園という結界を解かい放ほうすれば、霊圧は下がるだろうけど──」

　火薬と同じだ。

　本来、火薬とは文字通りに燃もえる薬やく剤ざいである。それそのものが爆発力を持っているとは限らない。例たとえば銃弾等に使われる無む煙えん火か薬やくも、机の上にこぼした状態で火を付ければ、ただ瞬間的に燃え上がるだけである。

　その爆発力は密閉空間の中に閉じ込められているからこそ最大限に発はつ揮きされる。

　逆に言えばこの鈴乃宮学園の閉へい鎖さ空くう間かん──結界が解放されれば、虎丸の霊力爆発はその威い力りよくを大おお幅はばに減げんじる。

　だが……

「ど──どうしよう」

　動どう揺ように揺ゆらぐ声で冬美が一同を見回すが、しかしさすがにこの土ど壇たん場ばで妙みよう案あんを即そく座ざに思いつける者も居ない。

　詩月の無念が解放されれば、この鈴乃宮学園の空間も解放されるものだと優樹達は考えていた。だからこそ彼等は卒業式を──その真ま似ね事ごととはいえしたのだ。

　だが……

「……ごめん」

　俯うつむいてそう言うのは詩月である。

「自分でもどうしたらいいのか──」

　重苦しい雰ふん囲い気きの中で沈ちん黙もくが立ちこめる。

　だが──

「そのまま続けよう」

　そう言ったのは優樹である。

「卒業式を、続けよう」

「優樹……？」

　怪け訝げんそうに振り返る詩月に、優樹は生き真ま面じ目めな表情で言った。

「今から何か新しい事をしてもしょうがない。このまま続けよう」

「…………」

　詩月が一同を見回すが、首を振る者は誰も居ない。

「詩月」

　アグニエシカが苦笑をしつつ言った。

「私にも──卒業証書、くれる？」

「あ……」

　傍かたわらの小竹乃が手渡してきた黒い筒つつを、詩月は半なかば反射的に受け取り──その中に丸められていた手書きの卒業証書を取り出した。
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　世界に亀き裂れつが入る。

　それは一つの日々の終わり。

　それは一つの世界の終わり。

　だが終わりは常に始まりを内包し──連れん綿めんと続いてゆく。

　昨日から繫つながる今日。

　今日から繫がる明日。

　一時佇たたずみ立ち止まる事は出来ても、それを止める事は出来ない。

　生きるとはそういう事だから。

　変わり続けて何かを学び続けるという事だから。

　故ゆえに──

「………ううううう…………はらう…………れいしょう……」

　じりじりと鈴乃宮学園の中に食い込んでくる虎丸の姿。

　その全身が明めい滅めつし、溢あふれ出した霊力がそこかしこで物理現象に転化して爆発や稲いな妻ずまを発生させる。だがそれとて間もなく訪おとずれるであろう決定的破壊の、言わば序じよ章しように過ぎない。

　そして──
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　少年と少女達は講堂の真ん中で輪になって緩ゆるやかに歌っていた。

「卒業式と言えば──締しめはやっぱりこれかな」

　それは優樹の言葉で決まったのだ。

　別に特別な歌ではない。

　誰もが知っている歌。

　元々はスコットランドの民みん謡ようだとする説も在るが──作者は定かではない。

　ただそれは時代を超こえて、価値観の変化を超えて、歌い続けられてきたものだ。




　あおげばとうとし　わがしのおん

　おしえのにわにも　はやいくとせ

　おもえばいととし　このとしつき

　いまこそわかれめ　いざ　さらば




　たがいにむつみし　ひごろのおん

　わかるるのちにも　やよわするな

　みをたてなをあげ　やよはげめよ

　いまこそわかれめ　いざ　さらば




　あさゆうなれにし　まなびのまど

　ほたるのともしび　つむしらゆき

　わするるまぞなき　ゆくとしつき

　いまこそわかれめ　いざ　さらば




　まるでそれは呪じゆ文もんの様に。

　まるでそれは宣せん誓せいの様に。

　少年少女達の歌う『仰あおげば尊とうとし』の歌は講堂に響ひびき渡わたる。

　伴ばん奏そうも無く。事じ前ぜんの練習も無く。

　しかし奇き跡せき的てきにずれる事もぶれる事も無く、その歌声が響いたのは──あるいは皆の気持ちが重なっていたからかもしれない。

　学まなび舎やに感かん謝しやを。

　優やさしい噓うそで出来た偽いつわりの世界に感謝を。

　厳きびしく辛つらい現実に立ち向かうためにただ一時──足を止めた場所。

　だがそれは確実に少年少女達を成長させ、彼等の中の何かを変えた。

　ならば、やはり彼等は出ていかねばならない。

　この奇き妙みような学舎で学んだ事を生かして、現実の世界に戻もどるために。

　現実に立ち向かい、此こ処こに在ある昨日を、明日に繫げる為ために。

　故に。

　今は──さらば。

　遥はるかな生せい々せい流る転てん、輪りん廻ね転てん生しようの果てでまた会う日まで。

　互たがいに世界に足そく跡せきを刻きざみ、影えい響きようの波は紋もんを広げながら、いつか、また会う日まで。

　そして──

「みんな」

　優樹が全員に声を掛かける。

　彼は手早く椅子を幾いくつか積んで即そく席せきの『台』を作り上げた。

　三さん脚きやくの代わりだ。

「やっぱり、これが無いとね」

　ペンタックスＳＰを『台』の上に置くと、優樹は手早くセルフタイマーをセットする。普段使わない機能だけに──そして元々が旧ふるいカメラであるだけに、作動には多少の不安もあったが、優樹が小さくレバーに触ふれると、ペンタックスＳＰはじじじじじ、と音を立ててタイマーを進め始めた。

「優樹、早く早く！」

　紅葉が叫さけんで手て招まねきする。

　優樹が走っていくと──少女達は自然に少しずつ左右に分かれて中央に彼が収おさまる場所を作ってくれた。

　アグニエシカと詩月の間に。

　全員揃そろってカメラのレンズを見つめる。

　やがて。

　シャッターが──かしゃりと小こ気き味みよい機械音を立てて、落ちた。
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「ううううううううううううううううううううううううう──……」

　空中に生はえた巨大な虎丸の上半身が輝かがやき始める。

　白く──しかし万ばん物ぶつを焼き滅ほろぼす超ちよう高こう圧あつの霊力光ハローエフエクト。

　校庭の砂が、樹じゆ木もくが、そして校舎が、ゆらりと光を帯おび──静かに炎えん上じようを始める。それは滅めつ亡ぼうというにはあまりに美しく、静せい謐ひつな光景ではあった。

　消えてゆく。

　消えてゆく。

　何もかもが──優樹達が喜き怒ど哀あい楽らくを重ねながら過ごした鈴乃宮学園を成なす、諸もろ々もろのものが。一いつ切さい合がつ切さい、全すべてが光の中で融とけて、輪りん郭かくを失い、消えてゆく。
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　そんな中で虎丸の異い形ぎようだけが確固とした形を備えたまま震えている。

　そして。

「うううううううううううううううがあああああああああああああああッ‼」

　霊力爆発。

　限界を超えた虎丸の霊力は、既すでに亀裂に埋うめ尽つくされ、蒸じよう発はつを始めていた鈴乃宮学園を完かん璧ぺきに粉ふん砕さいした。

　同時に鈴乃宮学園という形でくくられていた時空間は制せい御ぎよされぬままに放ほう散さんし、それらを構成する要よう素そもまた、混こん沌とんたる時空の狭はざ間まに投げ出されていった。

　鈴乃宮学園。

　学舎として生まれながらその本分を果たす事が出来ずに燃え落ちた悲ひ劇げきの学園。

　後こう悔かいと無む念ねんが凝こり固まって出来上がった偽いつわりの学園世界。

　長い長い歳さい月げつを経へて──それは完全に消しよう滅めつした。
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　少年は溜ため息をついた。

　今日は収しゆう穫かくが少ない。少しでも生活の助けになるかと始めた山さん菜さい採とりだが……日が悪いのか、あるいはあらかた採り尽つくしてしまったのか、範はん囲いを広げて山を歩き回ってみたものの、全くといって良い位に見つからない。

　これでは今日の食しよく卓たくもきっと貧まずしいものになるだろう。

　勿もち論ろん……贅ぜい沢たくは言っていられない。

　少年の家は未まだましな方なのだ。永く激はげしい戦争が終わって未だ半年。殆ほとんどが焼け野の原はらになってしまった東京と異ことなり、この辺あたりは未だ山野の恵めぐみが豊富に残っている。東京の方では乏とぼしい配給食料を巡めぐって闇やみ市いちが立ったり、殺し合いにまで発展する場合もあるそうだが、少年の住む田舎いなかではまずそういった事は起こらない。

　信心深い住民達が多いので、少年の家を──神社である──中心として結けつ束そくし、何とかこの苦く況きようを乗りきろうという事で意い思し統とう一いつが出来ていた。

　とはいえ……

「…………」

　きゅるるるる……と腹が切ない音をたてる。

　育そだち盛ざかりの十三歳さいに量も品数も限られた食卓はやはりきつい。

　少年は今日も腹ぺこのまま、少しでも食卓を賑にぎやかにしようと山に入る訳だが──

　何ど処こかで水の匂においがする。

　いつもは入らない様な奥おくにまで入ってきたせいだろう。聴きき慣なれない水音もする。

　麓ふもとの方には川もあるからその源げん流りゆうだろうか。細く小さな源流や源げん泉せんの水が寄り集まって川になるのは別に珍めずらしくない。

　充じゆう分ぶんに広く深ければ魚も居るかもしれない。

「……一いつ旦たん、家に帰って釣つり竿ざおでも持ってくるかな」

　呟つぶやきつつも少年は水音の方へと歩いていく。勿論、道具も無しに魚を捕つかまえられると自うぬ惚ぼれる程に少年も馬ば鹿かではない。ただとりあえず場所を確認してから──と思ったのだ。

　やがて……

「おわ……？」

　少年が眼にしたのは思った以上に大きな水場だった。

　剝むき出しになった岩から小さな滝たきの様に水が流れ落ち、同じ様に岩が幾つも集まって出来た窪くぼみに水が溜たまっている。湖と呼べる様な大きさでは無論無いが、納な屋やの一軒や二軒は建てられそうな広さに、綺き麗れいな水が湛たたえられて──夕暮れの陽光に煌きらめいている。

　周りには秋の空気に色づいた葉が無数に舞っていた。

　ひどく幻想的な風景である。

　そして……

「──え？」

　少年は眼を瞬しばたたかせる。

　白いものがゆらりと視界の端はしを過よぎったからだ。

　岩から流れ落ちる水の脇わき。

　そこに──

「え？　え？」

　少年の心臓が跳はねる。

　白いもの。

　一いつ糸し纏まとわぬ小こ柄がらで華きや奢しやな──少女の裸ら体たい。

　瞬間的に少年の意識が恐きよう慌こう状態に陥おちいる。妹も姉も居ない少年は、当然、母親以外の女性の裸体を見るのは初めてだ。

　ましてこの時代……後の世に氾はん濫らんする様な情報媒ばい体たい、つまりインターネットだの雑誌だのも無い。そもそも一いつ般ぱん家庭にはテレビが無い。電話が日本全国の各家庭に行き渡るのも更さらに先だ。少年は極きわめて狭せまい世界で生きていた。

　けれど……

「…………」

　少女は美しかった。

　それだけははっきりと分かる。比ひ較かく対たい照しようするものなど必要が無い。相そう対たい的てきな感覚の上に成り立つ美び醜しゆうとは異なる──見た瞬間に誰にでも感動を呼ぶ程の、均きん整せいの取れた美しさがその少女には在あった。

　少女はただぼんやりと……腰こしまで水に浸つかったままそこに居る。

　大きな瞳ひとみは何ど処こを見ている訳でもなく、無む限げん遠えんに視し線せんを注そそいでいる。立ってはいるがはっきりした意識があるかどうかさえ疑うたがわしい状態だった。

　ただ……

「…………」

　少女の頰ほおを雫しずくが滑すべり落ちる。

　泣いている。少女は──泣いていた。

　あるいはそれは少年の見み間ま違ちがいであったのかもしれない。岩から流れ落ちる際に跳はねた水すい滴てきが少女の白く滑なめらかな頰の上を滑り落ちただけなのかもしれない。

　けれど……

「あ……あの……！」

　少年は反射的に水の中に飛び込んで少女の側そばに駆かけ寄っていた。

　護まもらなきゃ。

　そんな気持ちになっていた。

　こんな山の中に全ぜん裸らで水に浸つかりながら泣く少女。明らかに異常である。あるいは狐こ狸りの類たぐいに化ばかされているのではないか──そんな考えすら少年の意識をかすめはしたが、それでも少年はすぐに自分の考えを否定した。

　化かされていたとしてもいい。

　こんな綺き麗れいな女の子を──こんな、自分以外は滅めつ多たに人も来ない山奥に放ってはおけない。だって泣いているんだし。きっと何か哀かなしい事があったに違いないんだ。

「えっと、き……きみ？」

　声を掛けながらもどかしげに駆け寄る少年。

　脚あしにまとわりつく水の抵てい抗こうが鬱うつ陶とうしい。

　途と中ちゆう、一度水中の岩に脚をとられて転んだりもして──ずぶぬれになったりもしたが、それでも少年は少女の側に辿たどり着く事が出来た。

　少年が側に来てもやはり少女はぼんやりしたままだ。

　ただ……

「…………」

　少年がおっかなびっくり、少女の肩に触ふれた瞬間──少女の黒く大きな瞳が少年を映うつす。

「……ゆう……き…………？」

　途と切ぎれ途切れの呟つぶやきが桜さくら色いろの唇くちびるから漏もれた。

　そして……不意に少女の瞳の焦しよう点てんが少年に合う。

「ゆうき……ゆうきっ…………！」

　少女は嗚お咽えつする様にそう呟きながら両りよう腕うでを伸のばして──そして。

「──！」

　少年の身体からだを抱だき締しめる。

　同時に団体で血が少年の頭に上った。

「あっ……あの……あの……！」

「…………」

　少女はただぎゅっと少年の身体を抱き締め続ける。

　もう二度と離はなさないと言わんばかりに。

「き……きみ……名前は？　……どこから……来たの？」

「…………」

　少女はのろのろとした仕草で少年から身を離し、きょとんとした表情を浮かべた。

　とぼけている風ではない。

　むしろ──

「…………私？」

　首を傾かしげる少女。

「…………」

　ふと少女は水面に映る自分を見つめる。

　その姿をしばし珍しいものの様ように凝ぎよう視ししてから……

「…………かえで？」

　呟くもののその声には疑問の響ひびきがある。

　自分でもよく分からないのだろう。少女はここでようやく自分の居る状じよう況きようを把は握あくしたらしい。指先で水をすくい、その水面に揺ゆらいでいた楓かえでの葉を手にして、そして最後に少年の方を見つめた。

「貴方あなた……誰？」

「あ。僕ぼくは──俊とし樹き、長なが居い俊樹、麓ふもとの神社の神かん主ぬしの息子むすこで」

　慌あわて気ぎ味みにまくしたてる少年。

　きょとんとしたままそんな彼を見つめる少女。

　そして──…………

　この後。

　長居神社の神主の息子である長居俊樹によって発見・保ほ護ごされた少女は、記き憶おく喪そう失しつであるらしい事が分かる。だが時代は第二次世界大戦直後の混乱期。少女の身元を調べようにも手だてが無く、なし崩くずし的にその少女は『楓かえで』と名付けられ、神社の神主の家に引き取られる事になる。

　更にその後。

　この楓と名付けられた少女は、長居神社で巫み女こを務つとめる傍かたわら、発見者であり義理の兄である俊樹と恋こいに落ち、やがて夫婦となるのだが──それはまた別の物語である。
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「…………」

　溜ため息いきが出る。

　窓の外を街の風景が淡たん々たんと流れていく。扇おうぎ町まち聖ひじりは暗あん澹たんたる気分を振ふり払はらう様に首を振って──やたらに柔やわらかなリムジンの座席に改めて身を沈しずめた。

　こちらの世界に戻ってきて半年。

　当初は行方ゆくえ不明だった一年の──そう一年だ──聖の動向を両親も気にしていた様だが、追つい及きゆうするのを諦あきらめて、今はもう『無かった事』にする方向で動いているらしい。勝手に海外留学の書類を揃そろえ、証人まででっち上げ、いつの間にか『聖は一年間ボストンに留学していた』事にしてしまった父親の手て際ぎわは見事と言う他無い。

　父親は父親なりに聖の将来を慮おもんぱかっての事ではあるのだろう。『息子むすこの経歴に傷がつかないように』と考えたのだ。

　以前はそれが押おしつけがましくて憂ゆう鬱うつであったが、今はどうとも思わない。

　相変わらず父と分かり合う事は出来そうにないが、嫌けん悪おの情は湧わかないのだ。色々な人間が居て色々な立場が在あって、色々な思惑おもわくがある。それが正しいとか間違ってるとかを簡単に決められる事ではないのだと、実感として聖は理解出来る様になっていた。

　あの──小さな小さな『学園』の中でそれを学んだ。

　だから素直に父の勧すすめに従って今、見合いの席にも出向こうとしている。

　ただしそれは父の顔を立てる為ためであって、どこぞの御お嬢じよう様さまと結けつ婚こんする気など全く無い。まあ適当な処で聖の『趣味』をばらしてやれば、相手も適当な理由をでっちあげて断ことわってくるだろう。

　それがお互たがいの為だ。

　相手の御嬢様もきちんと自分で納なつ得とく出来る相手と一いつ緒しよになる方がいいに決まっている。

「聖様。着きました」

　わざわざ扉とびらを開けて促うながす運転手に微び笑しようを送り……聖はリムジンから降りた。

　お見合いの場は『みはや』──歴史も旧ふるく高級ホテルで名高い東京ロイヤルホテルの最上階に位置する懐かい石せき料りよう亭ていである。最上階なので当然、地面とは遠く離れている訳だが──わざわざ店の脇に枯かれ山さん水すいの空中庭園を造つくってあるという、様よう式しき美びの権ごん化げの様な店だ。

「……ちょっと時間が余ったかな」

　呟いて腕に巻いた時計を見る聖。

　扇町家の一人息子の見合い相手ともなれば、やはりそれなりの名家の令嬢である。礼を尽つくして会う相手であり、遅ち刻こくなどはもっての他だ。なので聖は都内の交通事情も鑑かんがみて一時間余よ裕ゆうを持って家を出た訳だが……意外に道路がすいていたせいで、約束の時間は三十分以上も先だ。

　付つき添そってきた執しつ事じが、『みはや』に入る事も出来ると伝えてきたが、今一つ肩が凝こりそうな気がしたのでこれを断り、聖は隣となりのラウンジで時間を潰つぶす事にした。

　で──

「──あ。ちょっとはばかりに」

　言って聖はトイレに向かう。

　だが実際に用が足したかった訳ではない。ちょっとだけ一人になりたかったのだ。

　さすがにトイレの前までは執事もついては来なかった。

「……はあ」

　聖は溜め息をついて……トイレの側そばに在るベンチに座すわった。

　こっちの世界に帰ってきて半年。

　ついついあの楽しかった鈴すず乃の宮みや学がく園えんでの毎日を思い出してしまう。

　あの『逃にげている者の場所』を。

　自分は何も解決していない。

　多少は見けん識しきも広がったし、以前に比べると他者の気持ちにより敏びん感かんに、けれど優しく接することが出来るようになったと思う。それは確かに『成長』だろう。

　だがあそこが本当に『逃げている者の場所』であったなら。

　自分が逃げてきたものから、結局、聖は逃げ切れなかった事になる。

　自分が男である事実からは逃げられない。

　それはある意味で当然の事だろう。勿もち論ろん──性せい転てん換かん手しゆ術じゆつをするという方法も残されてはいるが、それは何か違う気がする。自分の身体からだを改かい造ぞうする事、それを望む人達の事は、別に否定はしない。そういう人生もあるだろう。

　だが自分に限って言えばそれは何か違う気がする。

　何がかは分からない。

　あるいは自分は『男』である事から逃げていたのではないのだろうか。何か勘かん違ちがいをしていただけなのかもしれない。だとしたら『男を止める』事について違い和わ感かんなど付きまとわない筈はずだ。

　だとしたら……

「優ゆう樹き君達はともかく……紅葉もみじちゃんとかネレイドさんとかは、どうなったんだろう？」

　彼女等はきちんと自分が逃げていた事実と向き合えたのか。

　彼女等の抱かかえていた問題は解決されたのだろうか。

　彼女等には戸こ籍せきも無かろうが──調べようと思えば調べられるかもしれない。扇町家の情じよう報ほう網もうはそれなりの規模と精度を誇ほこっている。優樹達の現状を含ふくめて、調べて、可能なら連れん絡らくを取り合うのも悪くはない。

　そんな風に聖は思う。

　その時──

「……ったく」

　忌いま々いましげな口調で呟きながら──どっかと、音が出るかの様な動作で、聖とは反対側のベンチの端はしに腰を下ろした人物が居た。

　振り向くと何やら綺き麗れいなブラウスを着た少女である。

　美人ではある。きりっと切れ長の瞳ひとみが特に凜り々りしい。間違っても『可愛かわいい』とは評価されない容よう姿しではあるが、女子校なんぞに通っていると、下級生からヴァレンタインにチョコレートを貰もらってしまいそうな感じの少女だ。

「…………ん？」

　少女は聖の視し線せんに気付いて振り返る。

「なんだ？　何か用か？」

「別に」

　苦く笑しようして聖は首を振る。

　何というか──自分と正反対の少女だと思ったのだ。

　口調。目つき。仕草。

　どれもこれも何というか──『男っぽい』。乱暴なのではない。下品なのでもない。ただ全体的に女性のそれよりも男性の雰ふん囲い気きの方が強いのだ。

　かといって少年が女じよ装そうをしている様子も無い。

　そういう部分は経験者だからこそ聖にははっきりと違いが分かる。

「んん……？」

　聖の様子を見てどう思ったのか……少女は苛いら立だたしげな溜め息をついて、ベンチの背後の壁かべにもたれかかる。ポニーテールにした髪かみがさらりと揺ゆれた。

「……なああんた」

　少女が天てん井じようを見上げながら言った。

　ふと思い付いたかの様な口調である。こちらを見てもいない。少女の鋭するどい眼は天井を見つめたままだった。

「はい」

「男だよな？」

「一応は」

　苦笑して頷うなずく聖。

「あれか。男は男っぽくとか、やっぱ言われたりすんの？」

「──ああ。言われますね。よく」

「男には男の苦労があるか……」

「女にも女の苦労がある訳ですね」

「ああ。なんていうか……ままならねえよなあ」

　腕を組んで少女は言う。

　しみじみと聖も同意した。

「そうですね」

「まあ生き物としての括くくりなんだからしょうがないんだけどさ。男とか女とかってのは。でもなあ──なんていうか、そういう枠に塡はめられると辛つらいってのがあるんだよな、やっぱアタシみたいなのは」

「女っぽく出来ない？」

「どうにも違和感があってさ。ま──それでもしょうがないんだけどね。女に生まれてしまったのは事実なんだからさ。別に今の時代、女だから殊こと更さらに差別されるって事もないだろうし。でもなんてーか、男はやっぱ女に女っぽい部分を求めるじゃん？」

「まあ求める人は多いでしょうね」

「だからなー……男が嫌きらいって訳じゃないんだけどさ。なんか違うっていうか。周りがアタシに求めてるものと、アタシが周りに求めてるものがずれるってーか」

　綺麗な黒髪に指をからめて、苛立たしげにくしゃくしゃと搔かき回し──

「あ。やべ」

　と慌あわてて髪を直す少女。恐おそらくきちんとスタイリストか誰かにまとめて貰もらった髪だったのだろう。ぱたぱたと自分の身体を叩たたいて小さな手鏡を捜さがすと、微び妙みようにぎこちない仕草で──多分慣れていないのだろう──髪を整える。

　そんな少女の姿が妙みように可愛らしくて、聖は微び笑しようした。

　多分、色々と不器用な性格なのだろう。

　そういう意味では──ぱっと見た印象は本当に全然違うのだけれど──アグニエシカや、優樹に通じる処がこの少女には在る。

　自分の役割を綺麗に演じる者達ばかりの中に居ると、こういう、不器用な者が妙に眩まぶしい聖だった。

「ごめんな。いきなり変な話して」

「いえ。別に」

　と聖。よく分かる。とてもよく分かる話だ。

「なんかさ──ぱっと見た時に、ああ、こいつもアタシと同じ苦労とか背負ってんのかな、とか思ってつい、ね」

「分かります」

　と頷いてみせる。

「あー……やっぱ緊きん張ちようしてんだろうなあ。アタシ。ま、いっか。なるようになるわ」

　言って少女は立ち上がる。

「ありがと。何か気分が楽になった」

「どういたしまして」

　一礼して聖も立ち上がる。

「じゃ──な」

「はい」

　挨あい拶さつしてそれぞれに歩き出す。

　だが──

「…………」

「…………」

　別に揃そろえた訳でも打ち合わせた訳でもないのだが。

　結果的に少女と聖は並ならんで歩き──そして『みはや』の前で止まった。

「此こ処こに……？」

「ああ。あんたも此処に？」

　顔を見合わせる聖と少女。

　でもって──

「綾あや奈な様──何処にいらっしゃったのですか、先方様はもうお着きで」

　何やら慌てた様子の中年女性がばたばたと『みはや』の奥から出てくる。

「まさか」

「まさか」

　同時に呟つぶやいて改めて顔を見合わせる。

「ひょっとして扇おうぎ町まちとかいう名か、あんた？」

「ええ、まあ」

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくすること──十秒。

　いきなり爆ばく笑しようしたのは少女、綾奈の方が先だった。

「うっわ、傑けつ作さく！　マジ？　マジ？　漫まん画がみてぇ！」

「あ、綾奈様⁉」

　中年女性が慌てて声を掛けるものの、綾奈はばんばんと傍かたわらの壁を叩たたきながら笑い続ける。その様子はとても名家の御嬢様の様には見えないが──

「…………ああ。そうか」

　聖は微び苦く笑しようを浮かべた。

「結局、自分が『オカマだ』『女の子とは付き合えない』って事に囚とらわれていたのは私自身だったんですね」

「え？　なに？　なんか言った？」

　まだ笑いながら綾奈が尋たずねてくる。

「いえ、こっちの話です」

　と肩を竦すくめる聖。

　要するに……聖は『男である事』から逃げていたのではない。

　女の子が嫌いだったのでもない。

『男らしくない男であるという事──そういう事実を周りが認め許してくれない事』から逃げていたに過ぎない。結局の処、方向性が百八十度違うだけで、『男』だの『女』だののスタイルに固こ執しつしていたのは聖も周りと同じだったのだ。

　男だとか女だとか。

　そういう事は問題ではない。多分、人間的に好きになれるかどうかの方が先に来るべきだったのだ。なのに自分は女っぽいから、女性を愛する事は出来ないとか、そういう考え方に囚われていたのだろう。

　だから……

「ありがとう、詩し月づき」

　幽ゆう霊れいだから。

　妖よう怪かいだから。

　ロボットだから。

　人間じゃないから。

　そういう事と、好きになる事は別なのだと聖はあの学園で学んだ。それに囚われる必要が無いのだという事を聖は知った。

　ならば……

「何だか順序が逆になっちゃったけど」

　聖は微笑して笑い続ける少女に言った。

「よろしく。相川綾奈さん」




　　　　●




「──僕が知ってるのはこの位かな」

　少年は溜め息混じりにそう言った。

　既すでに窓の外は夕ゆう暮ぐれの色を通り越し宵よい闇やみの色へと染まりつつある。何処か遠くから響いてきていた運動部の掛け声も途と切ぎれ……しずしずと夜の静せい寂じやくが忍しのび寄りつつある。

　少年は改めて眼の前の話し相手を見つめた。

　癖くせの無い長い髪をした──美しい少女。

　その容姿を端たん的てきに示すならば清せい楚そ可か憐れんという言葉が相応ふさわしいだろう。既に薄うす影かげや薄闇に占められる割合が大半となった教室風景の中に在りながら、少女の帯おびる朝の光の様な、朗ほがらかな雰囲気は全く損なわれていない。積極的に他人を魅み惑わくする様な器量ではないのだが、ふと気が付けば眼で追ってしまっているかの様な──そんな慎つつましげな美しさを備えた容よう貌ぼうである。

「ひょっとしたら僕が聞いてない話もあったのかもしれない。けど……僕は爺じいちゃんと婆ばあちゃんから、そんな不思議な話を子守歌みたいに聞いて育ったんだ。だからいつの間にか……僕の中では『鈴乃宮学園』っていうのは実在する場所みたいな……なんていうかリアリティが出来てきて……いつか僕もその『鈴乃宮学園』に行けるんじゃないかって……そんな風に思う様になった」

　わずかな自じ嘲ちようを含めて少年は笑顔を取とり繕つくろった。

　大好きだった祖父と祖母。

　彼等は去年──まるで示し合わせたかの様に同じ時期に亡なくなった。祖父が亡くなると祖母が後を追う様にして亡くなったのだ。晩年まで本当に仲の良い夫婦で、少年も何度となく手を繫つないで街を散歩する祖父と祖母の姿を見ていた。

　彼から見ても祖父と祖母は人生を充分楽しんでいた様に思う。

　だから彼等が亡くなった時も──寂さびしいとは思ったが、哀かなしいとは思わなかった。今の時代の平均寿じゆ命みようから考えれば、決して八十年余りの人生は長生きとは言えなかったろうが、祖父も祖母も満足げでとても安らかな死に顔だった。

　そして……

　ただ自分一人が置き去りにされてしまったかの様な、そんな気持ちだけが残った。

　あの『鈴乃宮学園』に行けなかった自分だけが。

　無論──少年が『鈴乃宮学園』に行く事は出来ない。

　そもそもが祖父と祖母が示し合わせて語っただけの創作であったのかもしれない。

　祖父が残した何枚もの写真は、その実在を裏付けるものではあったが──大抵は何処か田舎いなかの学校で撮とったと思おぼしき平へい凡ぼんな写真で、祖父母が言う様な、現実離れした風景が写っていた訳ではない。

　それにたとえ現実にそれが在あった事なのだとしても──既に『鈴乃宮学園』は失われたと祖父も祖母も言っていた。

　あるいは──自分と同じ様に、祖父や祖母と共にあの不思議な世界に暮らした者の孫まごが、居るのかもしれない。

　けれど……その孫達が自分と同じ様に『鈴乃宮学園』の話を聞いているとは限らないし、そこに憧どう憬けいを抱いだいているとも限らない。その孫達を探し出す方法も少年には無い。

　だから。

　少年はもうどうしようもない。

　ただ予め喪うしなわれた学園への憧憬をひっそりと胸に抱いだくだけだ。

　けれど──

「そっか……」

　少女は微笑ほほえんだ。

　何な故ぜか──懐なつかしそうに。

「でもさ。こう考える事は出来ない？」

「……え？」

　少女は身を乗り出し少年の顔を覗のぞき込む様にして言った。

「その『鈴乃宮学園』って学校は幽霊だったんでしょ？」

「そうだね」

「幽霊になるって事は、魂たましいが在るって事だよね」

「そう──なるかな。なるかも」

　魂が在るのなら。

　あの世というものが在るのなら。

　そこで祖父も祖母もあの『鈴乃宮学園』や四季少女達シーズン・シスターズや保健医の小さ竹さ乃のと……もう一度会えているのかもしれない。あるいはいつか自分が死ぬとき、祖父や祖母と合流して、そこで初めて自分はあの『鈴乃宮学園』に行く事が出来るのかもしれない。

　そんな風に思う少年だったが──

「──だったら輪りん廻ね転てん生しようってのもあってもおかしくないと思わない？」

「りんねてんしょう……あの生まれ変わりってやつ？」

「そう」

　何故か得意げに少女は頷うなずいた。

「その学校も、今度こそ、きちんとした学校に生まれて、生徒達を育はぐくんだり、送り出したりしているのかもしれない。それが──あるいはこの学校かもしれない」

　言って少女は両手を広げて見せた。

「此こ処こが、その『鈴乃宮学園』かもしれないよ？」

「…………」

　少年は眼を瞬しばたたかせて……少女とその周囲に広がる教室の風景を見つめる。

「ああ……そうか」

　少年は微び笑しようする。

「長居君の『鈴乃宮学園』は此処かもしれない。でしょ？」

「そうだね。そういう可能性もあるね……」

　そこまでは考えが及およばなかった。

　ずっと自分は祖父や祖母の想い出の中に在る『鈴乃宮学園』を見てばかりで、現実のこの学園の風景をろくに見ていなかったかもしれない。眼には映っていてもそれを『観みる』事は無かったのかもしれない。

　そんな事を考えていると──

「──あ。居た！」

　突とつ然ぜん割り込んでくる声。

　振り返ると其そ処こには十歳位の小こ柄がらな少女が立っていた。

「──四し季き」

　少年は呟つぶやく。

　其処にいたのは彼の六つ下の妹だった。ちなみに名付け親は祖父だ。少年は──彼がどんな思いを抱いだいて孫娘にこの名を付けたのか分からなかった。幽霊少女達を連想する名前を付けるなど、ある意味で不吉ではないかとも思った。

　けれど……

　それが巡めぐる命への祈いのりを込めたものであったならば。

「お兄、こんな時間になっても帰ってこないから。お父さんとお母さん、心配してたよ？」

「あー。悪い」

　腕時計を見ればもう晩の九時半になっている。

　どうも時間の感覚がおかしくなっているみたいだ。先程まで夕方であったと思っていたのだが──まるでこれでは竜りゆう宮ぐう城じようや桃とう源げん郷きように居たかの様である。

「──ってか、それでお前が探しに来るのは本ほん末まつ転てん倒とうだろが」

「本末転倒？」

「いや、だから、お前の方が危あぶないだろ、こんな時間に一人で出歩いたら」

「一人じゃないよ」

　四季は得意げに言った。

「ネルと一いつ緒しよだもーん」

　四季の言葉に応じるかの様に──教室の入り口の陰かげから、すらりとした人ひと影かげが歩み出て一礼した。

　紺こん色いろのワンピースを着た二十歳程の美しい女性。

　ネル──〈ネレイド〉。

　十年前にＯＧテック社──扇町工業が発売した家庭用アンドロイドである。人間の女性と見み紛まがうかの様な精密極まりない外見に、発売当初はダッチワイフだの何だのと騒さわがれもしたが……非常によく出来た人工知能ＡＩのせいか、今では老人介かい護ごから子供の遊び相手まで、幅はば広ひろく利用され、人々に愛されている。

　若い世代を中心に彼女等の『人権』を護まもろうという動きすら出ており、先日も人工知能に関連する法案が国会で審しん議ぎされたばかりだ。四季などは物心つく前から彼女が側そばに居たせいか、まるで歳としの離はなれた姉の様にネレイドの事を慕したっていた。

「大体、お兄、こんな夜の教室で、一人で何やってんの？」

　歳の離れた妹は、まるで立場が逆転しているかの様に──姉がデキの悪い弟を叱しかるかの様に、腰に手を当てて言った。

「一人って──この子とちょっと話し込んじゃってて」

　と言ってから。

　少年は気付いた。

　──少女が居ない。

　たった今までそこに居た筈はずの、確かにそこに座って彼の話を聞いてくれていた筈の、長い黒髪をした少女の姿が無い。物音も気配も無く、ただ、蜃しん気き楼ろうの様にその少女の姿は消え失せていた。

　そして……

「…………」

　そういえば。

　話している内は全く気にならなかったけれど、彼女の名は何というのか。

　記き憶おくの中を探ってみても全く出てこない。

　見覚えはある。何というか……飽あきる程に見慣れたこの学校の風景の中で、彼女の姿は何度も見掛けた様に思う。だからこそ彼も特に違和感を抱かなかった。

　ああ──またか。

　そう思っただけの事だ。

　しかし……

『此処が、その『鈴乃宮学園』かもしれないよ？』

　何処か悪戯いたずらっぽく微笑んで見せた少女の笑顔が脳のう裏りに焼き付いている。

「この子って誰？　誰も居ないじゃん」

「あー…………」

　頰ほおを搔かき。苦笑を浮かべ。

　そして少年は腰掛けていた机から降りると、妹の頭にぽんと手を置いた。

「まあ色々あってね。とにかく帰ろう。腹減った」

「うん」

「はい」

　四季とネレイドが頷うなずく。

　二人を促うながして教室を出た処ところで少年は振り返る。

　誰も居ない教室を。

「──また、会えるよな」

　勿もち論ろん、その言葉に返る声は無い。

　けれど──

「ありがとう」

　何処かに居る筈の誰かに向かってそう告げると──少年は教室を後にした。





（終劇）












　あとがき







　という訳で──どういう訳かはさておいて──申し訳御座いません、色々あって随ずい分ぶん遅おそくなりましたがキミボク最終巻、『Graduation Ceremony』をお届けしまする。




　なんか人間ドックに行ったらある項目に引っかかってしまいまして。同じ項目で陽性反応のあった人が『余命十年』とか言われたので、なんかこう思わずメランコリックでハートブレイクでセンチメンタルジャーニーですよ。いや、旅には出ませんでしたが。

「気分が乗らないなんて理由で原稿書けないのは甘えだ！」とか教え子にえらそーに宣のたまっていた私ですが、なんか情けない事に、しばらく原稿が手につかず。

　でも家族の事とか友人の事よりもまず『十年あったらとりあえず今やってるシリーズは完結させられるな』とか反射的に思ったのは、人間としてかなり駄だ目めな部類だと思います。

　まあ結局、精密な再検査の結果『大丈夫』と結論が出たので落ち着きましたが。

　で、最後にお医者さん曰いわく。

「でも間違いなくメタボリック症しよう候こう群ぐんだから、運動と食事制限は心がけてね。あと定期的に人間ドック受けるように」

「…………はい」

　十代二十代の人はともかく、三十代以上の人はいっといたほうがいいすよー、健康診断。




　まあとにかく。

　キミボク最終巻でございまする。

　実は本巻の終章がこのシリーズ始めた時から決まっていて、此こ処こと、その一歩手前のシーンが書きたいが為ためにやっていた様なもんで。

　第一巻だけに「序章」があるのも、本巻の「終章」に繫つなげる為だったわけですな。

　何かと担当のたなぽんと、絵師の狐こ印いんさんには色々とご迷めい惑わくをおかけしましたが──個人的にはここまで辿たどり着けて満足。

　まあ作者の満足なんざ読者の方々にはどーでもいい事なので、今まで待って頂いただいたのに見合うだけの面白さになっているかどうかは、不安が残りますが。こればっかりは皆さんの御評価を待つしかないですな。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　どっかのロック・シンガーの歌みたいにこう、学校生活を『支配』とか『束そく縛ばく』とか感じて嫌けん悪おしている人も沢山おられるとは思うんですが、割と楽しく小学校から大学まで（途中受験だの浪人だのありましたが）過ごしてきた[image: 榊]としては、『いや、今思い返せば結構、良いところだったんじゃない？』という気持ちがあったり。




　イヤ勿もち論ろん、世間並なみに嫌いやな事はありましたけどね。嫌な同級生も居たし、『どう考えてもお前が教師やってるってのは明らかにおかしいだろ、というよーな人間の屑くず』が担任で、ネチネチと嫌がらせをされた事もありまする。ちなみに体育教師でした。二十年以上も恨うらんでる私も大たい概がい性格が歪ゆがんでますが。おーい、元気か、Ｔ学園のＳ田。元気なんだろうなあ、あんたは必要以上に。せめて三者面談で、親に噓うそを吹き込むのはやめろよ？




　まあでも。

　それでもやっぱり社会に出てから思うのは、『ああ、あの時代は守られていたんだなあ、私は』という事なのですね。ちょっとやそっとの失敗は、怒おこられは確かにするけれど、決定的な挫ざ折せつにはならず、何度でもやり直す事が出来たように思います（まあ勿論、許きよ容よう限度というものはあったんでしょうが）。今だったらやらない無茶とかもしましたし。




　また……以前にも書いたような気がしますが、卒業式の時、ある先生が私の母を追いかけてきて、こう言ったそうです。

「どうか一郎君には好きな事をさせてあげてください。多少回り道に見えるかもしれないけれど、その方が絶対にいい」

　その言葉があったからこそ、うだうだと小説書いて半分ニートになりつつあった私を、親は気長に許容してくれていたんでしょう。ちなみにその先生、担任でもなければ得意教科の担当でもない方だったんですが。だから後々そう言われた事を親から聞かされて驚いた記憶があります。

　お元気ですか、Ｔ上先生。おかげさまで曲がりなりにも社会人失格一歩手前で踏みとどまっている私です。Ｍ本先生、Ｈ井先生、そしてＩ田先生、お元気でしょか。さすがにライトノベルの後書きなんて誰も読んでねーだろうけど（苦笑）。




　まあ私は癖くせの強いガキだったようなので、可愛かわいがってくれる先生はとことん可愛がって下さりましたが、嫌きらわれる先生には蛇だ蝎かつの如く嫌われてましたな。まあひねくれてクソ生意気なガキだった自覚はありまする。




　とにかく。

　本書を読んでくださっている方には学生の方も多いと思いますが、ちょっと見方を変えると学校も面白いんじゃないかなーという話。まあ少なくとも校舎の窓ガラス壊こわして回ったり盗んだバイクとかで走り出したりせんでも、気持ちの持ち方次第で、それなりに楽しくなるのではないかなーと思ったりするのですな。まあ『環かん境きように恵まれていた人間のきれい事だ』と言われればそこまでなんですけど──でも、それでも。




　何はともあれ『キミボク』これにて閉幕にございます。

　今までおつきあいくださった読者の方々、感謝です。

　また本書本シリーズの制作にたずさわってくださった編集者、絵師、そして校正者や印刷所の方々にも感謝を。後半の方々は恐らく顔を合わすことすら無いので、せめてここで御礼を。




　ではまたいつか別の本で！




　２００７／３／18

　ＭＡＣＨＩＮＥ：　ＳＨＡＲＰ　メビウスＰＣーＭＰ40Ｈ（ＲＡＭ１ＧＢ）

　ＢＧＭ：『卒業』（ｂｙ尾崎豊）
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